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「きゃああああああああああああっ！」

　とある国のレストランに叫さけび声がこだましました。されど店内にいた者は誰一人として、彼女の悲痛な嘆なげきに反応することはありませんでした。

　その当時。店内の明かりのすべてが落とされ、陽気な音楽と共にケーキが窓際まどぎわ席せきのカップルに運び込まれている真っ最中だったのです。

　付き合い始めてちょうど一年の記念すべき日を、国の中でも三本の指に入るとか入らないとか言われている高級レストランで過ごしている幸せなカップルに、店内からは温かな拍手はくしゅが送られていました。私を含ふくめ、店内にいた誰もが彼女たちの幸福なひと時に偶然ぐうぜん居合いあわせただけですが、それでも叩たたいた手に込められたのは紛まぎれもなく祝福であったと思います。

　ともあれ、そんなわけで、私を含め店内にいた誰もが、女性のその叫びは感極かんきわまったどなたかの歓喜かんきによるものだと思い込んでいたのです。

　しかし、私たちは叫び声が上がった時点で、本来ならば疑問を抱かなければならなかったのです。

　その声は、ケーキが運ばれる窓際席よりも遥はるか後方。

　お店の奥から発せられたものだったのですから。

　ゆらゆらと蠟燭ろうそくの明かりを揺ゆらしながらカップルのテーブルにケーキが置かれ、温かな拍手が一層響いたのちに、店内に再び明かりが灯されます。

　祝福される窓際の二人とは相異あいことなり、お店の奥の方から何やら不穏ふおんな気配けはいを感じ取りました。ですから私は夕食後のティーカップを手に取りながら振り返ったのですけれど。

「まじですか……？」

　ぞわりとしました。

　あまりの衝撃にティーカップを落としそうになりさえしました。

　お店の奥はおおよそおめでたい場とはかけ離れた凄惨せいさんな現場となり果てていたのです。

　床ゆかに横たわっているのは、綺麗な女性。白いドレスは赤く染まっており、三つ星レストランのいかにもお高そうなカーペットには同じく赤い染みがじわじわと広がり、蝕むしばんでいました。

　私たちは、その頃になってようやく知るのです。

　私たちがとてもとても厄介やっかいな事態に偶然居合わせてしまっていたことを。





○






「誰かが私に後ろから抱き付いてきておっぱいを触さわってきたのよ！」

　床に横たわっていた彼女は起き上がると、そんなことをぬかしておりました。


「…………」



　彼女は普通に生きてました。

　暗がりの中で見知らぬ誰かに身体を触られたのがよほど耐たえ難がたい苦痛だったようで、彼女の唇くちびるは固く結ばれ、頰ほおは膨ふくらみ、お化粧けしょうによって整えられたお顔はほどほどに怒いかりに染そめられていました。

　赤くなってしまった服とカーペットの中心で怒おこっておられる彼女の様子は異様いようとしか言いようがなく、お店にいた人たちはこぞって集まりました。無論むろん、私も例外ではありません。

　が、この辺りで気づいたのですけど、彼女を濡ぬらしている赤い液体は血などではありませんでした。

「……くさ」

　お酒でしたね。

　よく見たらカーペットの上にワインボトルが転がっています。くっさいです。

「あー！　誰かが私のこと臭くさいって言った！　私被害者なのに！」

　彼女は泣きました。

　被害者女性に対し配慮はいりょのかけらもないその発言をしでかした人物とは一体誰でしょう？

　そう、私です。

「身体中についているそれ、赤ワインですか？」

　私はまるで直前の失言しつげんなどなかったかのように涼すずしい顔をしながら、彼女を取り巻きざわつく輪の中に入り込み、しゃがみました。カーペットに広がった染みに触れてみると、指に赤い液がこびりつきます。

　嗅かいでみればやはりワインの香り。

「赤ワインよ！　見れば分かるでしょ！　私を誰だと思ってるのよ！」

「私とあなたは初対面しょたいめんのはずですが……」名前も知らないのでとりあえず彼女のことはワインさんと呼称こしょうすることにしましょう。ワインまみれですし。

　状況を整理してみましょう。

　お祝いのために高級レストランの明かりが落とされた直後、女性の叫び声があがり、明かりが灯されたとき、赤ワインまみれの女性（ワインさん）が床に横たわっていた。おまけに彼女は暗がりの中で胸むねを触られたと証言している。なるほどなるほど。

「こいつは犯罪はんざいの臭においがしますね……」

　私の後ろのほうで店員さんがぼそりとやや得意げな表情で呟つぶやきました。

　いまのところ赤ワインの臭いしかありませんけど？

「これは困りましたね……」彼女を取り囲む輪の中で、一人の男性が眉尻まゆじりを寄せておりました。店長さんです。「このカーペットは年代ものの高級品です。ここまで汚よごされてしまっては弁償していただくしかほかありませんね……」

　それは確かに困りましたね。

「これは困りましたね……」そして彼女を取り囲む輪の中で、もう一人声を上げる男性がいました。窓際席の彼氏さんです。「騒ぎが起こったせいで記念日が台無しだ……さっきのケーキ代、無料にしてもらえないかな」

　騒ぎに便乗びんじょうして何言ってんですかあなた。

「これは困りましたね……」そしてまたしても声を上げる者がいました。樽たるのような体軀たいくをした汗まみれの男性でした。「せっかくディナーが運ばれてきたのに事件現場に拘束されているせいで冷さめてしまうじゃないか……」

　じゃあ一人で勝手に食ってればいいじゃないですか。

　悲しいことにワインさんの周りにはろくな男性がおりませんでした。

「ひどい！　男っていつもそう！　いつも自分のことばっかり！　もう男なんて嫌きらい！」

　よって彼女はわりとスケールの大きめな台詞せりふを吐はきながら泣きました。

　そんなときです。

「ふむふむ。これはどうやら犯罪の臭いがするね、助手くん」「そうですね教授」

　どこからともなく声が響きます。一方はとても落ち着き払った大人の女性の声。もう一方はどことなく少女らしさを含めた女の子の声──でしたが、どういうわけか私にはその二人の声が同一人物のものに聞こえてなりませんでした。

　まるで一人で二人ぶんの役割を演じているような、ひどく似通にかよった声が二つ。

　振り返ってみると、ワインさんを取り囲む輪から少し外れたところに、一人の女性がおりました。


「…………」



　見かけ上では二十代半なかば程度に見えます。淡あわい茶色の髪の上にはハンチング帽ぼうが被かぶせられていました。身を包んでいるのはやけに丈たけの長いトレンチコート。いかにもな探偵たんていルックを身に纏まとった彼女の両手にはなぜだかパペットが装着そうちゃくされています。

　淡い赤の瞳ひとみを左右に振り、両手のパペットを互いに向き合わせ、「犯人はこの中にいる」「そうですね教授」「探偵役はこの私が引き受けよう」などと演技を繰り返します。

　閉口へいこうする私と啞然あぜんとする観衆かんしゅう。そんな周りの目など気にも留とめずに、探偵ルックの彼女はパペットのお口をぱくぱくさせ、

「ところで教授、犯罪の臭いって何ですか」

「赤ワインの臭いじゃないかな」

　などとお人形の間でやや得意げな表情を浮かべておいででした。


「…………」



　うわあすごく変なひと……。





○






「ふふふ……助手くん。ちゅーしても、いいかな」

「あっ、だめです教授。こんなところで……」


「…………」閉口する私。



　随分ずいぶんとおかしな風貌ふうぼうの彼女ですが、どうやら巷ちまたでは彼女はそこそこ有名らしく、店内にいた何人かはざわつき始めました。





    
      
        
      
    

  


「あ……あれは……！」「あの女……パペット探偵だ！」「まさかこの店にいたとは……！」

　パペット探偵なんて呼ばれてるんですか。

「そんなに有名なんですか？」私はざわついていた何名かに割って入って耳を傾けました。噂うわさしていた人たちは一様に頷うなずくと、

「ああ……俺も噂でしか聞いたことがないが……なんでも、両手のパペットに会話させて推理すいりをするらしい」

　随分とまあ奇妙きみょうなキャラ設定せっていですね。

「ちなみに推理力は大したことない。インパクトが強いのは見た目だけだ」

　酷ひどい言われようですね。

「そのインパクト強めの見た目も若干じゃっかん安直あんちょくが過ぎるために『キャラ設定が雑ざつな探偵ランキング』で一位をとった前科ぜんかがあるくらいだ」

　なんですかそのランキング。

「ちなみに若い女の子に対して妙にスキンシップが激しいところがあるため『ちょっと性癖せいへきがヤバい探偵ランキング』でも一位をとったことがある」

　だから何ですかそのランキング。

「統括とうかつすると要するにただのやべーやつだ」

　以上。

　有識者ゆうしきしゃによる見解けんかいでした。

　ただのやべーやつだそうです……。

　一方で散々さんざんな言われようの探偵さんは探偵ルックを身にまとっておきながら事件を解決させる気は更々さらさらないようで、依然いぜんとしてお人形遊びに興きょうじておられましたので、私はワインさんにタオルを手渡しながら店長さんにひとつご提案。

「ドレスとカーペットにこびりついたワイン、魔法で元に戻しましょうか？」

　暗闇くらやみの中で胸を触られたのであれば間違いなく犯人はこの中にいるわけですが、しかしその前にワインさんが依然としてワインまみれになっていることを忘れてはなりません。

　ワインさんの身体をこのままにしておくというのはあまりにも忍しのびないと思うのです。既に彼女の身体は無駄むだに冷ひややされてしまっているようで、「へくちっ！」と可愛かわいらしいくしゃみをしておられます。このままだと風邪かぜひきますよ？

　しかし店長さんは渋しぶい顔を浮かべました。

「いえ。魔女さん、それはちょっと待ってもらえますか」

　店長さんの真後ろでは探偵さんが「ちゅー」「あっ、教授っ、だめっ」などと両手のパペットを激しく絡からませていました。もみくちゃになってました。私の知ってるちゅーじゃないんですけど？

「……待つ、というのはどういうことですか？」店長さんの向こうに見える意味不明な光景こうけいはスルーしました。

「見たところ、ボトルからこぼれたワインがこの女性と床のカーペットを汚したようですが──私はこの損害そんがいの代金は汚した犯人に払はらってもらうべきかと思っています」

　ほうなるほど。

「調べるために現場を保存すべき、ということですね」

「助手くん、かわいいよ助手くん」「教授、すき……！」

「ええ。そういうことです。一応、念ねんのため、事件が解決するまではほかのテーブルの料理も飲み物もすべてそのままにしておきましょう。どこに犯人への手がかりがあるのか分かりませんから」

「店長さんがそう仰おっしゃるのでしたら、そうしますけれども……それでは彼女の服が濡れたままになりませんか？」

「助手くん……」「教授……」

「ええ。代わりに彼女には当店の予備の制服を着ていただくことにします」

「なるほど……では事件が解決したのちに魔法で服とカーペットを元に戻してほしい、ということですか」

「助手くん……！」「教授……！」

「可能ですか？　魔女様」

「ええ、まあ。……ただ、時間が経過すればするほど魔力の浪費ろうひも激しくなりますから、一刻いっこくも早く解決に導かなければ手遅れになるかもしれません」

「助手くん！」「教授！」

「なんと。そうですか……。では早急そうきゅうに犯人捜さがしをしなければなりませんね」

「ええ──」

「助手くん！」「教授！」「助手くん！」「教授！」


「…………」




「…………」



「助手く──」

「さっきから何してるんですかあなた」

　両手のお人形をねちっこく絡ませていた彼女にようやく突っ込んだ私でした。しかし、じとりと目を細めた私に反し彼女は少々得意げな表情を浮かべ、あまつさえ「愛の語らい……かな」などと意味不明な言動げんどうをなさる始末。さては事件解決する気ないですね？

「その格好かっこうにふさわしいお仕事をなさってはどうですか」

　あなた探偵でしょうに。と私がやや投げやりに言うと、彼女は「おや」と顔を綻ほころばせます。

「私の正体を見破るとは。やるね」

「そりゃそんな恰好してたら探偵だと思うでしょうに」

　というかさっきご自分で言っていたじゃないですか。探偵役を引き受けるんじゃなかったんですか？

「中々なかなか鋭するどい観察眼をお持ちのようだね。君を私の助手くんに任命しようじゃないか」

「唐突とうとつに何言ってんですか」

「あ、でも私の右手の教授には既に左手の助手くんがついているから、君まで助手くんと呼ばれたらちょっとややこしいね。君のことは助手ちゃんと呼称することにしよう」

「マジで何言ってんですか」

「ところで助手ちゃん。店長さんとのお話は終わったかい」

　あ、もう私が助手なのは確定事項なんですね。

　終わったかどうかと問われればまあ終わりましたけど。

「……とりあえず、被害を抑おさえるためには早急に事件を解決しなければならなくなりましたね」

　まあ別に私がワインをこぼしたわけでもないのでこのまま何事もなかったかのように涼しい顔で座っていても構わないのですけれど、店長さん曰いわく犯人が見つかるまでは現状維持するようですし、恐らく早急に事件解決に辿たどり着かなければこのお店に拘束され続けることは免まぬがれないでしょうね。

　速すみやかかつ鮮あざやかな事件解決が望まれますね。

「なるほどね。というわけは私の出番ということだね」

「犯人の目星めぼしはついてるんですか」

「ふふふ」

「ついてないんですね」

　私が白けた顔を向けると、彼女は右手のパペット（教授さん）の口をぱくぱくと開きながら、やや声を低く落とし、

「正直さっきトイレから戻ってきたばっかりだから何が起こってるのかよく分かんない」

　などとぬかしました。

「目星云々うんぬん以前の問題ですね」

「ということで聞き込み調査をこれから実施じっしするから助手ちゃんは私のサポートをしてほしい。大丈夫。聞き込みすればそっこーで片付かたづくから」

　謎の自信に満みち溢あふれた表情でそのようなことをぬかす探偵さんでした。

　もちろん私は断ろうと思いました。丁重ていちょうに「やです」とノーをつきつけるつもりでいました。めんどいことこの上ありませんし。

　しかし。

「私からもお願いします」

　探偵さんに便乗したのは、真横で私たちの会話に耳を傾けていた店長さんでした。

　店長さんは「ちょっとよろしいですか」と私をお店の隅すみっこのほうまで誘導すると、周りに誰もいないというのにやけに小声こごえで語ります。

「なるべく事を荒立あらだてないようにしたいのです。一応、当店はこの国でも三本の指に入るとか入らないとか言われているレストランですし……」

「……ふむ」

「それに正直あの変なひとに頼るのは不安ですし……」


「…………」



　事件が起きた現場として売り上げに響くようなことがあるとお店としても困るということなのでしょう。穏便おんびんに済すませる気満々なところから察さっするに、犯人から罰金ばっきんを徴収ちょうしゅうしてこの一件に幕を下ろすつもりのようです。

　店長さんは私の耳元まで寄ると、ほかの誰にも聞こえないようにごにょごにょと言葉を漏もらします。

「もしも解決していただけるのでしたら、今宵こよいの食事代は結構です。それと、幾いくらか謝礼しゃれいを支払う準備もしておきます」

　ほう？

「あとお礼に当店特製とくせいのパンをお渡しさせていただきます」

　まじですか？

「いかがでしょうか？」

「私が犯人を必ずや捕まえましょう」

　そこには満面まんめんの笑みを浮かべる薄うす汚ぎたない心の持ち主がいたといいます。

　それは一体誰か。

　そう、私です（本日二度目）。

　というわけで。

　店長さんと密約を交わしたのちに、何食わぬ顔で探偵さんのもとに戻った私でした。

「さあ探偵さん。犯人捜しをいたしましょう」

　俄然がぜん乗り気の私がそこにはおりました。

「それでこそ私の助手ちゃんだ」

「で、私は何をすればいいんですか」

「助手ちゃん。私の右手には教授がいて、左手には助手くんがいるでしょう？」

「？　はい」

「大体それと同じ感じ仕事」

「あ、絶対いやです」

　ともあれ私たち二人による犯人捜しがこうして幕を開けました。

　しかし犯人捜しとあれば、まず最初にやるべきことは決まっていますね。

　私は偶然持ち合わせていたパペットを右手に装着して、お口をぱくぱくと開閉させました。

「まあとりあえず聞き込みからやることにしようか。探偵さん（裏声うらごえ）」


　…………。



　探偵さんがひどく冷めた目をこちらに向けやがりました。

「なにそれ」

　おや何を仰いますか。

「ご存じないんですか？　この国で今流行はやっているんですよ、これ」

「褒ほめられたものじゃないな。安直あんちょくなキャラ付けをして人気を得ようなんて愚おろか者ものそのものだね」

「あなたがそれを言いますか」

「パペットをつけたくらいでキャラが立つと思ったら大間違おおまちがいだから！」

「おやおや。仕方あるまいよ。類るいは友を呼ぶというだろうに（裏声）」

「やめろ！」

　まあせっかくなので私もパペット装着しつつ探偵さんの助手さんもとい助手ちゃんとして事件を調べることと相成あいなりました。

「変なひとが二人に増えた……」

　店長さんが遠くのほうでとても悲しそうな顔をしてましたけど、それはさておき。





○






　事件の被害者であるワインさんにまず話を伺いたいところだったのですが、彼女は店長さんとの話のとおり、お店の予備の制服を借りるためにお店の奥へと消えてしまったため、待っている間に目撃者に一人ずつ話を伺うことにしました。

「事件の第一発見者は私ですね」

　一人目はこのお店の店員さん。

　まあ事件が起きた当時は暗闇であったために第一発見者、というのには語弊ごへいがありますが、誰よりも早くにワインさんのもとへと駆け付けたのは、この店員さんであったと私も記憶しています。「こいつは犯罪の臭いがしますね……」などという意味不明な台詞を吐いたのもこの人であったと記憶しています。要するに少々変な人です。

「驚きましたよ。店内に明かりがついた直後に、彼女が倒れているのが見えたのですから。カーペットを濡らしているワインを血だと思い込んで本当に焦あせったのをよく覚えています」

「なるほどね」

　頷く探偵さん。口元に手を添え、なにやら考え事をしていました。ちなみにその手には相変わらずパペットが装着されていますので、彼女のお口はもれなくパペットにもぐもぐされていました。真面目まじめな面してこの人何やってんだろうなと私は思いました。

　店員さんの証言は、おおよそ私の認識と合致がっちしているものであり、違和感も特にないように感じられましたが、しかし探偵さんはそう思わなかったようで、

「妙だね」彼女は目を細めます。「一体どうして彼女が倒れているのが見えたんだい？」

「ええ？　どうして、と言われましても……、たまたま、でしょうか……？」

「つまりこういうことかな。店員さん。きみはたまたま彼女が見える場所に立っていて、明かりがついたときに彼女がたまたま倒れているのが見えた──」

「え、ええ。そうですが……？」

「そんな偶然、果たしてあるのかな……？」

　そりゃあるでしょうに。

　疑うたぐり深い性分しょうぶんなのか、探偵さんはそれから目を細めながら「あるのかなー。おかしいなー」などとぬかすばかり。第一発見者が犯人というのはミステリー小説にはありがちな話かもしれませんが、こと今回においては本当に普通に最初に見つけた善良ぜんりょうな店員さんのようにしか思えませんでした。店員さんを哀あわれに感じた私は「べつのお客さんの話も聞いてみましょう」と探偵さんを促うながします。

「彼はちょっと臭かったね助手くん」「そうですね教授」

　パペットに会話させる探偵さんでした。

「おやおや彼を犯人と決めつけるのは早計そうけいじゃないかな（裏声）」

　なので私もなんとなくパペットの口をぱくぱくとさせてみたのですけど、

「それ虚むなしくならない？」真顔でパペットさんに可哀かわいそうなものを見るような目を向けられました。

「どの面つら下さげて言ってんですか」

　さて二人目以降の聞き込み調査がどうであったのかも語らねばなりませんが、しかし残念ながら犯行は暗闇の中で行われ、そのうえ、店内は窓際席のカップルに注目をしていたということもあり、目新めあたらしい情報はほとんどなかったと言っても過言かごんではありません。

「気が付いたら彼女が倒れていてびっくりしたわよ。でもごめんなさい。私、事件の間はずっとこの席に座っていたから何も分からないわ……。犯人、早く捕まるといいわね」窓際席で一周年記念日を過ごしていた女性はワインさんの身を案じておられました。いい人です。

「一周年記念日にとんだ事件が起きちゃったね……」とっくに席について、生ぬるくなってゆくケーキを眺ながめながらそのように語っておられたのは一周年記念日を過ごしていた男性のほう。「ケーキ代くらいは当然タダにしてくれるよね。ついでに賠償金ばいしょうきんももらえたらいいんだけどなぁ」頭の中はお金でいっぱいのようです。

　二人への聞き込みを終えて席を離れた私たちでしたが、探偵さんは相変わらずお口をパペットにもぐもぐされながら気難きむずかしい顔をしていました。

「妙だね……」

「なにか引っ掛かることでも？」

「あの女性は彼のどこを気に入ったんだろう……」

「それは確かに私もそう思う（裏声）」私の右手がこくこくと頷いていました。

　が、事件には関係なさそうでしたのでスルー。

　聞き込みはそれからも続行しました。

「……ぼ、僕ぼくじゃないよ？　僕が気が付いたときには彼女は倒れてたし、それに、僕は店内の明かりが落とされてた頃、ディナーを食べてたんだから。だから、ぼ、僕じゃないよ？」

　証言自体は何の変哲へんてつもない内容であるというのになんとなくどことなく挙動きょどう不審ふしんかつ途切れがちな台詞回しのせいで怪しさが漂ただようのは、お店の隅っこのほうで一人座っていた樽のような体軀の男性客でした。

　事件現場を保存するためにテーブルの上の料理には手をつけられないことになっています。ゆえに意図せずおあずけを食らってしまっている彼は終始しゅうし落ち着きがなく、視線は私たちより主にチキンに注そそがれています。

　彼は自らの身なりに気を配らない方のようで、会話をしている最中さなかに私たちを取り巻いていたのは冷めたチキンの香りと、少々顔をしかめてしまう程度の体臭たいしゅうでした。

　やがて二人きりになったところで、彼女はお口をパペットで押さえながら呟きます。

「彼はちょっと臭かったね助手ちゃん……」

「そうですね」

「オエエエエエエエエエエエエ（裏声）」私の右手が吐きました。どうどう。

　結果として私たちの聞き込み調査は何の成果せいかも挙あげることはありませんでした。

　暗闇の中で身体を触られ、挙句あげくの果てにワインまみれになってしまった不幸ふこうな女性客ことワインさんが戻ってきたのは、それから数分後。

　ちょうど探偵さんが退屈たいくつに飽あきて「助手ちゃん、ちゅーしよ？　えい」などとパペットを私の肩かたと頰に押しつけもぐもぐし始めた頃のことです。更に言うならば私の右手が「触るんじゃねえ！　ぶっころすぞ（裏声）」などとパペットさんの頰をぽこぽこと叩き始めた頃のことです。

「へくちっ！」

　可愛らしいくしゃみと共に彼女は現れました。お店の制服であるブラウスと黒のスカート、それとエプロンを身にまとった彼女は、「探偵さん、犯人は見つかった？」と私たちのところにとてとてと小走こばしりで近付きました。

　洗いたての服の香りと、微かすかに残ったワインの香りがふわりと漂います。

「この人はいい匂においがするね助手ちゃん」くんくんとワインさんの首筋くびすじに顔を近づける探偵さん。

「えーそうですかー？」

　ワインの臭いは彼女の周りに充満していました。私この臭いあまり好きではないんですよね。

「え、ちょっと、何……？　やだもう」

　頰をやにわに朱しゅに染めて髪をいじるいじらしいワインさんは、それから私たちに暗闇の中で起こった出来事を事細かに語ってくれました。





○






「思い出すだけでも腹立はらだたしいわ」

　事件は多くの証言から察せられる通り、彼女自身が語っていた通り、暗闇の中で起こりました。

　ろうそくの光がゆらゆらと揺れる様さまを赤ワインを呷あおりながら眺めていた彼女は、お付き合い一周年記念日を迎えたカップルに向けて「おめでとー」などと軽いノリで拍手を送っていました。

　胸に違和感を覚えたのはそのときです。

（……！　揉もまれてる！　いま私、揉まれてるわ！）

　後ろから伸びてきた手のひらが、彼女の右の胸をがっしりと摑んでいる感触を、彼女は確かに感じたといいます。愛情もなければ、情緒じょうちょもなく、ただ乱暴らんぼうにどなたかが彼女の胸を欲望のはけ口にしていたのです。

　視界が遮さえぎられたなかで、祝福すべき時に、卑劣ひれつな行為に手を染める見知らぬ誰かに彼女は激しい憤いきどおりを覚えました。

（許せないわ！）

　彼女はとっさに、ワイングラスを手にとり、背後にいる犯人に向けてぶっかけました。

　己の胸の内から湧わき上がる怒りに身を任せ、彼女は卑劣な犯人に報復ほうふくしたのです。

　胸にあてられていた手はそれで彼女から離れましたが、それでもワインさんの怒りは収まらず、テーブルに置いてあったワインボトルを握にぎり締しめて振り回し、彼女は暗闇の中にいるはずの犯人に追い打ちをかけようとしたのです。

　しばらくそうして乱暴にボトルを振り回し続けた結果、彼女はバランスを崩し、テーブルの傍そばに転びました。

　そして、ほどなくして明かりが灯ともされます。

　そこから先は私たちが知っている通り。

　血だまりのように広がる赤ワインのなかにうずくまっていた彼女が顔を上げ、叫んだのです。

「誰かが私に後ろから抱き付いてておっぱいを触ってきたのよ！」

　などと。

　それが事件の全容ぜんようでした。

　話をすべて聞き終えたところで、探偵さんはこれまで通り小難しい顔を浮かべ、パペットにお口を献上けんじょうしながら、言いました。

「ちょっと分からないね」


「…………」今の説明で十分だと思いますけど。「何が分からないんですか？」



　私が右手のパペットと共に首をかしげ、尋ねると、探偵さんは、ワインさんを見つめて、

「どんな風に揉まれたの？」

　などと素っ頓狂なことを尋たずねるのです。

「えっ？」

　同様にワインさんも素すっ頓狂とんきょうな声をあげていました。ほんと何を仰ってるんですか？

「ちょっと今の説明だけだと暗闇の中で何が起こったかよく分かんないね。状況を整理するために一度再現をしてみよう」

　大真面目な顔して何言ってんですか？

「じ、実演……？」あからさまなほどにワインさんは狼狽ろうばいしておられました。「こ、ここでするの？」

「うん。事件現場はここなわけだし」

「え、でも……」

「確か犯人はキミの後ろから胸を揉んできたんだよね」

　ワインさんの背後を即座にとった探偵さんは、両手を彼女の肩に置き、耳元に口を寄せて「こんな感じかな」と尋ねました。疑問を挟はさむ余地よちを与えない謎の勢いがありました。

「えっ？　え、ええ……そうね……」あっさり手籠てごめにされるワインさん。

「この状態から、ハラスメントされたの？」

　ハラスメントなら今まさにされていると思います。

「この状態から……揉まれました……」

「どんな風に？」

「えっと、それは……」

「確か右の胸を揉まれたって言っていたよね。ということは、この状態から犯人が右手を伸ばして、キミの胸の辺りに手を伸ばしたんだろうね。ちょっとやってみるね──」

「ま、待って！」

「どうかした？」

「……明かりは、消してほしいな」

　私はいま何を見せられているんですか？

「オエエエエエエエエエエエエ（裏声）」私の右手があまりの光景に吐きました。どうどう。

　しかし目の前の二人はすっかり二人だけの世界に入ってしまわれたのか、冷めた目を向けている私のことなど気にも留めていません。

　見てられませんね。

　私はこの辺りで二人の間に強引に入って、

「そのへんで止めておきましょう」

　と二人を引き離しました。

「あっ……」若干残念そうな顔で名残惜しそうに探偵さんを振り返るワインさん。

「ひどい！」普通に抗議してくる探偵さん。

　何がひどいですか。

「その格好にふさわしいお仕事をなさってはどうですか」本日二度目の台詞になります。

「えー？　だから実演してたじゃないか」

　というかいつもあんな感じに捜査そうさしてるんですか。有識者からやべーやつ呼ばわりされるのも納得の捜査手法といえますね……。

　お仕事を邪魔じゃまされたことが不服なのか、探偵さんは口を尖とがらせ、もじもじとしながら両手のパペットの口と口をあわせていました。あ、私の知ってるちゅーですね。

「で、実演してみて何か分かりましたか」

「うん」

　自信たっぷりに彼女は頷き。

　言いました。

「彼女からは私と同じ種類の匂いがするね」

　なるほどなるほど。

「要するに収穫なしだったということでいいですか？」

「ひどい！」





○






「助手くん、どうやらこの事件は迷宮入りのようだね」

「そうですね教授。これはもう諦あきらめたほうがいいかも分かりませんね」

　一通り聞き込みが済んだところでパペットさんがそのように両手で会話劇を繰り広げていました。要するにお手上げだそうです。犯人分からないそうです。なんですと。

「それはちょっと困りますね。このままでは私の報酬ほうしゅうがなくなってしまいます」

　推理してください。

「と言われてもね、さすがに暗闇の中で起こった犯行だしね」彼女は肩をすくめます。「手がかりらしい手がかりもなし。動機も不明。これじゃあ推理のしようがないよ。いやはやお手上げだね」

　肩をすくめる彼女でした。むしろ端から推理する気がゼロな風に見えるのは気のせいでしょうか。

　しかし困りましたね。

　では私の右手の見解はどうでしょう。

「恐らく犯人はうっかり衝動しょうどう的に襲っちゃったんだろうね（裏声）」

「ほうほう。衝動的になった、というのが犯人の動機ということですか？」

「そうだね。あの被害者のひと綺麗だったからね。綺麗な人がいたら襲いたくもなるものさ（裏声）」

「なるほど」というわけでパペットさんに向き直る私でした。「犯人は欲求不満です」

　一方でパペットさんはものすごく冷めた目をこちらに向けていました。

「……それ、虚しくならない？」

「どの面下げて言ってんですか」

「でも欲求不満な人間が犯人とは中々いい推理だね。確かに、欲求不満でもなければ女性の身体を強引に触ったりなどしないだろう」

「多分誰でもすぐに思いつく動機だと思いますけど」

「でも魔女さん、店内を見てほしいんだけど」

　パペットさんは両手のお口をぱくぱくとさせながら店内に向けます。

　色々な人がいました。窓際席で記念すべき日を過ごしているカップル。お預けを食らって汗を垂らしている太った男性。「妙だな……」などと探偵ごっこをしておられる店員さん。その他諸々もろもろに諸々。はてさてこの中に欲求不満で女性に手をかけようとする悪い人間などいるのでしょうか。

「いないね」

　探偵さんは断言だんげんしました。「この中に怪しい人なんて一人もいないね。やっぱりお手上げだね」

　やれやれとまたしても肩をすくめる探偵さん。

　そうでしょうか？

「私には犯人が見えますけどね」

　もしかして探偵さんの目は節穴ふしあななのかい？　と私の右手のパペットは首をかしげます。

「ええ……？」

　どういうこと？　と探偵さんは私を見やります。

　どういうことと言われましても。

「まあこれだけ店内をうろついていれば、犯人の目星くらい簡単につくという話ですよ。私はもう犯人、分かっちゃいましたけど」


「…………なんですと？」



「とりあえず店内の人を全員集めてもらえますか、探偵さん」

　気づけば私と彼女の立場が逆転しているような気がしましたが、まあそれはさておき。

　私は言いました。

「事件をとっとと解決させましょう」





○






　というわけで探偵さんによって集められた店員さんとお客さんたちの前で、私は右手のパペットと共に推理を披露ひろうしました。

「この一連の事件に関して私が知り得ていることは、恐らくあなた方とさして変わらないことでしょう。犯行は暗闇の中で行われ、被害者の女性は胸を触られた。犯人を見た者は誰もおらず、現場に残されたのは血だまりのようなワインのみ。そうですね？」

「ああ間違いないね（裏声）」

　私の右手がぱくぱく。

　店内がざわつきました。

「なにあれ」「すごい下手へたくそだ……」「裏声じゃん……」「すごく裏声だ……」「いやまて！　彼女の口は動いてないぞ！　その点に限って言えば上手いだろ！」「でも裏声じゃん」「高音域すぎて聞き取れなかったわ」


　…………。



　右手がぱくぱく。

「犯人はずばりこの中にいる（裏声）」

「下手くそだ……」「すごく裏声だ……」「え、ごめんなさい。ぜんぜん聞き取れないわ。今何て？」


　…………。



　私は右手のパペットを静かに外しました。

　直後にぽん、と私の肩に助手さんのパペットが置かれました。

　見ると探偵さんがとてもとても悲しい目をしながら「まあ……その……元気出して？」などと優しい言葉を投げかけてくるのです。ちなみに助手さんのパペットは私の肩をもぐもぐと嚙かんでおりました。おやめなさいな。

　やはり慣れないことなどするべきではありませんね。

　パペットから解放された私は自分の言葉で語ります。

「実は私、犯人が誰なのか分かってしまったんですよ」

　事件を振り返ってみましょう。

　明かりが消されたお店の中。犯人はワインさんの胸を触るという卑劣な行為をいたしました。しかしこの事件には最初から奇妙な点があったのです。

「被害者であるワインさんは──」

「え、ちょっと待って。ワインさんって誰？」

　ほかならぬワインさんから突っ込みが飛んできました。が、私はスルー。

「事件の被害者である彼女は、明かりがついた直後には既にワインまみれになっていました。そうですね？　ワインさん」

「ええと……だからワインさんって誰──」

「そうですよね？　ワインさん」

「ええ……？　まあ、はい……」

　強引に進行する私でした。

　ですが言うまでもなく事件現場の状況から分かる通り、ワインさんは最初からワインまみれになっており、現場も血だまりに見まがうほどの惨状さんじょうになり果てていたのです。

「彼女は一度服を着替えなければならないくらいに身体をワインで濡らされてしまっていました」

　ですから今はお店から借りた服を着ています。

　ところで。

「であるならば、犯人にもその被害が及およんでいる可能性が非常に高いのです。そうですよね、探偵さん」

「ん？」くるりとこちらに顔を向ける探偵さん。両手のパペットがちゅーしていました。「あ、ごめん。何？」

　推理の最中に遊んでやがりますね……。

「犯人はワインまみれになっていないとおかしいという話です」

「え？　ああ、うん。そう……かな？」

　曖昧あいまいに頷く彼女でした。さては端はなから話聞いてませんでしたね？　まあいいですけど。

　話を続けましょう。

「しかし店内で幾ら聞き込みをしても、ワインまみれになった者など一人もいませんでした。それはみなさんが少し顔を見合わせればすぐに分かることです。ここには誰一人としてワインを被っている者などおりません。そうですね、探偵さん」

「うんそうだね」両手のパペットと共に得意げな表情で頷く彼女でした。「つまりこの事件は迷宮入り──」

「ではありませんよ何言ってんですか」

　ほんと何言ってんですか。

　じとりと目を細めながら、私は言います。

「この事件の犯人は、恐らくワインまみれになった直後に姿をくらまし、戻ってきた人間であるということです」

　店内に明かりがついた直後から姿を消した客ないし店員がいれば怪しまれるのは当然のこと。犯人は店内に戻って来ざるを得なかったのです。

　しかし身体はワインまみれ。そんな姿のままで戻ってしまえば犯人であることは丸分かりです。

　であるならば。

「恐らく犯人はワインさんの胸を触った直後に店内──具体的に言うならばトイレ辺りに逃げた人物かと思うんですよ。ですよね探偵さん」

「えっ？」きょとんとしておられる探偵さん。

　私は彼女にじりじりと歩み寄ります。

「そして恐らく犯人は自らが怪しまれないように、推理する振りでもして誤魔化ごまかそうとしたんだと思うんですよ。ですよね探偵さん」

「……えっ？」

「ある程度事件を捜査する振りをしたところで、『どうやらこの事件は迷宮入りみたいだね』などとぬかして逃げる予定だったのでしょう。ですよね探偵さん」

「……えっと？」

「しかしどれだけ捜査をする振りをしても、どれだけ誤魔化そうとしても、一度ワインまみれになった犯人の身体には、拭ぬぐいきれない臭いがこびりついていると思うんですよ。ですよね探偵さん」

「……助手ちゃん？」

「探偵さん。ところで──」

　私はそして。

　探偵さんの首筋まで顔を寄せ、息を吸って、吐いたのちに。

　にこりと私は笑って彼女を見やります。

　最初から気になっていたのですけど。

「犯罪の臭いがしますね」

　彼女からは、到底隠しきれないほど臭っていました。

　犯罪の臭い。

　もとい、赤ワインの臭いが。

　まさしく探偵さんからはワインさんと同じ種類の臭いがしたわけです。
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　結局のところ彼女が探偵として推理を買って出たのも、自らの犯行をうやむやにするためだったのだと考えれば、恰好の割に大して推理を披露していなかったことにも納得がいきます。

　私の推理はおおよその部分であたっていたようで、ほどなくして探偵さんは自供しました。

「私は普段、主に探偵業で生計せいけいをたてているんだけどね」

　彼女はとてもとても遠い目をしながら、

「ちょっと最近、欲求不満でね……」

　そのような自供をして、それから店長さんに引きずられてお店の奥まで連行されてしまいました。

「よ、欲求不満だっただなんて……そんな……」

　一方で被害者であるワインさんはなぜだかそんな彼女を見つめながら、頰を朱に染めながら悩なやましげに嘆息たんそくを漏らします。

　あとから聞いた話ではありますが、探偵さんは「おっぱいを触りたかったわけじゃない。ちょっとちゅーしたかっただけなんだ」などと意味不明な言動を繰り返し、ついでに「可愛い子を見るとつい……ね……」などと殊更ことさら店長さんを困らせたといいます。

　私はなんだそれと思いましたし、

「まったくひどい事件だったね（裏声）」

　私の右手もやれやれとため息を漏らすに至りました。

　三つ星レストランにおける惨事は、こうして探偵自身による不祥事ふしょうじとして幕を下ろしたのです。

　ちなみにカーペットとワインさんの服についた汚れは、事件が終わったあとに私が魔法で元通りにしておきました。

　店長さんは穏便に済ませたい、とお話していましたし、べつに魔法で直せるのですから直してしまって問題ないでしょう。

　しかし探偵さんが引き起こした事件が結果的にお店に大きな迷惑をかけてしまったことを忘れてはなりません。いくら穏便に済ませたいと思っていても、お咎とがめなしというわけにはいかないものです。

　別室にて店長さんによりしっかり叱しかられた探偵さんは、それから迷惑料としてそれなりのお金を支払うことになったそうです。

　が、彼女はあいにく、そこまで資金に余裕があるわけでもなかったようで。

　結果どうなったのかといえば。

「お待たせしました──食後の紅茶こうちゃでございます……」

　このお店でしばらく働くことになったようです。

　制服に袖そでを通した探偵さんが私のテーブルに紅茶を置いて、深々ふかぶかと一礼いちれいをしました。





    
      
        
      
    

  


「ご、ごゆっくりどうぞ……」

　とてもとても苦い顔をしながら接客なさっていました。

　老婆心ろうばしんながらにアドバイスを一つ差し上げましょう。

「接客をするときはもう少し笑顔を作ったほうがいいですよ」

「と言われてもね……私、肉体労働はちょっと得意じゃないし……」大きくため息をつく探偵さん。「あとなんかすごい視線を感じるんだけど……」少々顔色が青ざめていました。

　ちらりと彼女の背後に目をやると、ワインさんが遠くの席からこちらを見ているのが分かりました。

　事件があった日から探偵さんは連日レストランで働いて借金を返済なさっているそうですが、曰く、毎日ワインさんが足を運んでくるのだといいます。

「気に入られたようですね」

「いやもうほんとにすごいぐいぐい来て困ってるくらいだよ……」

「お望みが叶かなってよかったじゃないの（裏声）」

　おやおや私の右手もそう言ってますよ？　若干棘とげのある口調ですが。

「私は追われるより追いたい派なんだよ。探偵だからね」

「探偵は暗闇の中で人の胸を触ったりしませんよ」

「おっぱいを触りたかったわけじゃない。ちゅーしたかっただけなんだよ」

「どちらにせよやべーやつじゃないですか」

　あれからというもの、ワインさんの熱いアプローチが毎日続いており、正直なところ借金返済よりそっちのほうがしんどい、と探偵さんは語っていました。まあ贅沢ぜいたくな悩みだこと。

「まああなたの熱狂ねっきょう的なファンが一人できたと思えばそう悪いものでもないんじゃないですか」

「私はできれば推理の方面でファンを増やしたかったんだけど……」

「欲に任せて暗闇の中で変なことをするからそんな目に遭あうんですよ」

「ううう……」彼女は嘆息と共に私に漏らします。「一体どうしてこんなことに……」

　と言われましても。

　こればっかりは探偵さん自身が招まねいた種ですから、どうしようもありません。

　ですから私は席から探偵さんを見上げつつ、食後の紅茶を嗜たしなみながら、右手を掲げて差し上げるのです。

「おやおや。仕方あるまいよ。類は友を呼ぶというだろうに（裏声）」

　あとになって聞いた話ではありますが、彼女はそれ以来、『ファンも本人もやべーやつランキング』で一位をとるようになったそうです。

　類は友を呼ぶ、まさしく。
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　私がその日訪れた国では、とある劇が人気を博はくしていました。

『第十二回劇団げきだんクレンの公演会』

　古びたレンガの街並みの至いたるところに、そのような文字を綴つづった張り紙が連なっています。

　小さな紙きれの中では一人の男が檀上だんじょうに立ち、その後ろで何人もの女性が踊おどっておられました。歌劇かげきのようです。

　宣伝せんでん活動に随分ずいぶんと気合を入れているようで、街の広場ではチラシを配っている劇団員の姿も見受けられました。

「第十二回公演会、明日と明後日あさっては予定通り開催しまーす！」

　すれ違いざまにそのような言葉と共に、押し付けられたチラシをそのまま私は受け取ります。


「…………」



　チケット代の欄らんが消され、元値の三倍くらいの価格に手書きで修正されていました。昨日、今日、そして明日、それから明後日の四日間の公演のようですが、今日の欄には『中止』の文字。そしてどういうわけか明日以降の値段だけは通常の三倍程度とおかしなことになっていました。ついでに「大人気だいにんき御礼おんれい！」の文字も飾られています。

　ほうほう随分と注目を集めておられるようで。

　至るところで宣伝をしているおかげでしょうか。街は彼ら劇団クレンの噂うわさで持ち切りでした。

　そこら中で、彼らの名が飛び交います。

「なあなあ。明日、公演会やるらしいぜ」「もうチケット定価じゃ手に入らないんだろ？　いいよなぁ、前もって買ってた連中は」「私、昨日観みちゃったのよね……」「噂じゃ明日の公演会のチケットはほぼ完売らしい」「今日の公演会は中止になっちゃったしなぁ……」

　人が集まる場所には人が更さらに集まるもので、そうして街中で人気は広まったのでしょう。人が人を呼ぶのが人の性さがというものです。

　かくいう私もその一人でしたので、気づけば街の人々に声を掛けていました。

「あのう、すみません──」

　その公演会って、そんなに面白いんですか？

　などと。

　街の人々の反応は一様でした。どなたも大体同じようなことを仰おっしゃっていました。人が人を集めるのには、それだけの理由があるのです。

　街の人々が話題にしてやまない劇団クレン。

　何ならその劇団クレンとやらの話題は、新聞でも見かけましたね。

『劇団クレン団長、主演女優との不倫ふりん問題に対する釈明しゃくめいを逃のがれ公演会残り二日の日程を強行する』

　などと。

　まさにそれこそが、劇団クレンに人が集まる理由でした。
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　街をしばらく散策さんさくしたところで、私は劇団クレンの団長さんの元へと足を運んでいました。

　無論むろん、劇団の団長とやらと何の連絡もなしにいきなり会えるわけもありません。元より私は彼と会うためにこの国まで訪れたのです。

「こちら、先日、商人さんに依頼されていた代物しろものです」

　彼のご自宅は街の大通りに面したそこそこ豪奢ごうしゃなお宅でした。門を叩たたき、「お届け物でーす」と軽く声をかけてあげると、彼は私を迎え入れてくれました。

「いやあ待っていたよ。悪いね。無理に急せかしてしまって」

　魔法使いとして国々を渡り歩いていると、稀まれに急ぎの荷物の輸送を委託いたくされることがあります。此度こたびこの国を訪れたのも、おおよそそういった側面が大きく、言ってしまえば荷物の引き渡しのために遥々はるばるやって来たといっても過言かごんではありません。

「どういたしまして」

　そして今しがたその仕事が終わりました。

　幾らかのお金と引き換えに私から手渡した荷物。

　木箱の中身を少しだけ開いて中身を確認しながら、彼は上機嫌じょうきげんで私に語りました。

「いまこの国ではこれを飼うのが密ひそかな人気みたいでね」

　私は木箱を見ました。

「……人気なんですか」

「つるつるすべすべで触り心地が気持ちいいらしい。若い女性を中心に人気だそうだ」

　箱の中にはゼリー状のよく分からない生き物がふよふよと揺ゆれていました。

「……スライムですよねこれ」

「この国で大ブームなんだよ」

　スライムという生物に関して私はさほど詳くわしくはありませんが、近隣きんりん諸国しょこくではこの生き物を害獣がいじゅうとして認定し、積極的に駆除くじょしている国が多いと聞きます。特にスライムの持つ驚おどろくべきほどの繁殖力はんしょくりょくと、このゼリー状のふよふよとしている感じが生理的に無理とのことでよその国では主に若い女性を中心に嫌きらわれているそうですが。

　この国の女性は変わり者が多いんですねえ……。

　しかしクレンさんといえば、

「なにやら色々と大変みたいですね」

　このことに触れずにはいれませんね。「街中で不倫問題に関して噂になっていましたよ」

「おや魔女さんご存じだったのか」国中が彼の話題で持ち切りでしたが、彼はさほど気にしているような素振そぶりは見せませんでした。「そうだな、まあ有象うぞう無象むぞうに何を言われようとあまり気にはしておらんがね、不倫問題のせいで今日の公演は中止になってしまったな」

「そのようで」

　街の人々と新聞からその辺りの事情を察さっするのは簡単なことでした。

　クレンさんは劇団を立ち上げる前から奥さんがいたそうですが、ここ最近になり、自らの劇団に所属したばかりの若い女優さんとこっそり不倫をしていたことが明るみになったそうです。不倫がばれたとたんに彼は妻に離婚届りこんとどけを突き付け、別居べっきょ。そんな行動の速さと、そんな状況下でも、実績のほとんどない女優さんもとい若い愛人さんを主演とした舞台を強行したことから、人々から悪い意味で注目を集めてしまったようです。

「でも明日以降は予定通り公演されるんですね」

「うむ。せっかく注目されているのだから、公演をしない手はないだろう」

　注目されているのは内容よりも関わる人自身だと思いますけど……。

　彼はそこで「ああそうだ」と手を叩くと、自らのポケットから紙きれを一枚取り出します。

「明日のチケットだ。よかったら観にきてくれ」

　おやおや。

「いいんですか？」私もしかしたら横流ししちゃうかもしれませんよ？

　彼は頷うなずきます。

「女優を口説くためのものを用意してくれたんだ。これだけの礼は当然と言えようよ」

　などと。


　…………。



　んん？

「どゆことです？」主演女優さんとは既すでに愛人関係にあるのでは？　何ですか？　この期ごに及およんでまた新しい女優さんに手を出すおつもりですか？　劇団の女性に全員漏もれなく手を出すおつもりで？

　と私は一瞬のうちにあれこれと不信感を頭の中で募つのらせたのですけれど。

　しかし彼の答えは私の想像とはまるで別のものでした。

「ははは！　ここだけの話だがね、実はあの女優、よその国から雇った役者なのだよ」

　今回の公演のためだけに用意したのだ──と。




　曰いわく、彼が運営する劇団は、近年すっかり客入りも途絶とだえ、人気が長らく低迷ていめいしていたそうです。十二回も公演は実施しているものの、街の人々はすっかり彼らの劇を観にこなくなってしまったのです。第一回の公演の際は彼らの劇団には長蛇ちょうだの列ができ、彼らの劇をどことなく真似まねた劇団まで立ち上がるほどでした。

　けれど今や見る影もありません。人気や流行は生き物のようなもので、絶え間なく流れ続けているのです。

　彼らの劇団クレンはすっかり過去のものとなりました。

　だから第十二回の今回を機に、彼ら劇団クレンはこの国から出ていくことにしたのです。

「今回を最後にして、我々はほかの国で一から始めたいと考えたのだよ」クレンさんは言いました。「しかしせっかく最後の公演なのだから、稼かせげるだけ稼がねば損というものだろう？」

　ならばたくさんの客を呼び込まねばなりません。

　しかし。

「まともに宣伝をしたところで途絶えた客足が戻ることはないだろう。この街の連中は我々の劇団であるという理由だけで既に見飽きたものだと思い込んで、足を運ぼうとしないのだよ。どれだけ斬新で新しいことをやってもね」

　そこで彼らが考えたのが、女優さんをよそから雇う、というよく分からない手法のようですけれど。

「よそから雇った女優さんを使って何の意味があるんです？」

　素朴そぼくな疑問でした。雇った女優さんのよそでの人気は分かりませんが、この国では少なくとも無名むめいのようですけれども。起用したところで宣伝効果は薄うすいのでは？

「無名だからこそよいのだよ。彼女を使ったのは、客寄せのためではない。注目を浴びるためだよ」

「……？」

　察しの悪い私に、彼は丁寧ていねいが過ぎるほどにご説明をしてくれました。

　曰く。

「正直に言うとな、あの女優と私が不倫しているなどというのは、私が流した全くのでたらめなんだよ。本当のことを言えば、彼女とは何の関係も持っていない。正真しょうしん正銘しょうめい、彼女は清廉せいれん潔白けっぱくな女性だよ──彼女にはただ舞台の上と、その裏の両方で演技をしてもらっているに過ぎない」


「…………」むむ？



「妻とも離婚はしていない。この国では離婚したことになっているがね」

　むむむ？

「……ということは」要するに。「ぜんぶあなたが仕組んだでっちあげ、ということですか？」

　私に彼は「その通り」と頷いてみせます。

　大体この辺りで私は話が見えてきました。

　要するに、簡潔かんけつ明瞭めいりょうにこの一連の話をまとめるならば。

　人気が低迷していた劇団クレンの団長が、国を出る直前の最後の公演に稼げるだけ稼ぐために、わざわざ劇とはまるで関係のないことで注目を集め、途絶えていた客足と資金を回収した、ということなのでしょう。

「実際狙ねらい通りに行ったよ。今やチケット代を三倍に引き上げても買う者は後を絶たないのだから。もっと吹っ掛けてもよかったんじゃないかと後悔しているくらいだ」


「…………」



　言うまでもなく、この国の状況を鑑かんがみるに、彼らの劇のために今やあらゆる人々が口々に語り合っています。

　街中が彼らの劇の話題で持ち切りになっておりました。

　しかし。

「そんな話、私にしてしまってもいいんですか？」

　さて注目を浴び続けている劇団クレンにこんな真相しんそうがあると知れば、街の人々はどのように思うでしょうか。

「ぜひ人々に吹聴ふいちょうして回ってほしいから言っているのだよ」

　私はどうせもうこの国から出ていくからね──と彼は言います。

　つまるところ、私がこの劇団に関して言及げんきゅうをしたとしても、それは火に油を注ぐようなもので、恐らくは益々ますます彼の劇のチケットは高騰こうとうすることでしょう。賞賛しょうさんでも、好奇こうきでも、嫌悪けんおでも。結局集まるお金は同じで、彼がどんな人間であるのかを私が黙だまっていない限り、どのような行動をとっても結局は彼のもとにお金が集まるようになっているのです。

　ははあよく考えられたもので。

「今回の公演にまつわる出来事は何もかも噓うそまみれだ。女優は偽者にせものだし、私と彼女の関係も噓。妻との離婚も噓だ。だがそれもすべて、劇を一人でも多くの人に観てもらうためだ。私は今回の劇には特に気合を入れていてね、内容にはかなりの自信がある。ぜひとも明日、観にきてくれたまえよ」

「……考えておきます」

　まあもっとも、こんな話を聞かされたあとでは劇の内容に集中できるような気もしませんけれども。

「特に主演として雇った彼女の才能は本物だ。私はすっかり彼女に惚ほれこんでいてね──」

　こんなものまで用意してしまった始末しまつだ、と彼は手に抱えたスライムに触れてみせます。


「…………」



　不倫関係にはない、とは言いましたけれども。噓から出た実まこともあるものです。

　少なくとも目の前でスライムを抱える彼は、役者としてではなく一人の女性として好意を寄せているような気配にまみれていました。

　いえいえ、しかしどうなんでしょうね？

　果たして嫌われ者を手渡されて心から喜べる物好きなんているのでしょうか？
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　私はその翌日の夕方には、国の門へと向かって歩いていました。

　一通り観光も済すませましたし、用事も済ませましたし、ついでに劇も観ましたし。ですからもはや用はないといえます。

「第十二回公演会、最終日も予定通り公開しまーす！」

　相変わらず大通りでは劇団クレンの方々が街の人へとチラシを配っており、入国したばかりの商人さんや旅人さんが、圧倒されておりました。

　街は相変わらずざわついていて、見るとチケットの代金が五倍に跳ね上がっていました。最後の最後で随分と吹っ掛けたものですが、やはり注目を集めまくっているせいか、購入者は後を絶たないようです。「もうじき売り切れでーす！」との声が飛び交っていました。

　一目見ただけならばとてつもない熱量と人気を誇る劇団のように見えてしまいます。

「すごい人気だな……」「そうだなあ……そんなに面白いのかな」

　出国の間際まぎわ。門をくぐったばかりの旅人二人組が、そんな光景こうけいを目の当たりにしながら歩きます。

　彼らはやがて、

「あ、なあ。ちょっと」

　私に声を掛けてきました。「あんた、旅人か？」

　私は「ええ」と頷きます。「これから出ていくところです」とも。

「そうか……、ところでさ、あの劇、観たことあるか？」

　そうして旅人さんが指を差すのは、劇団クレンの第十二回公演会のポスター。

　言うまでもありませんね。

「ええ。ありますよ」

「あれ、そんなに面白いのか？」


「…………」



　私はここで、ひとつ思い出したことがありました。

　この国に入国した直後。そういえば私も劇団に興味をそそられ、同じような言葉を街の人々に投げかけていましたね。

　そのときの街の人々の言葉を私ははっきりと覚えています。そして劇を観た直後である今も、まったく同じ感想を抱いているといえるでしょう。

　であるならば。

　先日と同じく、私はあのとき多くの人々が語った言葉を、そのまま返すのが適切なのではないでしょうか。

　確か彼らの言葉は、こうでしたね。

　曰く。

「よく覚えていませんね」
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「こんにちは。私、商人です」

　とある国の門前に一人の商人が訪れました。

　門兵は商人を見やり、ひとまず一礼をしたのちに、「ああようこそ緑と調和の国へ」と彼女にご挨拶あいさつ。しかしその目は少々訝いぶかしんでいました。

　自らを商人と名乗った彼女の格好かっこうは、黒のローブに黒の三角帽子。見るからに魔法使いで、胸元には星をかたどったブローチがあります。つまるところは魔女です。

　魔女であり商人もしている者がこの国を訪れるのは、門兵が覚えている限りでも初めてのことでした。不思議に思いながらも門兵はいつも通りに入国審査を始めます。

「本日はどういったご用件でしょうか？」

「無論、荷物の輸送のためです。私、商人なものですから」なぜか自らが商人であることを強調しつつほうきの先に括くくりつけられた包つつみを撫なでる魔女でした。

「そうですか荷物を……中身は何ですか？」

「とれたてのお野菜です。新鮮です」

「そうですか野菜ですか。それはいいですね！　種類は何です？」

「えっ？　えっと……ちょっと待ってくださいね」紙きれを懐ふところから取り出す魔女。「あ、レタスです」

「レタスですか！　確かに近くの国のレタスは新鮮で味も定評ていひょうがありますからね！」野菜のことになるととたんに声が弾む門兵さんでした。

「みたいですね」

「それでは荷物をあらためさせていただいてもよろしいでしょうか？」そして門兵さんは一歩、商人さんに近寄ります。

　しかしこれに対して彼女は断固だんことしてノーを突き付けました。

「鮮度せんどが落ちちゃうので、やめてください」紙きれを見ながら若干じゃっかんの棒読みで語りました。

　怪あやしさが満載まんさいです。

「なるほど！　それもそうですね。失礼いたしました。どうぞお通りください」

　しかし門兵さんは新鮮なレタスを早く届けさせてあげなければという使命感に駆られ、そのまま彼女を通すことにしました。野菜のことになると判定が極端きょくたんに甘くなるのがこの門兵の駄目だめなところでした。

　結果、魔女であり商人の彼女は、無事に入国を果たしたのでした。

「ああ、ところで商人様」

　門をくぐったところで、門兵は彼女の背中に声を掛けます。

　びくりと跳ね、あからさまに警戒しながら振り返る彼女。「え？　な、なな何ですか？」上ずった声でした。もはやこの時点でうしろめたいことをしているのは明白めいはくなのですが、しかし門兵がその様子に気づくことは、なかったようです。

「失礼。お名前を聞き忘れていました」

　彼は語りました。

　ああ、そうそう。

　ところでこの商人とは一体誰なのでしょう？

「イレイナです」

　そう、私です。




『ごきげんよう。私の名はアルグラム。緑と調和の国に住んでいる者だ。実は折り入って商人である貴公きこうには頼みたいことがあるのだが、聞いてはもらえないだろうか』

　魔女として国々を渡り歩いていれば荷物の輸送を頼まれることもあるもので──実は先日スライムを輸送する折に、ほかにも幾いくつか荷物の輸送を商人さんから請うけ負おっていたのです。

　そのうちの一つが、今回のお仕事でした。

　どうやら少々変わり種のお仕事のようで、商人さんとそのお客さんは何度かお手紙でやり取りをしているようでした。

　手紙の数々は今、私の手元にあります。

　見れば見るほど随分ずいぶんと変わった依頼で、

『我が国に秘密裏ひみつりに肉を寄こして貰もらいたいのだ』

　そして随分と変わった国であるようです。

『我が国、緑と調和の国では現在、肉を食べることを禁きんじられている。以前は高値たかねながらも肉を国内で入手する手段はあったのだが、近頃は規制が厳きびしくなり、国内での肉の販売も禁じられてしまった。今や我が国では肉を入手する術すべがないのだ』

　手紙のやり取りの中でこの緑と調和の国の実情が窺うかがえましたが、実際に歩いてみれば確かに、通りにお肉を扱あつかっているようなお店は見当たりません。視界を埋め尽くすのは「野菜を食べれば健康になれます」やら「野菜を食べて美しい人生を」などというよく分からない標語だったり、もしくは「オーガニック」やら「ヘルシー」などといった単語ばかり。

『なぜこんな国になってしまったのだ！』

　お手紙の中のアルグラムさんは憤慨ふんがいするばかりです。『私が小さい頃は肉も自由に食べることができたのだ。しかし今の時代、肉を求めるだけで嫌悪けんおの目を向けられるのだ。肉を害だと教えられて育つ子どもたちはきっと更さらにこの国の肉不足を加速させるだろう。ああ嘆なげかわしい……』

　などと滔々とうとうと語っておられますが、要するにお肉が食べたいからこっそり輸入して食べさせて欲しい、とのことでした。

『まず入国に際して恐らく荷物の検査があるはずだ。しかしこれは「新鮮なレタスを運んできた」と言えば通してくれるだろう。もしも門兵が荷物を見せて欲しいと頼んできたのならば、「鮮度が落ちるのでやめたまえ！」と言ってしまえば何も問題ない』

　曰いわく、この国はお野菜を過剰かじょうなまでに愛している方が多いようで、大体そんなことを言っておけば普通に入国できるそうです。そして入国できてしまいました。私はちょっと頭が痛くなりました。

『私に肉を届けるにあたり、日付を明確にしてもらいたい。貴公が届けるタイミングに合わせて準備しなければならないことがあるのだ』

　最後の手紙にはそのような記述と共に、お宅へと導く地図が同封どうふうされていました。

　私にこのお仕事を委託いたくした商人さん曰く、今日のこの時間を指定したそうで、つまるところアルグラムさんという方は今か今かとお宅でお肉を待っている最中、ということなのでしょう。

　ですから私は地図を睨みながら、新鮮なお肉を彼のもとに届けて差し上げるのです。

『それでは、貴公が来られることを心から待っている』

　手紙はそのような言葉で締しめくくられていました。

　ところで。

　地図の通りにアルグラムさんのお宅と思おぼしき場所まで来てみたのですけど。


「…………」



　私は家の門の前でしばし立ち尽くすこととなりました。

　見たところそこそこ綺麗きれいな二階建てのお家のようでした。裕福ゆうふくとはいかないまでも、それなりに生活に余裕があるご家庭なのかもしれません。芝生しばふが一面に敷しかれたお庭は、たとえば休日にバーベキューを楽しむことができる程度には広く、綺麗でした。

「よいかクレリィ！　肉はゆっくり焼くのが一番美味おいしいのだ。火加減を誤あやまれば我々の肉はたちまち炭すみとなろう」

　まあというか今まさにやっておられましたね。

　お庭にはバーベキューのグリルを囲う二人の男の人の姿が見えます。既すでにバーベキューは始まっているようで、網の上から煙けむりが上がっていました。

　今しがた声を張り上げたのは、見かけ上は二十代程度の男性。髪は赤。背は高く、体格は平均的で、しかし声だけは大きく口調くちょうに若干の仰々ぎょうぎょうしさが窺えます。なんとなくあの男性がアルグラムさんなのではないかと思えました。

「でも兄さん……」

　アルグラムさんと思しき方の向かい側でおどおどと彼を見上げるのは、クレリィ──と呼ばれた男の子でした。歳は十歳程度でしょうか。アルグラムさんらしき方と同じ赤色の髪のクレリィさんは、身体も細く、肌も白く、どことなく儚はかなげな印象がありました。

　会話から察さっするに二人は兄弟なのでしょう。

　お兄さんを伺うように見上げ、それから網の上で煙をあげている物を見つめながら、クレリィさんは呟つぶやきます。

「これ、ただの木の板だよ……？」

　直後に網の上に火が昇りました。

「そうだ木の板だ！」網の上で踊る火を見つめながら熱く語るのはアルグラムさん。「よいかクレリィ。我々はこれから肉を焼くのだ。しかしどうだろうか。やはり何事も予行演習は必要不可欠なものだとは思わないか」

「木の板じゃ練習にならないよ……」

「いいやなる！　練習になる！　目を閉じるのだクレリィ！」

「？　うん」

「……網の上で踊る肉が、見えるだろう？」


「…………」



「どうだ？」

「けむい」

「けむくない！」

　イメトレしてる……。

　お肉がまだ届けられていないというのに一体何ゆえにバーベキューを開始できるのだろうと疑問に思ったものですが、なるほど網の上で木の板を焼いて練習なさっていたんですね。


　…………。



　なんだかよく分からないのですが涙なみだが出てきました。

　煙のせいでしょうか。





○






「待っていたぞ商人殿！　私の名はアルグラム。肉の探究者たんきゅうしゃだ！」

　門を叩たたいたとたんいきなり変な自己紹介をしたのは、赤髪のお兄さんのほう。やはり彼がアルグラムさんであったようです。「そしてこちらがクレリィ！　愛弟あいていだ！」

　愛弟、などと呼ばれたクレリィさんはお兄さんにしがみつきながらこちらを窺い、「こ、こんにちは……」と私に会釈えしゃくをひとつ。

　なにやら警戒けいかいされているようです。

「はい。こんにちは」

　ですから私はつとめて笑顔で挨拶を返してみせたのですが、


「…………」



　クレリィさんはお兄さんの陰かげにおずおずと隠れてしまいました。

「ははは！　すまないね。我が愛弟は少々人見知ひとみしりなのだ」ぽん、と弟さんの頭に手を乗せるアルグラムさんでした。「ところで商人殿、例のブツは持ってきてくれたかね」

　仰々しい喋しゃべり方の彼はこちらに手を差し出します。

　ひとつ誤解がありますので、

「私は商人ではありませんよ。旅の魔女です。商人さんに頼まれて代理でお届けに伺うかがったんです」そのように訂正ていせいしながらお肉を入れた包みを彼の手に置きました。「こちらが注文の品ですね」

　私の手から重いお肉の包みが失われます。

「おお……おおおおおお！」アルグラムさんはいたく感動。お肉の包みを空に掲げ、「待っていた！　私はこのときをずっと待っていたのだ！」少々大げさとも思えるほどに歓喜かんき。

「確かこの国ではお肉が買えないんでしたっけ」

　お手紙にはそう書かれていましたね。

「うむ！　昨今さっこんの我が国は菜食さいしょく主義者しゅぎしゃが幅はばを利きかせているのだよ。今や私のような者は隅すみに追いやられ虐しいたげられ、惨みじめな毎日を送っている」


「…………」



　私は周りを見ました。

　一軒家いっけんや。広いお庭。煙が上がるバーベキューのグリル。そこそこ上等そうな服を着込んだご兄弟。

　……わりと裕福なほうの暮らしをしているように見えますけれども。

「ご両親は何を？」


「…………」



　私の質問に、彼は沈黙ちんもくを返しました。

　お肉を抱えた彼の手が、ゆっくりと下ります。そして彼は、俯うつむき、沈しずんだ声で、こう答えるのです。

「……この国が大きく変わってしまったのは、今から八年ほど前のことだった。現在の我が国の長おさであるガラン氏が打ち出した政策の一つに、全国民菜食化計画というものがある。今年に至いたるまでにゆっくりと長い時間をかけてすべての民から肉を取り上げるという世にも恐ろしいものだ」

　曰く、この国は以前からお野菜を好む人が多い傾向にあるようで、ガランさんとやらが打ち出したその政策を賞賛しょうさんする声は多かったといいます。一方でアルグラムさんのようなお肉を好む方の声は黙殺もくさつされ、気づけば隅に追いやられていたといいます。

「私の母も以前はこの国で働く聡明そうめいな女性だった。ガラン氏が打ち出した強引な政策には誰よりも反対をした」

　と、そこで彼の声は震えます。「……だが、母はもう……」

　きっと私は聞いてはならないことを聞いてしまったのでしょう。

「父も私が小さい頃に家を出て行ってしまってね。今やクレリィに肉を食べさせることができるのは私くらいなものなのだよ」

　八年前にお肉が食べられない政策がすすめられたということは、きっとクレリィさんはまともにお肉を食べたことがないのでしょう。

「……おにく」

　じっと包みに視線を向けるクレリィさんの姿がそこにはありました。

「さあクレリィ！　特訓の成果を生かすときが来た！　肉を焼くぞ！　できるだけゆっくりな！」

　高らかに宣言して、「感謝する魔女殿！」そして私に一礼してから、彼は翻ひるがえって、煙昇るバーベキューグリルへと歩みます。

　しかしいいのでしょうか？

　アルグラムさんのお話が事実とするのならば、この国でお肉を食べることはあまりよくないことなのではないでしょうか。

　にもかかわらずこんなにも堂々どうどうとお庭でお肉を焼いてしまっては、角かどが立つのでは？

　少なくとも近隣きんりん住民にはアルグラムさんたちがお肉を食べることは既にばれてしまっているように思えるのですけど……。

　などと。

　私が小首をかしげながらアルグラムさんたちの背中を見つめていたときのことでした。

「貴様らああああああ！　こんなところで何をしている！」

　案あんの定じょうというか、予想通りというか。

　彼らのお家の近くにはたくさんの兵士の姿。


　…………。



　普通にばれちゃってましたね。





○






　お肉を彼らに譲渡じょうとした張本人ちょうほんにんたる私ですから、残念ながら「あ、じゃあ私はこれにてー」などと軽薄けいはくに逃げ出すこともできず、結局私も彼らと一緒にたくさんの兵士とご対面することと相成あいなりました。

　兵士さんたちは皆みな一様にこちらに槍やりを向けつつ、ざわついておられました。


「くっ……！　なんだこの臭におい！」「肉だ！　こいつら肉を食べようとしてやがる！」「動物の死体を食べるなんて！　信じられない！」「なんかけむくね？」



　なるほどこの国でお肉を食べることが忌避きひされているというお話は事実なのでしょう。

　いつの間にやら兵士のみならず近隣住民までもがひそひそと言葉を交わしながら私たちの様子を遠巻きに静観せいかんする始末しまつでした。

　兵士の一人、恐らくはその場を仕切っておられる兵士さん──便宜上べんぎじょう、兵士長さんとお呼びしましょう──は、お肉の包みを抱えるアルグラムさんを睨にらみ、声を荒あららげます。

「貴様！　こんな昼間からバーベキューとは何のつもりだ！　今すぐ消火しろ！」

　しかしこれをアルグラムさんは即座そくざに拒否きょひ。

「断る！　なぜならここに肉があり、それを欲める我が愛弟がいるからだ！」

　彼らの言い分は極めて平行線。交わり合うことは恐らくないでしょう。

「に、兄さん……」いきなり取り囲まれて慌あわてるクレリィさんはより一層強くお兄さんにしがみついていました。

「心配することはないクレリィ。我々は悪いことなど一つもしてはいない。生物としての当然の権利を主張しているだけだ」

「動物たちの権利を守ることが我が国の使命だ」兵士長さんは一歩、アルグラムさんへと寄ります。「我々は家畜かちくとして生き、殺される動物たちに自由を与えるために菜食の国になったのだ。その包みをこちらに渡せ！」

「断ると言っている！」

「貴様は殺される動物たちに申し訳がないと思わないのか！」

「ならば貴様は家畜に聞いて回ったのか？　家畜として生きて死ぬのは虚むなしいと言葉を受けたのか？　野菜には聞いたのか？　根を刈かられ果実をむしり取られ惨めに殺されても問題ないと赦ゆるしを得たのか？」

「野菜は悲鳴を上げたりはしない！」

「声なき者に耳を傾けることもできない者が権利を語るな！」

　これお肉の話ですよね？

　やけに熱く語っておられるお二人に早速さっそく置いて行かれた私でした。せっかく運んだお肉がこのままでは傷いたんでしまうのではとも思えましたので、手持ち無沙汰ぶさたでしたし、とりあえずそそくさとお肉の包みをアルグラムさんの手から回収。

　杖つえを出して、魔法でひんやりと冷気を浴びせておきました。

「わ、すごいー」

　兵士さんとあーだこーだと討論しておられるお兄さんの熱気にあてられたのか、涼すずしい空気を求めてクレリィさんが私の杖に吸い寄せられ、とてとてとこちらに歩み寄りました。

「そうでしょうそうでしょう」私はひんやりとした空気をクレリィさんに当てました。

「涼しい……」クレリィさんの柔らかい髪が靡なびき、幼い顔に笑みが浮かびます。「お姉さん、魔法使いなの？」

「そうですよー」すごいでしょう、と言わんばかりに十歳の少年に対して威張いばる魔女がおりました。

　私です。

「すごい！」

　純粋じゅんすいな少年はつぶらな瞳ひとみをきらきらと輝かせていました。眩まぶしい……。

　暇ひまを持て余し、ついでに少年相手に気をよくした私は、「こんなこともできるんですよー」と、お肉の包みをその辺に置き去りにして杖を操あやつり、たとえば季節外れの小さな雪だるまを作って見せたり、あるいは彼の髪を草で結んで見せたり。もしくはお肉の包みの周りに氷の柱を作り上げて見せたり。

　ともかくそんな風に暇を潰つぶしました。

「寄こせ！」「断る！」「寄こせぇ！」「断ると言っている！」

　しかし兵士長さんとアルグラムさんの二人は過熱するばかりで、もはや収まりがつきそうにもありませんでした。

「……お兄さんはいつもあんな感じなんですか？」

　お遊びの最中にこっそりと耳打ちをひとつ。

　クレリィさんは頷うなずきました。「兄さん、お肉のことになると人が変わるから……」

「？　あなたが食べたがってるわけではないんですね」お肉を欲ほっしている弟さんのために頑張がんばっているのだと思っていましたけど。

「ぼくはべつにどっちでもいい」

「なるほど」あなたはあなたで滅茶めちゃ苦茶くちゃドライですね。

　この兄弟はどうやら性格がやや対極に位置しているようですね……。

「私は肉が食いたいのだ！　それがなぜ分からんのだ！」

　お兄さんのほうはやや極端きょくたんなくらいに熱い人みたいですけど。はてさて一体どんな家庭で育てばここまで面白おかしい兄弟が出来あがるのでしょうか。

「あらあら？　こんな昼間から集まってどうしたのかしらー」

　と、大体そんなタイミングで、お二人の家から一人の女性が現れました。すらりとしたやせ型で、落ち着いた雰囲気ふんいきの大人の女性でした。歳の頃は三十代にも四十代にも見えます。

　おやどなたで？

「母さん！」

　アルグラムさんは女性をそのように呼びました。

　……えっ？

「生きてたんですか」

「死んだとは一言も言っていないが」

「いや死んだみたいな雰囲気でしたので」

　てっきりお母様はお亡なくなりになっていて、お父様もずっと前に家を出たきりで、弟さんを守りながら暮らす立派りっぱなお兄さん、だと思っていたのですけど。

「かつての母は、もういないのだ……」

　急にシリアスな雰囲気になるアルグラムさんでした。しかしその横で「何かあったの？　ねえねえ」と息子むすこさんの袖そでをくいくいと引っ張るお母様がおられるせいで雰囲気はわりと台なしでした。

「昔は肉をよく食べる素敵すてきな女性だったが今や食卓しょくたくに並ぶのは野菜ばかり……、おまけに近頃は無農薬やらオーガニックやらのよく分からない単語を並べる始末だ……」

「今日のごはんは無農薬ロールキャベツよー」早速よく分からない単語が横から差し込まれていました。

「昔のようなふくよかな女性に戻って欲しいのだ……私は……」

「ちなみに中身もキャベツよー」

　それただの煮えたキャベツじゃないですか。

　しかしふくよかな女性が好みとは。

「要するに太った女性が好きなんですか」

「うむ。理想でいえば私の倍くらいは欲しいな」

「あなたこの国出て行ったほうがいいですよ」

「やはりか」

「ちなみにですけどお父様はどこに行かれたのですか」

「出張しゅっちょうしてるだけだが」


「…………」



　滅茶苦茶普通の家庭ですね……。

「うふふ。ところでこの兵士さんたちは一体どういうこと？」

　どうやらアルグラムさんのお母様が国で働く役人さんであったという話は本当のようです。

　それからお母様は兵士さんたちの元へと歩み寄り、二言ふたこと三言みこと言葉を交わすと、「息子には私から言っておきますから」と兵士さんたちをあっさり追い返してしまいました。

　それからくるりと翻るお母様。

「バカ騒ぎもほどほどにしておきなさいね？」

　こつん、とアルグラムさんの額ひたいにこぶしを当てました。

「それじゃあ。私はキャベツを買ってくるわねー」

　そしてお母様は鮮あざやかな手腕しゅわんで騒ぎを収めたかと思えば、そのまま昼下がりのお買い物へと行ってしまったのです。

「私の母も本当は肉を求めているはずなのだ──」アルグラムさんはお母様の背中を見送りつつ、項垂うなだれました。「八年前。選挙で私の母に勝利したガラン氏は、国内での肉食を固く禁じる現体制を敷いたのだ。私の母は最後まで抵抗した。だが、その頃には世論よろんは既にガラン氏のものとなっていた。私の母は屈服くっぷくするほかなかったのだ──」

「なるほど……」そんなことがあったのですね……。

「母の無念を晴らすためにも、私は肉を焼かねばならないのだ」

「いやその理屈はちょっと分かんないです……」意味分かんないです……。

　それから彼はやけに芝居しばいがかった動きでくるりとこちらに振り返ると、

「さあクレリィ！　肉を焼くのだ！　永ながきに渡り待ち望んでいた肉が今！　ここにはある！」





    
      
        
      
    

  


「でも、兄さん……。お肉食べたらロールキャベツが食べられなくなっちゃう……」

「クレリィ！　何を言うのだ！」がし、とアルグラムさんは弟さんの肩かたを摑つかみます。「肉は別腹べつばらだ！」

「ええー……」

「さあ私の言葉を繰り返すのだ！　肉は別腹！」

「に、肉は別腹……」

「声が小さい！　肉は別腹！」

「肉は別腹！」

「よし！」

　いやどう考えても別腹じゃないんですけど。

　まあ何やら短時間で色々とありましたけれど、私のお仕事も済すんだことですし、これにてお別れでしょう。

　あまりにもアルグラムさんがお肉お肉と連呼れんこするせいで私までお肉が食べたくなってしまいました。

　今宵こよいの晩御飯ばんごはんはお肉にでもしましょうか。

「あ、じゃあ私はこれにて──」

　と、私はとっとと国から出ていくべく、アルグラムさんに再びお肉の包みを渡そうとしたのですけれども。

　つい先ほどまで私が冷気を当てていたそれを、拾おうとしたのですけれど。


「…………？」



　おやおや？

　一体どういうことでしょう？　私が置いておいた場所には寂さびしく氷の柱が立っているばかりで、お肉の包みの姿がどこにも見当たらないのです。

「お肉が……」

　まるで煙に巻かれたかのように、消えてしまっていました。

「馬鹿ばかな！　私の肉は一体どこに行ったのだ！」

　私に遅れてアルグラムさんも、事態に気づきます。しかし二人で幾ら辺りを見渡しても、お肉の包みはどこにも見当たりません。

　一体どういうことでしょう？

　不可解な現象に私が首をかしげていると、くい、と私のローブの袖をクレリィさんが引っ張りました。

「お姉さん、もしかして……」

　彼は指差します。

　そこには門のほうまで続く季節外れの雪の足跡。どうやらどなたかが私の作った雪を踏みつけて門のほうまで歩いて行ったようですけれども。

「……あー」

　そこで理解しました。

　私とクレリィさんがお遊びに興きょうじている間に、どうやら兵士さんたちがこっそりとお肉を持ち去ってしまったようですね。私が目を離さなければ恐らくお肉は無事であったことでしょう。


　…………。



　あれ？

　ということは、つまるところ。

　お肉が無くなってしまったのは、ひょっとすると。

「私のせいでは……？」





○






　さすがの私も責任くらいは感じます。

　八年前よりお肉を食べることができなくなった国の中で、危険を冒おかしながらもお肉を密輸し、バーベキューに勤いそしもうとした彼らのために運んだお肉が、私のせいで無慈悲むじひにも兵士に取り上げられたというのにそそくさと逃げ帰ることができるほど腐くさってはいません。

　ですので、

「肉を取り戻すために立ち上がるのだ！」

　アルグラムさんの提案には、全面的に従うほかない、とは思っています。「これより役所に行って我々で肉を奪還だっかんする！　我々が肉を食べるためにはそれ以外に方法はあるまい！」


　…………。



　いやそれはちょっと面倒めんどうくさいですね。

「新しいお肉買ってきましょうか？」

「いいや魔女殿！　気持ちは嬉うれしいがそれは断らせてもらおう！」

「……なぜです？」

「今食べたいからだ！」

「ですよね。知ってました」

　というわけで私たちはお役所に直接伺って、お肉を返してもらうことになりました。

　しかし普通にお役所に伺って、「お肉返してちょうだいな」などとぬかしたところで、彼らが素直に返してくれるでしょうか？　いえいえまさか。

　よってある程度の策をもって、私たちは役所へ伺うことになりました。アルグラムさん曰く、秘策は三つほどあるとのことです。

「三つ目の策は貴公にも協力を頂きたいのだが、よろしいか？」

「まあ、別に構いませんけれども……ちなみにどんな風に協力すればいいんですか？」

「それはだな──」三つ目の秘策とやらを彼はごにょごにょ。

「えー……」

　すごいやだ……。

　とはいえ、立場的には私は彼に逆らうことはできませんので、従うとしましょう。あわよくば三つ目の秘策の出番が来ないことを願いながら、私たちは役所へと到着。

　それでは順を追ってアルグラムさんが編み出した秘策とやらを見ていきましょう。

　まず一つ目。

「役所の皆様方！　肉を！　私の肉を返していただきたい！」

　アルグラムさんは芝居がかった身のこなしで役所へと入ると、歌うように踊るようにくるくると回りながら高らかに叫さけんでおられました。

　つまるところ一つ目の作戦は、普通に頼んでみる、です。

　結果どうなったのかといえば。

「何だ貴様は！」「先ほどのバーベキュー男だな！」「肉は我々が預かった！　返すわけにはいかん！」

　普通に囲まれましたね。

「に、兄さん……」またも怯おびえるクレリィさん。

「案ずるなクレリィ。想定内の展開だ」ぽん、と弟さんの頭に触れると、アルグラムさんは兵士たちの前に一歩、踏み出し、持参していた袋に手を突っ込みます。

　二つ目の秘策とやらです。

「貴様ら！　これが何か分かるな？」

　彼のその手には包丁ほうちょうと、幾らかの野菜がありました。「それ以上私に近づけば、この野菜たちがどうなるか……分かるな？」

　包丁でぺちぺちと野菜を叩くアルグラムさん。

　いいんですか？　下手へたに刺激するとこの野菜を切っちゃいますよ？　ええ？　とでも言いたげな雰囲気で、つまるところアルグラムさんにとって彼の手にある野菜たちは人質ひとじちと同じようなものでした。


　…………。



　こんなん上手うまくいくはずないじゃないですか、と私は後ろから彼を眺ながめながら思いましたし、何ならアルグラムさんにくっついていたクレリィさんも「に、兄さん……」と声を漏もらしながらも距離を置きつつ、

「兄さんがおかしくなっちゃった……」ばっさりとそのように仰ってすらいました。

「たぶん大真面目でやっているんだと思いますよ」

　さてそれでは兵士さんたちの反応を見てみましょう。

　アルグラムさんの突飛とっぴかつ少々クレイジーな犯行を前に、兵士さんたちは顔を見合わせつつ、ざわつき始めました。

　このように。

「あ、あいつ……！　野菜をどうするつもりだ！」「やめろ！　その子たちに罪はない！」「落ち着けバーベキュー男！　話せば分かる！」


　…………。



「兵士さんたちがおかしくなっちゃった……」

「多分元々だと思いますよ」

　その場で置いてけぼりを食らっているのはどうやらクレリィさんと私だけのようです。兵士さんたちは慌て、一部の方においては既に武器を置いて手を挙げ始めている始末でした。

　おやおや？

　もしかして最早もはや私の出番は皆無かいむでしょうか？

　それはそれで嬉しいことなのですけど──。

「何の騒ぎだ」

　そのとき、遅れてやって来た兵士さんが一人おりました。

　先ほどアルグラムさんと熱く動物の権利がどうだとか何だとか話し合っていた兵士長さんです。彼はアルグラムさんの顔を見るなり、険けわしい表情で睨みました。

「貴様……！　バーベキュー男か！」

　さっきから気になってたんですけどバーベキュー男って何なんですか。

「いかにも！　私がバーベキュー男だ！」

　そしてアルグラムさんはアルグラムさんで満更まんざらでもないんですね。そうですか。

「こんなところまで来て何の用だ？　まさか肉を取り返しに来たのか──」

「いかにも！」

　胸を張り、アルグラムさんは兵士長さんを真正面から睨み、「貴様、私の肉をどこにやった！」

「今しがたガラン様に届けてきたところだ」

　ガラン様。今のところこの国で一番偉えらい方でしたね、確か。「あの肉がどこから持ち込まれたものなのかを調べ、輸入を更に厳しく取り締まるために提出してきたのだ」

「な……何だと……！」ガランという名を聞いたとたん、アルグラムさんの手が震えました。

　そこそこ大事おおごとになっていることにおののいているのでしょうか。

　そんな彼の動揺どうようを見透みすかし、兵士長さんはその口にいやらしく笑みを浮かべました。

「くくく……今頃あれは裸はだかに剝むかれ、隅から隅まで調べ尽くされていることだろうよ……」

　お肉の包みが開かれてるということですね。


「くっ……！　なんと卑劣ひれつな！」



　たぶん普通のことだと思いますけど？

「あの肉のことはもう諦あきらめろ。時間の無駄むだだ。家に帰ってロールキャベツでも食っていろ」

「そんなことができるか！」アルグラムさんは決意をもってこの場を訪れていました。今更引き下がることなど、できないのです。「私は……私は肉を取り戻すまで帰れないのだ……！　そこをどけ！　私はガラン氏の元へ行く！」

「断る」

「ならばこの手で野菜を──」

　そして彼は包丁を野菜にあてがいましたが、

「ふっ……貴様にそんな真似まねができるのか？」


「…………！」



　わずかながらに動揺するアルグラムさん。そして兵士長さんは、そのわずかな綻ほころびを見逃しませんでした。

「農家が手塩てしおにかけて育てた野菜を無駄にするような真似が、貴様にできるのか……？」


「…………っ！」



　からん、と包丁が地に落ち、アルグラムさんは崩くずれ落ちます。

「できない……！　私にはそんな真似、できない……！」


　…………。



　私は今何を見せられているんですか？

　二つ目の秘策とやらはどうやらアルグラムさんご本人の意思により中断した、とみていいでしょう。

　ということは。

「魔女殿！　アレを！」

　三つ目の秘策の出番ですよね。ええ分かっていましたとも。

「……マジでやるんですか？」

「頼む」強い意志が彼の眼には宿っていました。

　今更引き下がるなどできないのです。

　ならばいいでしょう。

「……どうなっても私は知りませんからね」

　私はとりあえず程度に忠告ちゅうこくをしてから、杖を手にもち、魔力を込めます。

　そして描えがいたのは、物に命を宿す魔法。

　直後です。

　彼の手の中にある野菜たちに、命が吹き込まれました。

　もうお分かりでしょう。

　アルグラムさんの三つ目の秘策というのは、要するに野菜たちの断末魔だんまつを直じかにこの国の方々に聞かせることだったのです。

　ところでこのときアルグラムさんの手にあったのは、きゅうりとトマトだったのですけれど。

『奥さん……旦那だんなさんが帰ってこないときにこんな場所に俺きゅうりを呼び出すなんて……どういうことか、分かっているんですか？』

『ま、まって……、まだ、心の準備が……』

『ふふふ……そんなこといってもう中はこんなに熟じゅくしているじゃないか……』

『い、言わないでぇ……』

　いやぜんぜん断末魔じゃないですねこれ。


　…………。



「お姉さん。聞こえない」

　内容が内容だったので私はクレリィさんの耳を塞ふさいでいました。ちょっとこれは聞かせられませんね。

「ここから先はもう少し大人になってから聞きましょうね？」

「でもお姉さん」

「はい」

「大人の人たちもほとんど聞いてないけど」

　きゅうりとトマトによる意味不明な会話を中断した頃には、辺り一帯が阿鼻あび叫喚きょうかんでした。兵士たちは「うわあああああ！」と頭を抱かかえ、「もうトマト食えねえよ……」と戦意せんいを喪失そうしつし、もしくは「きゅうりって男だったんだ……」と放心状態に陥おちいる者もあれば、「人妻ひとづまのトマトか……アリだな……」などと新たな性癖せいへきを開拓かいたくする者まで多種たしゅ多様たよう。

　この国の行く末が心配になる光景こうけいの傍そばで、きゅうりとトマトの持ち主たるアルグラムさんの様子といえば、

「こうしてみると太っているように見えなくもないな……」

　なにやら意味いみ深長しんちょうな眼差まなざしをトマトに向けておられました。開拓しようとなさっていました。


「…………」



　私はそんな彼に閉口しましたし、

「に、兄さん……」

　私の横のクレリィさんは本日何度繰り返したかも分からない台詞せりふを吐はきながらやや失望しつぼうしておられました。

　大体そんな感じの流れを経へて、私たちはお肉を回収するためにガラン様とやらのもとへと向かったのでした。





○






「ここかあああああああああああああああ！」

　アルグラムさんの叫びと共に扉とびらは開かれます。

　お役所の最上階。一番奥の部屋にガラン氏の執務室しつむしつはありました。広いお部屋の中には、一人の壮年そうねんの男性が気難きむずかしい顔をしながら机つくえと向かい合っていました。

「……何だね、君たちは」

　その手にはナイフとフォーク。

　お食事中でした。

「ふん、こんなときに食事とは呑気のんきなものだな！」怒いかり心頭しんとうのアルグラムさんは乱暴らんぼうな足取りで彼へと歩み寄ります。「我々はこの国に自由を取り戻しにきた！　手始めに我々の肉を返してもらおうか！」

「肉……？」アルグラムさんを見上げるガランさん。驚愕きょうがくに目が見開かれました。「君は……！　昼間からバーベキューをしていたというバーベキュー男か！」

「いかにも！」

「そうか──」

　言いながら、ガランさんはナイフとフォークを机に叩きつけて立ち上がります。

　身長はアルグラムさんより少々高く、体格も服の上からでも分かるくらいにしっかりとした印象がありました。

　ガランさんは彼を見下ろすと、

「断る！　我が国の掟おきてに反する物を野放しにしておくわけにはいかん！　肉はこちらで処分させてもらおう！」

「あれは我が愛弟のために苦労して手に入れた肉だ！」

「どのような目的で手に入れたにせよ、あれを放置するわけにはいかん！」

「なぜだ？　なぜ禁じる！　肉の何がいけないというのだ！」

「貴様のほうこそなぜ分からん！　我が国には欲望に耐えてでも動物を守ろうとする思想があるのだ！」

「ほかの者も耐えているから私にも耐えろというのか？　自らの望みを押し殺し続ける人生になど意味はない！」

「ほかの者のように貴様も耐えてみせんか！」

「押し付けるな！　思想とは押し付けるものではない。分かち合うものであろう！」

　そこそこ熱い言葉の応酬おうしゅうが繰り広げられているような気がしますが、しかしこれがお肉に対する論争であることと、そしてアルグラムさんが先ほどまでトマトに対して欲情しかけていたことを忘れてはなりません。

「くっ……話し合っていても埒らちが明かないようだな……」

　やがて喉を枯らしたアルグラムさんは、そう吐き捨てると、なぜかその場で上着を脱ぎ始めました。

　どうしたんですか？　暑あついんですか？

「どうやら拳で語り合うほかないようだ──」


　…………。



　なんで？

「ふっ……懐なつかしいな。私も若い頃はそうだった──」

　啞然とする私と「に、兄さん……？」と困惑こんわくするクレリィさんをよそに、なぜだかガランさんまでもがその場で上着を脱ぎ始めました。私は青少年の純朴じゅんぼくさを守るためにとりあえずクレリィさんの両眼を塞いでおきました。

「お姉さん。見えない」

「ここから先はもう少し大人になってから見ましょうね？」

　などと平和な会話を交わす私たちの目の前では、既に上着をその辺にポイと投げ捨て、半裸はんらとなった男二人が睨み合っていました。

　歳の割に逞たくましい肉体を見せる壮年のガラン氏が構え、

「さあ来るがいい小僧こぞう──」

　そして細く、しかし無駄な肉ひとつないアルグラムさんは、応えます。

「小僧などではない──」

　そして彼は踏み出し、声を張り上げるのです。

「我が名はバーベキュー男だ！」

　などと。

　そして二人の男は衝突しょうとつします。

　互いに遠慮えんりょも配慮はいりょもなく、獣けもののような雄おたけびと共に繰り出されるのはただの握にぎり拳こぶし。ガラン氏の右の頰ほおにアルグラムさんのパンチがめり込むと、アルグラムさんの左の頰にガラン氏の拳がめり込みます。二人の激しい殴なぐり合いは、そうして始まったのです。

　壮絶そうぜつな音が執務室には響きました。

「お姉さん、この音は何？」

「肉と肉がぶつかり合っている音です」

「お肉投げ合ってるの？　お肉パーティ？」

「いえ地獄じごく絵図えずです」

　二人の戦いは、見たところわずかながらガラン氏が優勢のように思えました。恐らくは相当に鍛きたえておられるのでしょう。彼はアルグラムさんの拳がいくら打ち付けられようとも、身じろぎひとつしないのです。まるで鋼鉄こうてつに覆おおわれた肉体です。

　一方でアルグラムさんはといえば、

「がはぁ！」殴られ。

「ぐはぁ！」蹴けられ。

「ごっはあああああああ！」平手ひらて打うちを食らい、私の真横に倒れ込んでいました。


　…………。



「どうした？　その程度か」

　たった数回のやり取りで既にアルグラムさんは満身まんしん創痍そうい。見下ろすガラン氏は退屈たいくつそうに肩をすくめました。

「ま、まだまだ……！」

　しかしバーベキュー男もといアルグラムさんは立ち上がります。お肉を手に入れるまで彼に退陣たいじんは許されなかったのです。

　ところでこんな場所にいては巻き添えを食らうかもしれませんね。

「ちょっと移動しますか」

　私はクレリィさんの目を覆ったまま、殴り合う二人の男の横をそそくさと移動。わけも分からず連行されるクレリィさんをそのまま執務室の机の向こうへと導きました。

　まあここにいれば、少なくとも吹っ飛ばされたアルグラムさんが私たちとぶつかることはないでしょう。

「あ、いい匂においがする」

　視界を遮さえぎられたクレリィさんは少々鼻が鋭敏えいびんになっておられるようでした。すんすん、と匂いを嗅かぐと、頰を緩ゆるませながら、「お姉さん、これ何の匂い？」とこちらに顔を向けます。

「？　えっとー……」

　恐らくは先ほどガラン氏が食べていたものでしょう。

　私は机を見やり。


「…………」



　そして沈黙しました。

　この国においては少々おかしなものがそこにはあったのです。

　ここは緑と調和の国。野菜を食べる人ばかりになったこの国では、お肉が禁じられ、たとえば弟に食べさせようものなら危険を冒して外の国へと注文をしなければならないのです。それほどまでにこの国ではお肉は忌避され、好む人はもれなく虐げられていました。

　にもかかわらず。

「……ハンバーグがありますね」

　ガラン氏の机には、食べかけのハンバーグが置いてありました。ハンバーグです。通常、お肉を扱うことが前提となる料理が、そこにはあったのです。

　おやおや？　これは一体どういうことでしょうね？


「なっ……！　ち、違う！　それは違うぞ！」



　言わずもがなこの国の偉い方が食べるものとしてはいささか不適切ふてきせつな代物しろものであることは否いなめません。ガラン氏はこちらを振り返ると非常に慌てておりました。ついでに、「それは普通のハンバーグではない！　トーフのハンバーグだ！」などと言い訳をする始末。

　そして残念ながら、そのような言い訳が、そのように私たちへと注意を逸そらしてしまったことが、彼にとっての唯一ゆいいつの誤りでした。

「よそ見をするなぁ！」

　アルグラムさん渾身こんしんの一撃が、ほんの一瞬の隙すきを作ったガラン氏の顎を直撃しました。

「ふ、不覚ふかく……！」

　鋼鉄のような肉体がふわりと浮かぶと、ガラン氏の身体は、そのまま執務室の床ゆかへと叩きつけられ、倒れます。

　勝敗しょうはいは決したとみていいでしょう。

「我々の勝利だ──」

　拳を掲げるアルグラムさん。勝利とお肉は彼の手の中にあると言っても過言かごんではないでしょう。しかしそろそろクレリィさんの目を解放してあげたいので私はとっとと服を着て欲しいなと思うばかりでした。

「お姉さん」くい、と私の袖を引っ張るのはクレリィさん。「何があったの？」

　私に顔を向ける彼の目は相変わらず私に覆われています。私はとりあえずアルグラムさんとクレリィさんを交互に見やりながら、

「これからバーベキューが食べられるみたいですよ」

　とだけ答えておきました。





○






　そこそこ広いお庭からよい香りと共に煙があがっていました。

　バーベキューグリルの上では奪還されたお肉たちがじわじわと焼かれており、その目の前で兄弟がそわそわとしながら食べごろになるのを待っていました。

「よいかクレリィ！　肉はゆっくり焼くのが一番美味しいのだ。火加減を誤れば我々の肉はたちまち炭となろう」

「う、うん！」

　なんとも微笑ほほえましい光景です。

　晩御飯前であり、母親にもお肉を食べさせたいから、との理由によりグリルの上にはたった三つのお肉しか置かれてはおりませんでしたが、それでも兄弟は取り合うこともせず、焼かれゆくお肉を待ち続けました。

　結局、私たちはバーベキューを実行するに至りました。

「しかし意外でしたね──」

　私はここに戻ってくるまでの経緯けいいを反芻はんすうしながら、言いました。「まさか許可が貰えるとは」

　拳と拳でアルグラムさんとガランさんが争った結果、アルグラムさんが辛からくも勝利を手にしたわけですが、ガランさんは意外にもすんなりお肉を返してくれたのです。

　そのうえで、

『私の負けだ……。好きにやるといい』

　と昼間からお庭でバーベキューをすることにも許可をくれたのです。

「敗者は勝者に従う……それが男たちの世界の常なのだよ、魔女殿」お肉をひっくり返しながらアルグラムさん。

　国内でのお肉の購入を禁じた者としてガランさんに一体どういった心境の変化があったのかは定かではありませんが、まあ恐らくは、

「元よりあの人も菜食主義者だったわけではないんでしょうね」

　私は旅人ですからお国事情に関してはさほど詳しくもありませんが、ここで聞いた話を統括とうかつするならば、ガランさんはアルグラムさんのお母様と以前選挙で争っていたそうではないですか。

　例えばこの国が元々菜食主義者の多い国だったとして、選挙でアルグラムさんのお母様に勝つために──世論を傾けるために、菜食主義者を味方につけることが最も合理的だったのではないでしょうか。

　しかしガランさんは豆腐とうふで作ったハンバーグを食べておりましたし、恐らく別に野菜が好きで好きで仕方ないというわけでもないのでしょう。

『まったく──やはり肉を禁じたのは失策しっさくだったな……』

　私たちが役所を出る矢先やさき。

　彼はとっくに冷さめた豆腐ハンバーグを口に放りながら、大きくため息を漏らしていました。

　自らの望みを押し殺し続ける人生になど意味はない、とは一体誰の言葉だったことでしょうか。

「今回のことを機に肉食の規制きせいも緩和かんわされればいいのだがな」

　焼けゆくお肉を眺めながら、アルグラムさんはぽつりと呟きました。

「まあこれからゆっくりと変わっていくんじゃないですか」待つのはお得意でしょう？　と私は彼を見やり、言いました。

　彼はぼんやりとバーベキューグリルを眺めながら、呟きます。

「ゆっくりか……」

　ええそうですね。

「まさしくお肉を焼くみたいに、ゆっくりです」
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○　灰の魔女






　淡あわい雲がわずかに浮かぶ空がどこまでも続いていました。

　遮さえぎるものがほとんどない丘陵きゅうりょう地帯には、涼すずしい風が起伏きふくに沿そって流れ、草花を揺ゆらします。人の気配はほとんどありません。人が手を加えたような痕跡こんせきもありません。

　ただただ広くて、何もない自然の景色けしきの中に、その魔女は一人、歩いていました。

「……いい景色」

　ただのなんてことない景色に少々感極かんきわまって、魔女は他愛たあいもない一言を漏もらしました。黒の三角帽子、黒のローブを身にまとった魔女の名はイレイナ。

　彼女は魔女であり、旅人でした。

　いつもは歩いて旅をしているわけではありません。ほうきに乗って、のんびりと景色を堪能たんのうするものですが、こと今回に至いたってはそのようなことはしておりませんでした。

　ただただ、ゆっくりと、歩みを進めておりました。

　ところで。

　そんな感じに一人旅の自由の中に依然いぜんとして身を委ゆだねている魔女とは一体、誰か。

　そう、私です。

　なだらかな坂道の先には、ひとつの小さな屋敷やしきがありました。ここからではその全容ぜんようまで見渡すことはできませんが、恐らく屋敷は二階建て。壁は白みがかったレンガで、屋根は赤。屋敷の形はとてもとてもシンプルで、ここから見る限りではただ細長いだけのように見えました。

　なんてことのない、ただの民家。慎つつましい家庭があるのだろうなと思える程度の、なんてことのないお宅があるだけで、見かけ上はそんな風に、ただただ可愛かわいらしくてありふれた景観けいかんがあるだけでした。

　しかし私は顔をしかめてしまいます。

　その真上には少々おかしなものがあったのです。


「…………」



　くるりくるりと、屋敷の真上を気持ちよさそうに、鳥が漂ただよっていました。遠巻きに数えてみる限り、最低でも十羽はいます。屋敷の中に何かがあるのか、飼われているのか──分かりませんが、鳥たちは何かを探すように一様にぐるぐると折り目正しく円を描えがくばかりで、奇妙きみょうとしか言いようのない鳥たちの行動がその場にはあったのです。

　ともすると、そんな奇妙な場所に引き寄せられる私もまた、奇妙な旅人なのかもしれません。

　ただ真まっ直すぐに屋敷へと進み続けた私は、やがて、入口に辿たどり着きました。

　遠くに見えた時点でただの家などではないだろうなとは思っていましたけれども、やはり当然のように扉とびらの前には看板が一つ、立てられています。

　曰いわく。

『鳥の舞う館』


　…………。



　見た目さながらの文字が、看板には描かれておりました。一体この館は何なのか、何ゆえに鳥が舞っているのかなどは、恐らくこの扉を開ければ明らかになるのでしょう。

「いかにも怪あやしい感じがしますけれども……」

　普通の神経をしていたら多少は警戒けいかいしますよね。普通の人だったらここで「いやこんなあからさまに怪しい建物に住んでいる人間なんて絶対まともじゃないですよやべーやつですよとっとと回れ右しましょ！」なんて考えて離れますよね。そもそも遠巻きに見た時点で「うわ糞ふんめっちゃ落ちてきそう」と思いますよね。絶対にここを訪ねるなんてことはしませんよね。

　そうですよねそうですよね。

　というわけで。

「ごめんくださーい」

　こんこんこんこんこんこんこんこん。

　私は怒涛どとうの勢いで扉をノックしました。

　常日頃つねひごろからノリと勢いで生きている人間が旅人というものです。覚えておきましょう。

　はっきり申し上げると、私はこの時点ではここに人など住んでいないだろうと思っていたのです。この場所はとうに人に捨てられて自然に還りかけているだけの朽くちた館だと、思っていたのです。

　しかし。

　私の予想はごく普通に、あっさりと覆くつがえされます。

「はい」

　出てきました。

　それはそれは、とても綺麗きれいな女性でした。





○　商人






　扉を開け、寵愛ちょうあいの魔女と名乗った彼女は、見惚みとれるほどに綺麗で、外見がいけんだけならばとても魅力みりょく的な女性といえた。

「私の館へようこそ。お客様」

　彼女は居間いまへと私を通すと、うやうやしく首こうべを垂たれ、「あなたが最後のお客様です。幸運ですわね」と私に告げた。

　最後？

「本日は私が最後ということですか？」

　窓から差し込む陽の光は満遍まんべんなく平原に光を落としている。まだ店じまいには早い気もしたが。

　しかし彼女は首を振った。

「いえ、本日以降も、今後一切、この仕事はやるつもりはありませんわ。もうこのお仕事は止めにしようと思っていましてね。だから文字通り、あなたが最後のお客様というわけです」

　曰く、彼女の商売はさほど効率がよい商売とは言い難いそうだ。特殊な魔法技術を必要としているが、しかし顧客から直に受け取る金銭は、銅貨どうか一枚。

　顧客と彼女との間に交わされる金銭のやり取りはパンが一切れ買える程度のものでしかなく、彼女が抱えるリスクと、彼女の持つ特殊な技能とはあまりにも釣り合いがとれていなかった。

　彼女がこの仕事から退かなければならないのも無理からぬ話かもしれない。

「それは残念ですね……」とはいえ彼女がこの仕事を辞める直前に辿り着くことができた私は、彼女の言う通り、幸運だ。

　彼女は「ええ」とゆっくり頷うなずく。

「でも、最後の仕事であっても手を抜くつもりはありませんから、ご心配なく──」そう言って、杖つえを手に取り、振った。

　直後に彼女の背の向こうにあった窓が開く。

　私にはないものだ。

　私がどれだけ追い求めても、決して手にすることができなかった力を振るい、開かれた窓からは、館の上を飛んでいたはずの鳥たちが示し合わせたかのように列をなして入り込み、そのまま彼女の後ろに並んだ。

　街でよく見かけるような、住民にパンくずを分け与えられているような鳥から、肉食の獰猛どうもうな鳥まで、小さい鳥から大きい鳥まで、その種類は多岐たきに渡る。

　寵愛の魔女は立ち上がり、杖の先を鳥たちに向けながら、私を見た。

「それで、あなたはどの子になりたいのですか？」




『自由に空を飛んでみませんか？』

　近隣きんりん諸国しょこくの貧困層ひんこんそうを中心に、こういった類たぐいの手紙が突然届くことがあるという。多額たがくの借金しゃっきんを抱え路頭ろとうに迷う者。スラムに暮くらす名もなき者。敗戦に喘あえぐ国の民。どこからともなく彼らに向けて届けられるこの手紙は、彼女の館への招待状になっている。

　たった一枚の銅貨で、辛つらい日常を永遠に忘れさせます──そのような文言もんごんを綴つづる手紙に魅了みりょうされ、彼女の館を訪れる者は多いそうだ。

　寵愛の魔女が作り出した魔法は、一定時間、人と鳥の意識を入れ替えることができるらしい。どういった原理でそのような魔法が作用するのかは分からないが、彼女の魔法によって今までも多くの招待客が、鳥として空を飛んだらしい。たった銅貨一枚で。

「ところであなたは私の招待客ではありませんね」

　寵愛の魔女はにこりと笑い、私を見下ろしていた。

　私は頷いた。

「あなたが差し出した手紙を商人に売り飛ばす不届き者が稀まれにいるのです」

「あら。それであなたがその商人から買い取った、ということですのね」

「いえ。私がその商人です」

　私も以前から興味はあった。国々を渡り歩いていれば色々な情報を耳にする。彼女の館のことは、知っている者も少なく、実際に訪れた者になど会ったことすらなかったが、しかし存在だけは人々の間でまことしやかに囁ささやかれていた。

　窮屈きゅうくつで退屈たいくつな日常を過ごしながら見上げる空にはいつも魔法使いたちがいる。地を這はうことしかできない我々とは違い、彼女たちには空がある。私たちが見上げることしかできないものを、彼女たちは手にしている。

　以前から私も憧あこがれを抱いていた。

　空にはどのような景色があるのかと。

「招待客でなくとも、空に憧れる人ならば誰でも歓迎ですわ」目の前に立つ寵愛の魔女は、私に笑いかけていた。「私は魔法を使えない人にも、空のすばらしさを知って欲しいのです。だからこの仕事を始めました」

「しかし私が最後の客なのですよね」

「ええ──残念ですけれど、格安でお仕事をやっていると、悪い虫が寄ってくるものでしてね」

　彼女は笑った。

　儚はかない笑みだった。

　曰く、今後は拠点を変えて別の事業を始めるらしい。恐らく今後はもう二度と、貧困層を相手に空からの景色を見せる商売をすることはできないだろう、とも語っていた。

　つまり私は正真しょうしん正銘しょうめい、最後の顧客ということになる。魔法が使えない人間でありながら、空を自在に飛ぶことになる最後の一人だ。

「どの子になさいますか？」

　彼女は再び私に伺うかがいをたてる。

　一列に並ぶ鳥たちは、尚なおも行儀ぎょうぎよく彼女の傍そばで佇たたずんでいる。

　どの鳥でもよかった。

　指を差す。

「そうですね──それじゃあ、この青い鳥で」

　私は幸運だ。





○　夜闇よやみの魔女






「この男性に見覚えはありませんか」

　テーブルを挟はさんで向かい合う寵愛の魔女に、あたしは一枚の写真を指差し、見せた。

　まだ当時は魔法統括とうかつ協会に所属したばかりということもあり、妙みょうに張り切っていたあたしは、相手に舐なめられまいと眉根まゆねを寄せ、ねめつけるように彼女を見ていた。

　一方で寵愛の魔女は飄々ひょうひょうとしていた。

「ええ。ありますわね。以前やっていたお仕事の最後のお客様ですわ」

「随分ずいぶんと物覚えがいいんですね」

「お客様一人ひとりを大事にしているだけですわ」

　商人の男性が失踪しっそうしてから三か月になる。男性の最後の足取りは寵愛の魔女が以前住んでいた館で途絶とだえている。

　魔法統括協会の職員が辿り着いた頃には館はもぬけの殻から。彼女の姿もなかった。

　およそ三か月の月日が流れて、ようやくあたしは彼女に辿り着くことができた。小さな国で静かに暮らしていた彼女は、「以前やっていたお仕事のことを、お聞かせ願えますか」と訪たずねてきたあたしに頷き、家に招き入れてくれた。

　随分と稼かせぎがよいらしく、とても広々とした屋敷は独り身の女性が使うものとしてはあまりにも豪奢ごうしゃだった。

「今は何のお仕事をなさっているのですか？」

　以前やっていた仕事では顧客から銅貨一枚で鳥になれるサービスをしていたそうだが。

「お仕事は何も」彼女はあっさりと首を振った。「今は研究だけ行っていますの」

「そうですか……」その割に、「随分といい暮らしをなさっているようで」

「蓄たくわえがほどほどにありますから」

　くすりと笑みを漏らす寵愛の魔女。

　出された紅茶こうちゃも恐らくは高級な代物しろものだろう。

　ティーカップの中から溢あふれ、揺れる湯気ゆげからはため息がこぼれるほどいい香りが漂う。

　あたしは「商人の話をしましょう」と彼女を見やり、それから言葉を漏らした。

「彼はあなたの館へ赴おもむくとの手紙を実家の娘に送って以来、消息しょうそくが途絶えています。よく取引していた顧客の前にも一切姿を現さなくなりました。彼はあなたに何かお話していませんでしたか。館であなたの顧客となったあと、どこに行くのかを」

「いえ、残念ながら何も」彼女は笑みを浮かべながら、頷く。「でも、今頃、世界中のあちこちを飛び回っているのではありませんか？」

　だって、彼は商人でしょう？　と彼女は付け足すように言った。


「…………」



「残念ながら、あなたに益えきのある情報を私は持ち合わせてはいませんわ」

　ごめんなさいね、と彼女は首こうべを垂れる。恐らく噓うそは言っていないのだろう。彼女は彼がどこに行ったのかを、きっと知らない。

　けれど、

「そうですか」

　それは残念です、と項垂うなだれるあたしは、噓にまみれていた。

　最初からあたしは彼女に明確な答えを期待してはいなかった。

「お力になれず申し訳ありません」

「いえ、お気になさらず」

　そもそも。

　あたしがここを訪れた理由は、ほかにあるのだから。「ところでもう一つ、お伺いしてもいいですか？」

「？　ええ。どうぞ？」

「以前のお仕事では一体どれほどの儲もうけがあったのですか？」

「……？」

　言っている意味が分からないのか、それとも突然そのようなことを聞かれるとは思っていなかったのか、彼女はただただ首をかしげるばかりだった。

　あたしは続ける。

「これだけの屋敷に住むには相当な資金が必要だったことでしょう。それに、今は研究だけをなさっているとも仰おっしゃっていました。一体以前のお仕事で幾いくらほどの資金を得られたのですか？」

「ああ……」彼女はため息を漏らす。悲しげに。「残念ながらあれはあなたが思っているような商売ではありませんのよ。あれは私が魔法を使えない人々に夢を見せるためにやっていたことです。だから銅貨一枚しか受け取ってはいませんでした」

　なるほど。

　しかし。

「顧客からは、ですよね」

　私は立ち上がり、杖を手に取った。「魔法統括協会へ少し前に通報がありまして、人間の臓器ぞうきの密売業者を捕まえました。彼らは魔法で人の身体を切開し、新鮮な臓器を裏で高値たかねで取引していたようです」

　魔法を扱って裏で取引される臓器は保存状態がよいらしく、よく売れるらしい。結果として魔法統括協会の働きにより彼らを捕まえたことで、密売の供給は止まった。

　だがそのあとで、問題が一つ浮上した。

　臓器の出どころだ。

　密売業者の連中は人の命を奪い、臓器を取り除いていたわけではなかった。彼らはあくまで、別の人間から臓器を買い取ったに過ぎなかった。

「密売業者はすぐに臓器をどこから入手していたのかを話しましたよ」

　情報によればそれは丘陵地帯のどこかに住んでいる一人の魔女──寵愛の魔女と名乗る女が定期的に業者に持ち込んでくるらしい。

「まるで人体から魂だけを取り除いたかのような、あまりにも新鮮すぎる死体を、その魔女は持ってくるそうです。ところで──」

　あたしは彼女に杖を向けた。

「以前のお仕事では一体どれほどの儲けがあったのですか？」




　簡単な話だった。

　ただ彼女は別の場所から資金を受け取れる確証があったから、鳥として空を飛びに来た顧客からは銅貨一枚しか受け取らなかっただけだった。

　多額の借金を抱え路頭に迷う者。スラムに暮らす名もなき者。敗戦に喘ぐ国の民。

　寵愛の魔女はそういった追い詰められた人々に向けて手紙を送り、釣られてやって来た顧客に、一定時間鳥と意識を入れ替える魔法をかけると吹き込み、眠りにつかせる。

　結果として、一定時間だけ鳥の中に意識が入るとされていた人々は誰一人として館から戻ってくることはなかった。

「研究のためにはどうしても実験を繰り返す必要がありましたの。彼らは研究のためによく役立ってくれましたわ」

　魔法統括協会によって捕とらえられた寵愛の魔女は、のちの聴取で語った。

　彼女が作っていた魔法は、意識を他人に無理やり移す魔法──つまり、他者を犠牲にすることで恒久的こうきゅうてきに自らが生きながらえるための魔法だった。

　恐らくまだ研究段階だったのだろう。

　検証けんしょうのために鳥を実験台に用いていたらしい。

　鳥に意識を入れられ、抜け殻になった身体は密売業者に卸おろすことで、研究資金を得ていたらしい。つまり彼女にとっては鳥の舞う館は資金を得るための土壌どじょうでもあり、実験の場でもあったわけだ。

　寵愛の魔女にとってあの館は何もかも合理的な場所だったに違いない。

「お疲れ様です。夜闇の魔女様」すべて終わってから魔法統括協会の支部に赴くと、職員がうやうやしく頭を下げてくれた。「寵愛の魔女は事件の関与を認めました。厳罰に処しょされるそうです。あなたの功績ですよ」

　おめでとうございます、と職員は新米の仕事を称えてくれたうえで、「分かっているとは思いますが、今回の事件の真相に関しては一切口外をしないでください。一般にはあくまで貧困層の人々を誘惑して鳥の舞う館に集め、寵愛の魔女が彼らを殺あやめ、遺体を密売業者に売りさばいていた、ということになっていますから」

　寵愛の魔女が館で何を研究していたのか。その一点に関しては、協会側で一切の情報を秘匿ひとくすることが決められた。

　同じような魔法を作る人間が現れないための措置そちだった。

　事件は解決した。

「……どうかなさいましたか？」

　けれどどうやらあたしは浮かない顔をしていたらしかった。職員は怪訝けげんそうにあたしを窺うかがっていた。

「いや……」

　人を騙だまし、自らの研究のために命を軽んじた寵愛の魔女は無事に捕らえられた。もう二度と無実の者が彼女の毒牙どくがにかけられることはない。

　けれど。

「少し引っ掛かることがあるんだよ」

「引っ掛かること、ですか？」

　あたしは頷き、職員を見やり、

「なあ。密売業者を魔法統括協会が捕らえたのって、いつだったっけ？」尋ねた。

　調べるまでもなかったのだろう。職員はすぐに、「四か月前ですね」と答えてくれる。

　四か月前。つまりあたしが寵愛の魔女の棲すみ処かをつき止めるまでに一か月の時間があったことになる。

　人身売買の密売業者が協会に捕らえられたこと。そして丘陵地帯のどこかに住んでいるとされる寵愛の魔女が業者と関与かんよしていることは、近隣諸国に公開されていたはずだ。

　行けば殺されると。

　だから誘惑されても絶対に訪れてはならないと、注意喚起かんきがなされていたはずだ。

　それなのに。

「……一体どうして館に行ったんだろうな」

　商人がわざわざ危険だと吹聴ふいちょうされている場所に赴いたことが、疑問でならなかった。拭ぬぐいきれない違和感があった。

「知らなかったんじゃないですか？」

「一般人ならまだしも、国から国を渡り歩く商人が新聞記事もろくに読まないなんてことあると思うか？」

「では知っていてあえて行ったと？」

「そういう風に考えられなくもない」

「わざわざ自分の命を投げ出すような真似まねをするとは思えませんけれども……」

「……だよな」

　だからこそ引っ掛かっている。

　最後の犠牲者になった商人は、恐らく鳥の舞う館で何が行われているのかまでは知らなかったかもしれないが、行けばどうなるのかは分かっていたはずだ。

　よほどの理由でもなければ、行こうとも思わないはずだ。まして商人は今までの犠牲者と違って貧困に喘いでいたわけでもない。

　商人として働いているのであれば、近づこうなどとも考えなかったはずだ。

　寵愛の魔女と同じく、合理的な理由でもない限り。





○　灰の魔女






「こんなところに人が来てくれるなんて珍しいこともあるもんですねー」

　館の中に私を招き入れてくれた彼女は、終始のほほんとした様子で、紅茶をテーブルに置きながら私に尋ねました。「魔女さん、もしかして旅人さんですか？」

　頷きます。

「ご覧の通り旅人です」

「ですよね。だと思った」

　この辺りの国に住んでる人たちは近寄ろうともしないもの──と彼女は言いました。

　見たところ歳の頃は二十代前半程度でしょうか。黒い髪を伸ばした彼女の肌は驚くほど白く、ティーカップに伸ばす手はやせ細っています。

「この館はね、いわくつきの事故物件なの」

　静かに語る彼女は、それからこの館で起きた凄惨せいさんな事件のことを話してくれました。

　ずっと前。彼女がまだ小さかった頃に、この館に住んでいた魔女は罪のない人々を誘い込み、実験台にして殺めていたそうです。

　そのような悲惨な事件が起きた現場だからこそ、魔女が引き払ったのちにこの館に住みつこうと思う人間はおらず、長らく丘陵地帯の真ん中で放置されていたそうです。

　それを彼女が買い取り、今はこうして一人で静かに暮らしているといいます。

「よく住めますね」

　端的たんてきな感想でした。私も幽霊ゆうれいなどの類は特に信じてはいませんが、それでも事件の現場だった場所に住みたくはありません。少々気味悪く感じてしまいます。

　けれど彼女はそうではないのでしょう。

　むしろ心地よさすら感じているようにも思えるほどに、やわらかく笑みを浮かべます。

「私、小さい頃に大病たいびょうに罹かかってね、大人まで生きられないと医者にも言われたの。父はそんな私を救うために、世界中を飛び回って、たくさん仕事して、たくさんのお金を稼いでくれた。それでも病を治すことはできなくて、一時的に延命するくらいしかできなかったけれど」

「……お父様は何を」

「商人をしていたわ」

「していた？」

「私が小さかった頃に死んでいるの。この館でね」


「…………」



　沈黙ちんもくしか返すことのできない私に、彼女はあくまで淡々と語ります。

「父が死んで、残されたものは多額の見舞金と、臓器のほとんどが抜かれた肉体だけだったわ。見舞金のおかげで私は一命をとりとめた。今もこうして生きながらえている。けれど、父はもう、戻ってこないの」


「…………」



「私はね、幽霊の類は信じてはいないのだけれど、なんとなく、ここにいれば、父と一緒にいられるような──そんな気がするのよ」

　この館のどこかに、父の気配がある気がするの、と彼女は語りました。

「だからこの館で暮らしているんですか」

「ええ。それに、見舞金もまだ余裕があったから」

　事件のせいでこの館、格安だったのよ。と彼女は笑みを浮かべてみせましたが、私は笑っていいものなのかどうかも分かりかねましたので、ひとまず出された紅茶で唇くちびるを濡らしました。

「きっと事件以来、誰も手をつけていなかったんでしょうね。事件が起きた当時から何ひとつ変わっていないそうよ。調度品もそのままだし、それに──」

　窓の外を、彼女は見ました。

　開けっ放しの窓から、青い鳥が一羽、ふらりと部屋の中に迷い込み、それから居場所を探して彷徨さまよったのちに、彼女の肩かたの上に留まりました。

「……寵愛の魔女が飼っていた鳥たちも、ずっと前から変わらず、ここだけに住んでいるみたい」

「よく懐なついているんですね」

「ほかに居場所がないだけなのかもしれないけれどね」ほんの小さな嘆息たんそくを漏らし、彼女は語ります。「それに、懐いているのはこの子だけよ」

　肩の上で彼女を窺うように見上げる青い鳥。

「この子だけは、どういうわけか、私の傍そばに来てくれるのよ」

　彼女は細く白い指を伸ばし、その頭を指先で撫でました。

「不思議よね」

　白く細い指に寵愛を受けて、青い鳥は心地よさそうに目を細めていました。




　彼女に紅茶を頂き、しばしの休息を満喫したのちに、私は旅へと戻りました。

　丘陵地帯にあった不可思議な館に住まう彼女は、これからもいわくつきの住居で鳥たちと共に過ごすそうです。

「またいつか、近くを通ったら寄って頂戴ちょうだい」

　私はいつでもここに一人でいるから──そんなことを語りながら、彼女は戸口まで私を見送ってくれました。





    
      
        
      
    

  


　草花が揺れる中、私は彼女に手を振り、歩き出します。

　さほどこの館に長居はしていなかったようです。見上げればまだ太陽が燦々さんさんと輝き、風が流れ、心地よい香りが辺り一面には広がっていました。

　ここを訪れ、中へと促された時とさほど変わらない景色と、さほど変わらない空気がそこには広がるばかり。

　きっと彼女は、これからも、館のどこかに残る父の気配とともに、丘陵地帯の館に住み続けるのでしょう。


「…………」



　私は館を見上げました。

　やはりさほど変わらない景色がありました。

　鳥たちは今も変わらず、館の上を舞っています。
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　魔女が古ぼけた宿屋の窓を開けると、うららかな春の夜風よかぜが吹き込み、彼女の首筋くびすじを撫なでました。

　雲のない空に浮かぶ満月は街をまんべんなく照らしています。

　揺ゆれる灰色の髪に手で触ふれながら踵きびすを返すと、彼女はそのままベッドに入ります。夜の明かりは彼女の手元も同様に照らしていました。

　まだ眠るつもりはありませんでした。

　彼女は昼間のうちに買っておいた本から栞しおりを引き抜くと、まだ途中だった物語の続きを追いかけました。知らない国から知らない国へと渡り歩く彼女にとって、旅先で新しい本を買うことは楽しみの一つでした。

　旅先で本屋へ赴おもむけば大体のことは分かります。平積ひらづみされているのはほとんどがその国で流行はやっているものですから、つまるところはその国に住まう人々が今何に興味を抱いているのかを知ることができるのです。

　ですから本屋に赴くのは魔女であり旅人である彼女にとっては、特別な意味を持っていました。単に本が好きだからふらりと立ち寄っているという事情でもありますが。

　本日買った本は、推理小説でした。

　とある宿屋で起こった殺人事件。一夜明ける度に次から次へと死体は増えるばかり。犯人が誰かも分からないまま、その場に居合いあわせた客と従業員たちは互いに疑心ぎしん暗鬼あんきになっていく……といったよくある舞台設定の代物しろものでした。典型的なミステリ作品と唯一ゆいいつ違っているところがあるとするならば、作中で探偵たんていとして活躍している主人公が極度の夜型で、昼間は部屋から出てくることすらないという点。それと、被害者となった人たちが例外なく身体から血を抜かれていた点でしょうか。

　魔女がしばらくページをめくっていると、物語はやがて、導かれるように結末へと向かっていきます。

　犯人が明らかになったのです。

「吸血鬼きゅうけつきですか……」

　魔女はやや落胆らくたんしました。

　犯人は実は物語の進行をしていた探偵で、事件の被害者が血を流していなかったのは探偵が血を吸っていたから、という荒唐こうとう無稽むけいなトリックでした。

　魔女はなんだそりゃ、と思いましたし、

「なんだそりゃ」

　と呟つぶやいてすらいました。

　それでも一応、最後まで物語を見守った彼女は、最後のページをめくったところでベッドの脇わきに本を置き、そのまま寝ました。

　月明かりが街を照らすなか、この街に住まう多くの人と同じように、魔女は一日の終わりを静かに迎えたのです。

　しかし。

「こんばんは。お嬢じょうさん」

　街の人々が眠りに落ちた頃に、一日のはじまりを迎える者がこの国にはいました。

　開けっ放しになった窓の枠わくにいつの間にか腰こしかけていたのは、薄うすい茶色の髪の女性でした。歳としの頃は二十代程度。の割に落ち着きのない赤と黒を基調きちょうにした派手はでなドレスを着込んでいます。瞳ひとみは赤く、にやりと笑みを浮かべる口元には牙きばが見えました。ついでに背中にはコウモリのような羽根もあります。

　それは見るからに吸血鬼でした。

「私は吸血鬼」

　そして自称じしょうすらしていました。

「君に恨うらみはないけれど──今日の私はお腹なかが空すいていてね、血を少々頂いただくよ」

　よいしょ、と吸血鬼は窓の枠から下りると、そのまま寝息ねいきをたてる魔女のもとへ、ゆっくりと近づきます。

　古ぼけた宿屋の床ゆかは、歩みを寄せる度にぎしりと軋きしみます。けれど魔女は心地よい夢の中にいるのか、眠りから覚さめる気配はありません。

　やがて吸血鬼は、ベッドの傍そばに立ち止まり、灰色の髪の魔女を見下ろしました。

　長い灰色の髪に触れ、ゆっくりと白い首筋を露あらわにします。

　吸血鬼は囁ささやきます。

「ごめんね」と。

　そして、無防備な魔女の首筋に触れ、あーん、と口を開き、嚙かみつこうとしました。

　けれど。

「えいやっ」

　そんな若干じゃっかん間の抜けた台詞せりふと共に吸血鬼の口に広がったのは、若い女の子の美味おいしい血の味などではなく、もっと臭くさい代物でした。

　一日や二日では到底とうてい口から離れることもなさそうなしつこさを持ち合わせた食材。

　吸血鬼の弱点。

　にんにくでした。

「くっさ！」

　吸血鬼はすぐに自らの口の中に放り込まれたものの正体に気づき、その場で吐はき出しましたが、それでもねばっこいにんにく臭しゅうは彼女の鼻をいたく刺激しました。臭くさくてたまりませんでした。涙なみだが出てくるほどでした。

「にんにくが苦手にがてっていう噂うわさ、本当だったんですね」

　苦しむ吸血鬼を見つめながら勝ち誇るのは、一人の魔女。ベッドから起き上がった彼女はあくびをしながら「もしかして本当に眠っていると思いました？」と薄く笑います。

　吸血鬼をおびき寄せるために、彼女は一芝居ひとしばい打っていたのです。本当に眠っていたわけではありません。ただ魔女は、吸血鬼のお口ににんにくを放り込むために、わざわざ無防備に眠りに落ちた振りをしていたのです。

「ひえええええ……ひどい……くさい……さいあく……」吸血鬼は何が起こったのかも分からずただただ苦しみました。あんぐりと開かれた口からはうっかり嚙んでしまったにんにくのかけらがぽろりと落ちます。

　魔女はそんな光景こうけいを前に「あ、すみません宿屋のベッドを汚よごされるとちょっと……」とハンカチでにんにくのかけらを回収し、ついでに吸血鬼の口を拭ぬぐうのでした。

　ところでこの魔女とは一体誰でしょう？

　言うまでもありませんね。

　そう、私です。

「いたい……くさい……ひどい……うええええええ」

「もう口は拭いましたし、にんにくも取り除きましたから大丈夫だと思いますよ。ちょっと息吐いてくれます？　はー、って」

「はー」

「……くさっ」


「…………」







○






　まずは私がなぜ吸血鬼と対峙たいじしているのかを語らねばなりませんね。

　そのためにはまず、私がこの国に来た直後の出来事まで遡さかのぼらなければならないでしょう。

　私がこの国の門を叩たたいたのはちょうど昨日の朝のこと。春の心地よい風が吹く平原にほうきを走らせて辿たどり着いたこの国には、偶然ぐうぜん辿り着いたわけではありません。

　実のところ、この国のお役所で働く方々に招待しょうたいされたのです。

　とはいえ私は旅人であり魔女ですから、当然、この日お呼ばれされた所以ゆえんも観光のためではありません。

　お仕事です。

「実は我が国には吸血鬼がおりまして」

　国の役所に着くなり、お役人さんはため息を漏もらしながらそのように語りました。大おお真面目まじめな顔でそのように語っておられました。

　冗談ではないようです。

「吸血鬼ですか」

　まじですか、実在してたんですか、というニュアンスを存分に含んで首をかしげると、役人さんは「ええ」と重く頷うなずきます。

「我が国で見られるようになったのは一か月ほど前からです。恐らくよその国からうっかり紛まぎれ込んでしまったのでしょう。どこに潜ひそんでいるかも分からない吸血鬼に対し、国民から不安の声が寄せられていまして。だから迅速じんそくに駆除くじょをしたいのですよ」

「駆除て」この国では吸血鬼の扱あつかいは害獣がいじゅうレベルなんですか。

「吸血鬼に警戒をしなければならないことが住民にとってストレスのようですな」

「被害がストレスだけですか……」

「近頃に至いたっては財布さいふを狙ねらった窃盗せっとうも多発していましてね、犯人に黒い羽根が生えていたという目撃情報から、恐らくその吸血鬼の仕業しわざではないかと言われています」

「……吸血による被害はないんですか」

「あることにはあるのですが財布盗難とうなんの被害届のほうが多いですね……」


「…………」



「というわけで魔女様には魔法で上手うまい具合に吸血鬼を退治たいじしていただきたいと考えています」

　と言われましても……。

「すみません。私、吸血鬼とお会いしたこともありませんから、退治しようにもその手立てが分からないのですけれど」

　呼ばれてほいほいと国まで赴いておいてこんなことを言うのは少々おかしな話ではありますけれど、残念ながら私は吸血鬼退治に関しては素人しろうとそのものです。せいぜいにんにくが苦手だとか、日光に弱いだとか、鏡かがみに映らないだとか、その程度の噓うそか真まことかも分からない知識しかありません。

　お役に立てるかどうか、保証はありませんよ？

「ええ。そうでしょうね」役人さんは頷きます。「ということで本日は吸血鬼の専門家をお呼びしました」

　そのときお役所の扉とびらが勢いよく開かれました。

「私が専門家だ」

　ひげのおじ様でした。

「我が国に出ている吸血鬼の特徴とくちょうをレポートにまとめておいた。退治のために役立ててくれ」専門家のおじ様はポケットから紙きれを一枚取り出しました。

「あ、はあ……」

　紙きれ一枚で済んじゃう程度の特徴しかないんですね。

　専門家のおじ様はそして、吸血鬼とやらの特徴を読み上げました。

「窓を開けていると夜な夜な人の住居に忍び込んできて、血を吸って逃げていく」

　窓を開けていると夜な夜な人の住居に忍び込んできて、血を吸って逃げていく……？

「それ蚊かじゃないですか？」

「違う」

「それで、血を吸われるとどうなるんですか？　吸血鬼の眷属けんぞくになるとか？」

「いや。被害報告にそういったものは上がってきていない」

「ではどうなるんです？」

「主に患部かんぶがかゆくなる」

「蚊ですよねそれ」

「違う。そもそも我が国に出没した吸血鬼の見た目は生物学上雌めすに該当がいとうする」

「血を吸うのは蚊の雌ですよ」

「……もしかしたら蚊かもしれんな」

　専門家のおじ様はあっさり折れました。


　…………。



「この方ほんとに専門家なんですか？」見るからに胡散うさん臭くさいのですけど？　と私は自称専門家さんに聞こえない程度の声量で役人さんに尋たずねます。

　役人さんは頷きました。

「彼は犯人が探偵で吸血鬼の推理小説を書いている作家さんです。そこそこ有名です」

　要するに小説書いてただけじゃないですか。

「……人選ミスでは？」

「しかしこの国で吸血鬼について知っていそうなのは彼くらいだったので……、あと個人的に私が彼の小説のファンだったので本日はお招きすることに決めました」


「…………」



「ちなみにあとでサイン書いてもらうつもりです」

「……職権しょっけん乱用らんようでは？」

「魔女様もおひとつどうですか」

「いりません」

　何はともあれ、私はそんな顚末てんまつを経へて、この国で吸血鬼と対峙することを決めたのです。

　手付金てつけきんとしてそこそこお金を頂きましたし、わざわざ遥々はるばる来たというのにお仕事を受けないというのもつまらない気がしましたし、それに、そもそも、まあ運悪く嚙まれたとしてもかゆくなるだけみたいですし、大丈夫ですよね？

　なんてお気軽な感じに。




　依頼を引き受けることを決めてからの私の行動は単純たんじゅん明快めいかい。

　商人さんからにんにくを大量購入して、ついでに本を購入して、夜まで暇ひま潰つぶしをしてから宿屋の窓を開け、ベッドに寝転がりスタンバイ。

　あとはご存じの通りです。

　吸血鬼さんがのこのことやってきて、にんにくをお口に放り込まれました。

「ひどい……！　キミら人間はいつもそうだ！　ちょっと血が欲しいだけなのに嫌いやがらせばっかりしてきて！　人間なんか嫌きらい！」

　ぺっ、と唾つばと悪態あくたいを同時に吐き捨てる吸血鬼さんでした。


「…………」



　私はベッドのシーツのみならず床まで汚されてしまったことに少々もやっとしながら、それをハンカチで拭い、それから彼女を見上げました。

　吸血鬼さんは服の裾すそで自らの目の辺りをごしごしと拭っていました。

　もしかして。

「……泣いてるんですか？」

「は？　泣いてないし」睨にらまれました。

「いやでも」

「泣いてないし！　目にゴミが入っただけだよ！」

　まったくもう！　とお怒いかりの吸血鬼さんでした。

「ところであなた、お名前は？」私はハンカチを畳たたみながらお尋ねします。「この国にはどういった事情で来られたんですか？」

「キミみたいな意地悪いじわるな子には教えたげない」ふい、と顔を背そむける吸血鬼さんでした。

「にんにく、まだ予備はあるんですよ」

　私は本日買い溜めておいたにんにくを引き出しからもぎとり、彼女に見せてさしあげました。

　やはり吸血鬼たる彼女はどういうわけかにんにくというものに強烈な拒絶反応を抱くようで、私の両手を見つめると、彼女は小さく「ひっ」と悲鳴を上げつつ身じろぎをひとつ。

「お、脅おどしになんて屈くっしないから！」

　おやおや。

「でも教えてくれないと投げちゃいますよー？」

　ややノリノリの私がそこにはおりました。

「やめろ！　いじめだぞそれ！」

　ひいいっ、と彼女は涙目で怯おびえ、震ふるえ、頭を押さえます。

　なぜだかよく分かりませんがたいへんぞくぞくしました。

「教えていただけないなら強硬策きょうこうさくに出るかもしれない、と言っているだけですよ」己の内にこみ上げたサディスティックな一面を抑えつつ平静を装い、私は言いました。

「う、うぐっ……」

　それから彼女は「椅子いす、借りてもいいかな」と尋ね、私が頷くと、何度か息を吸って、吐いて、深呼吸を繰り返して口に残ったにんにく臭を追い出してから、言葉を漏らしました。

「私の名前はオロネラ。……キミのお名前を聞いても？」

　私は頷きます。

「イレイナです。旅の魔女で灰の魔女です」

「なるほどね。で、イレイナさん。キミから見ても分かるとおり、私はただの人間じゃない。何だか分かる？」

「空き巣ですか？」

「違うし！」もー！　とややお怒りになりながら、「吸血鬼だよ！　吸血鬼！　人の血を吸う種族のこと！」と言いました。

　にんにくに強烈な嫌悪けんお感を抱いていることから察さっするに、まあ私の浅い知識でも知っているような吸血鬼さんであることは疑いようもない事実であるように感じられますけれども。

「吸血鬼は許可がないと人の家に入れないはずでは？」以前読んだ本にはそんなことが書かれていた気がしますけれど。

「いや全然そんなことないけど」

「いえでも──」

「キミってもしかして本を読んだだけで専門家面づらするタイプ？」

　私はにんにくを投げつけました。

「いたい！」

　さて気を取り直して。

　私は吸血鬼さん──もとい、オロネラさんを見やりました。

　見たところ歳の頃は二十代のように見えますけれども。

　大概たいがい、人と似た姿をしている人ならざる者は往々おうおうにして結構なお年を召めしておられるものです。

「あなた、幾いくつですか？」

「ふっ。女の子にいきなり歳を聞くなんて。キミは結構デリカシーがないね」

　私はにんにく投擲とうてきの準備に入りました。

「九二歳です」震えあがるオロネラさんでした。

「なるほど」

　ということはだいたい百年も生きているんですか。

　ほうほう。

「結構なご高齢こうれいなんですね……」

「何を言うんだ！　私なんて吸血鬼の里のなかではまだまだお子ちゃまだよ！　歳だってまだ三桁けたいっていないんだからお肌はだだってぴちぴちだろ！　ほら！」

　ぐい、と私に顔を寄せる吸血鬼さんでした。どうだ見てくれと言わんばかりに彼女は「ふむん！」と自らの頰ほおを私に寄せます。

「どう？」

　確かにお肌は綺麗きれいですけれども。

「にんにくの臭においがすごいです」


「…………」



　すっかり意気いき消沈しょうちんしたオロネラさんは、それから椅子の上で膝ひざを抱き、「うう……ひどいよ。私が何をしたっていうのさ……」と弱音よわねを吐き出します。

　彼女の口ぶりから察するに、どうやら吸血鬼が集まる集落しゅうらくなるものがあることは想像に難かたくありません。集落での暮らしがどのようなものなのかは私には分かりませんが、少なくとも人の街に出てきて血を吸って回るよりも快適かいてきであることは間違いないでしょう。

　わざわざおのぼりさんの如ごとく人の街に来ているということは、相応そうおうの事情を彼女が抱えているということにほかならないのではないでしょうか。

「どうしてこの国に来たんですか？」

　ですから私は端的たんてきにお尋ねしました。

　彼女は「むう」と口を開くと、

「やっぱり、ダメ？」

　と上目うわめ遣づかいで尋ねるのです。

　弱ってる……。

「駄目だめかどうかは、私には分かりかねます」

　退治してほしいとこの国の人に頼まれておいてこんなことを言うのは随分ずいぶんと白々しらじらしいものですけれども。

　事情を尋ねるくらいはかまわないでしょう。


「…………」



　オロネラさんは無言で私を見つめました。

　そして、ゆっくりと口を開くと、「ま、大した事情でもないんだけどさ、それでも聞きたい？」と語ります。

　大体こんな言い回しで語られる話はたいへんな事情を抱えているものなんですけどね。私知ってます。

　ですから相応の覚悟かくごで、私は頷きました。

　すると彼女は「そう」とだけ言って、そして語りました。

「私が人の街を徘徊はいかいするようになったのは、今から大体半年ほど前の頃からさ──」

　ややシリアスな雰囲気ふんいきを醸かもしながら。

　昔話を。





○






　数十年前。

「人の血はな、めっちゃ美味いんじゃぞ」

　まだオロネラさんが幼おさなかった頃。

　オロネラさんのおじいさんは、かつては集落の外、人の街で暮らしていた時期があったようで、よくオロネラさんとその妹さんに、昔話をしてくれました。

「人の血……？」

　首をかしげる女の子二人に、おじいさんは語ります。

「特に若い女性の血はめちゃくちゃうまいんじゃ。わしも若い頃は毎晩女の子をとっかえひっかえしたもんじゃなあ……懐なつかしい……」

　彼女が人の街に興味を抱いたのは、昔話を語るおじいさんの目が、いつもとても輝かがやいていたからなのかもしれません。


「…………」回想が始まったばかりで口を挟はさむのは恐縮なのですけれど。「あなたのおじいさんって何者なんですか」



「昔は人の世でぶいぶいいわせてた吸血鬼らしいよ」

「そうなんですか。ところでぶいぶいいわせてたって死語しごですよ」

「私の実家のほうでは使ってる人多いよ？」

「それは単に田舎いなかだからでは」




　何はともあれ、時は流れ。

　今から少しばかり前のこと。

　吸血鬼の集落にて退屈たいくつな毎日を送るうら若き女性の姿がありました。

　彼女が住む吸血鬼の集落は弱点である陽の光から逃のがれるために、そして余計よけいな争いごとを避さけるために、人里から遠く離れた深い森の奥、洞窟どうくつの中にあるそうです。

　そこで多くの吸血鬼は平穏へいおんな暮らしを満喫まんきつしていました。

　しかし、彼女はそうではなかったのです。

「もうやだ！　こんな田舎何も面白いことないし！　ごはんだっていっつも動物の血ばっかりだし！　じめじめしてるし！　やだ！　私、人の街で毎晩パーリィしたい！　人の生き血が吸いたい！」

　毎日のように近隣きんりんのお宅たくにまで響くほどにやだやだー！　と叫さけぶ九十歳。

　そう、彼女は面倒めんどうな反抗期はんこうきの真っただ中（九十歳）だったのです。

　そして都会とかいに憧あこがれた世間せけん知らずの箱入はこいり娘むすめ（九十歳）だったのです。

　九十歳……。

　人間基準では遅すぎる反抗期に、彼女のご両親はたいへん困惑こんわくしたそうです。

「あんたまたそんなこと言って！　人間の街に行ったらろくな目に遭あわないんだからやめときなさいっていつも言ってるでしょ！　集落で大人しく採血業者に就職しゅうしょくしなさい！」とお母様。

　ちなみに集落では主に牛うしや羊ひつじなどの家畜かちくから血液を回収して、それを食料としていたそうです。

「やだ！　行きたい！」しかし彼女は聞き分けのない九十歳でした。

「お父さんからも何か言ってやってちょうだい！」

「ああ……うん。そうだな。人間はな、怖こわいぞ。人の街に行くのは、お父さんは反対だな」

「やだ！」しかし彼女はとにかく頑がんとして言うことを聞かない困った子でした。

「まったくもう……一体誰がこの子に余計なことを吹き込んだのかしら……」

「ほっほっほ」

　おじいちゃんでした。

「おじいちゃん！　この子に余計なこと言わないで頂戴ちょうだい！」

　毎日のように「行きたい行きたい！」「行きたい行きたい！」「都会に行きたい！」と泣くばかり。

　そんな日々を過ごすなかで、彼女はとある結論に辿り着きました。

「家出いえですればいいじゃん！」

　家出、すれば、いいじゃん。

　もう九十歳ですし。いい歳ですし。親の反対など押し切って自由に生きればよいではないですか。

　というわけで。

　そんな流れを経て。

　満まんを持じして。

「あばよ田舎！」

　こうして彼女は荷物をまとめて田舎から出て、晴れて憧れの都会生活──もとい、人間の街での暮らしを始めたのです。




　ところで私たち人間が知るところの一般的な吸血鬼というものは、どんな存在でしょうか？　太陽に弱くて、生命力が強くて、大概が魅力的な外見をしていて、しかし人間に危害を加える危険な存在。あとにんにくに弱い。

　大体こんな認識ではないでしょうか。

　オロネラさんは、人の世界を訪れてから今日に至るまでの半年ほど色々な国をふらふらとあてもなく渡り歩いてきましたが、大体、どの国でも吸血鬼に対する認識というものは同じでした。

「こんばんはお嬢さん。ちょっと血を頂けないかな。私お腹が空いててね」

　最初に行った国では、彼女は馬鹿ばか正直に正面切って、意訳いやくすると大体こんな感じのことを言って血をおねだりしたようです。

　そんな純真じゅんしん無垢むくあるいは世間知らずな彼女に対する街のお嬢さんの反応はこちら。

「は？　きも」

　すげなく振られました。


「あれー……？」



　人は簡単かんたんに血を分け与えてはくれないのです。たとえ体内で作られ、また体内で補われるものだとしても、あっさり「ああどうぞ」と首筋を差し出してくれはしないのです。

　彼女はそれから国から国へと渡り歩きましたが、親切に血を吸わせてくれる人は現れませんでした。誰に頼んでも、「は？　きも」と断られるばかりです。

　一か月ほど色々な国を渡って、空腹くうふくを紛らわせるために血を吸わせてもらえるように頼んで回りましたが、誰も彼女の希望に応えてはくれませんでした。

「おなか減った……。こいつは困ったね……」

　やがて彼女は空腹に耐えきれなくなりました。

　彼女たち吸血鬼は極度の空腹状態になると、我を失い、発作的に人の血を求めてしまうことがあるようで、そのため、空腹状態にならないように、適度に動物の血を吸っているそうです。しかし人の街に出た彼女の目の前には、美味おいしそうな若い女性がたくさんおられるのです。

　耐え忍ぶことは彼女にとって苦痛そのものでした。

　ゆえに、少々よくないことをしました。

「……おじゃましまーす」開けっ放しの窓から人の住居にこっそりと侵入するオロネラさん。ベッドで寝息をたてる女の子に寄り添うと、彼女はその髪をかき分け、そして、首筋に、牙をたてました。

　血をほんの少しだけ、ひと口にも満たない程度に頂戴したのです。

　ところで吸血鬼の体液には特殊な作用が含まれているといいます。吸う量が多すぎると、人の身体が体液と反応して吸血鬼の眷属になってしまう可能性があるから、飲むのはひと口がいいんだ、と彼女は教えてくれました。

　ちなみにひと口で人の身体に起こる変異へんいは、患部かんぶに起こるささやかなかゆみだけだそうです。

　やっぱ蚊みたいだなと思いました。

　それから彼女は夜な夜な、窓から人の家に忍び込んでは女の子の血を吸って回る日々を過ごし始めたのだといいます。

　なぜ女の子の血しか吸わないのでしょうか？

　私の問いかけに、彼女は、

「女の子の血が一番おいしいって私のおじいちゃんが言ってたから……」

　と少々困りながら答えてくれました。それと大人の男性は怖いから近づけない、とも。

　なに生娘きむすめみたいなこと言ってんでしょうかこの吸血鬼。

「で実際美味しかったんですか」

「うふふ。知りたいかい。魔女さん」


「…………」



　しかしいくら忍び込んだとしても、人は夜中に何者かに血を吸われたことに気づくものです。それに夜中に人の寝室に忍び込む彼女が、いつまでも誰にも見られない、なんてことはありませんでした。

　吸血鬼が夜な夜な忍び込んで血を吸っている、という噂はすぐに広まりました。

　やがて対策も打ち立てられました。

　ある日、いつものように窓から忍び込んだオロネラさん。

「いただきまーす」

　と口を開けた彼女に、寝ていたはずの女の子は起き上がりました。

「この吸血鬼め！」ぽい、と放たれるにんにく。

「あう」にんにくはオロネラさんの額ひたいに直撃。

　鋭するどい痛みが彼女の額から全身に走りました。にんにくは吸血鬼にとっての天敵てんてきなのです。

　その日オロネラさんは額を押さえながら夜の空へと逃げました。

　翌日からはまったくうまく行かなくなりました。街の人々はこぞって窓際まどぎわににんにくを飾かざるようになり、にんにくを置いていない家は、入ったとたんに住民によってにんにくを投擲されるようになったのです。

　ちなみに窓ににんにくを置いていない家は主に若い女の子が住む家──以前オロネラさんに血を吸われた被害者が住む家でした。

　家に忍び込んだオロネラさんはもれなくにんにくまみれになりました。被害女性たちによる報復ほうふくを食らったのです。

「ひ、ひどい！　どうしてこんなことするのさ！」

　因果いんが応報おうほうじゃないですかね。

　結局オロネラさんは逃げるように国から出ていくことになりました。

　別の国に辿り着いたオロネラさんは、再び、夜な夜な住居に忍び込みました。最初の内は誰も気づかず、血を吸わせてくれるものです。けれど、一か月ほど経つと住民たちも吸血鬼である彼女の存在に気づき、こぞってにんにくを投げつけてくるようになるのです。

　にんにくを投げられるようになると、彼女はまた別の国へと旅立ちます。

　彼女は同じことを延々えんえんと繰り返しました。血を吸って、ばれて、にんにくを投げつけられる。そんな日常を過ごしました。

　いつまでも状況はよくならないまま、同じような日々を彼女は送りました。

　ちなみにどういうわけか、この国に至っては彼女の姿を見るなり「あ、泥棒どろぼう！」と叫ばれ、にんにくを投げつけられる憂うき目めに遭われているようです。これも因果応報だとは思うのですが、彼女はやはり「ひ、ひどい！　どうしてこんなことをするのさ！」と嘆なげいておられました。




　以上。

　ここ半年間の出来事でした。


「…………」



　まあ要ようするに。

　総括とうかつすると。

「ぜんぜん大した事情じゃないじゃないですね」

　要約ようやくするとよくある家出話ですね。

　オロネラさんは私の言葉に耳を傾けつつ、窓の外を見ました。とてもとても遠い目をしていました。

「だから最初にそう言ったじゃん」





○






　この国のお役所からされた依頼をこなそうとするのならば、彼女をこの国からとっとと追い出してしまえばそれで解決なのは間違いないでしょう。

　しかし、それは根本的な解決になるのでしょうか？

　この国から追い出されたとしても、彼女はきっと新たな国で同じように夜な夜な忍び込んでは人の血を拝借はいしゃくして、そしてまた同じように住民からにんにくを投げられるようになるのでしょう。きっとここで私が彼女を諭さとして、「もうこんなことしちゃ駄目ですよー」なんて言いながらこつんと彼女の頭を叩いて叱しかったとして、意味などあるのでしょうか。

　何より、彼女の回想には上がりませんでしたが、この国のお役人さん曰いわく、窃盗にまで手を出しているようですし──あまりいい状況とは言えません。

　困りましたね。

「ね。ところで私、ちょっと長話したら喉のどが渇かわいちゃった。何か美味しいものが飲みたいな」

　困りましたね。

「ジューシーな血をひと口頂戴な」

　ほんと困りましたね……。

　私は大げさにため息を漏らしながら、彼女に語ります。

「とりあえず今後は窓から人の家に忍び込むのはやめましょうか」こそこそとするからよくないことに手を出してしまうのですよね。

「人の家に忍び込むのをやめると約束したら血を吸わせてくれる？」

　何を仰るのやら。

「私が首から血を吸わせることはありませんのであしからず」

「なんで」

「首の辺りがかゆくなるのは嫌ですし」

「むう……」

　不服ふふくのようです。頰を膨ふくらませたまま彼女は私を見やりました。

　そんな顔をされてもいやなものはいやなので、彼女のために髪をかき分けうなじを見せることはしません。

　それよりも今は彼女が人の街に受け入れられる方法を考えるのが先ではないでしょうか。

「ひとつお聞きしたいのですけれども」私は彼女に尋ねます。「もしも合法的に血を吸えるような方法があれば、あなたはこそこそと夜中に人の家に忍び込んで血を吸うようなことはなくなるんですよね」

「？」彼女は私の言葉に首をかしげ、やや気難しく顔をしかめ、「んー」と唸うなってから、

「そうだね。まあ……そんな方法があれば、夜中に忍び込むことはなくなるね」

　最初は馬鹿正直に、今しがた私にそうしたように「血を頂戴な」と住民──主に若い女の子に頼んでいたようですし、彼女も好き好んで空き巣のようなことを繰り返しているわけではないのです。

　忍び込むのは、それ以外の方法を彼女が思いついていないからにほかなりません。

　私はしばし考えました。

　彼女が人の家に忍び込まなくてもいい方法。

　何かないものでしょうか──。

「……あ」そして、ふいに、私は思い至ります。

　画期的かっきてきとは言えないものの、そこそこ悪くはない方法。

　一つありますね。

「……オロネラさん。探偵業に興味はありませんか」

　私は言いながらベッドの脇に目をやりました。

　ついさっき読み終えたばかりの探偵小説がひとつ、置いてありました。

　探偵が吸血鬼だったという荒唐無稽な小説が、ひとつ。





○







    
      
        
      
    

  





「つまり人助けした見返りに血を拝借すればいいと？」

　月明かりに照らされた街のなか、私とオロネラさんは並び歩きながら言葉を交わしました。

　彼女は私の提案に少々訝いぶかしげでした。

「でも私、謎解きとかあんま得意じゃないんだけど」

「いえ無理に謎を解いてほしいとは言っていませんよ」私はゆるりとかぶりを振りました。「探偵と言いつつあなたにやってもらいたいのは、街で困っている人を捜さがして、手助けになってあげるというだけのことです。頭脳労働よりも肉体労働を主軸に働いてもらおうと思っています」

「……つまり要は何でも屋ってこと？」

「そういうことです」

「じゃあもう探偵じゃなくて何でも屋でよくない？」

「オロネラさん。こういうのは形から入るのが一番いいんですよ……」

　オロネラさんが多くの人の助けになれるほどの身体能力を有しているかどうかに関しては少々疑問の余地がありますけれども──。

「……ま、いっか」

　オロネラさんは結局納得してくれたようでした。その折、彼女は歩みを止めて、ふいに通りに佇たたずむブティックを眺ながめます。

　綺麗な服が並んでいました。

　ガラスに映り込むのは、ぼうっと服を眺めるオロネラさんと、その様子に首を傾かしげる私の姿。

　そして、やがて。

「じゃあこんなんでどうかな」

　彼女はくるりとその場で一回転。

　直後です。

　彼女が着込んでいた赤と黒のドレスが、姿を変えました。

　頭にはハンチング帽ぼう。彼女の身体には、キャメルのトレンチコートが着せられました。その有様ありさまはなんとなく、どことなく頭の中で思い描えがく古典的な探偵の姿そのもので、彼女の大人びた雰囲気も相まっていて、妙に様さまになっていました。

　というか。

「……今のどうやったんですか？」

　お見受けしたところブティックのショーウィンドウに並んでいる服をそのまま写して自らに着せたようですけれども。

「吸血鬼だからね。この程度、お手の物さ」

　曰く、彼女たち吸血鬼は自らの姿を自在に操あやつる能力を持っているようです。血が足りているときに限って、顔だけでなく、着ている服、声や自らの姿に至るまで自由自在に。本日はまだそこまでお腹が減っていないから服くらいなら変えられるのさ、と彼女はその場で何度かくるりと回って着替えてみせてくれました。

　トレンチコートからドレスに戻り、私のローブになり、それからショーウィンドウに並ぶ服に何度か着替え、そしてまた、トレンチコートに戻ります。

　ところでこの辺りで気になったのですけれど。

「吸血鬼って鏡に姿が映らないのでは？」以前読んだ本にはそんなことが書かれていた気がしますけれど。

「いや全然そんなことないけど」

「いえでも──」

「キミってもしかして本を読んだだけで専門家面するタイプ？」

　私はにんにくを投げつけました。

「いたい！」

　しかしなるほど。

　随分な特殊能力をお持ちのようで。

「これはお仕事のほうも期待できそうですね……」




　こうして私とオロネラさんによる探偵業がささやかに幕を開けました。

　街を歩き、道を進んだ私たちは、道行く人に片かたっ端ぱしから声を掛──。

「ちょっと待った！　私、可愛かわいい女の子以外の血はいらないから！」

　……主に可愛い女の子をターゲットに絞しぼって声を掛けて回りました。とはいえ私が声を掛けてしまっては今後は彼女が主に一人で活動することになりますから、その予行演習をかねてお声掛けは主に彼女が。

「こんにちはお嬢さん。ごきげんいかが？」「ちょっと今、困っていることとかありませんか？」「私、近頃探偵業を始めまして、よかったらいかがですか？」

　とまあこんな感じに。

　その折、私は彼女のサポートとして、

「彼女、ものすごく頭がよくて、何でもできちゃうすごい人なんですよー」「困っていること、ほんとに無いんですか？　ご自分の胸に手を当ててみては？」「あなたが最初のお客さんです！　どうです？　お得ですよ？」

　などと事あるごとに合いの手を入れておりました。要するに手持ち無沙汰ぶさただったのです。

　夜の街で女の子に片っ端から声を掛けて回る怪あやしい二人組がいる──なんて通報をされてもおかしくはない程度に、私たちは女の子から女の子へと梯子はしごしました。

　しかし、梯子した、という言い回しからもしかしたらお察しできるかもしれませんが、私たちの営業活動はまったくもって上手くいきませんでした。

「は？　きも」

　女の子たちはこぞって私たちの提案をそのようにすげなく蹴けり飛ばすのです。とりつく島もありません。この街の女の子たちは冷つめたい子ばかりなのでしょうか？

　いえいえ、そんなことはありません。女の子たちがどなたも例外なくまさしくゴミを見るかのような目をこちらに向けてきたのは、決してこの国の平均的な女性がそのような人ばかりだからではないのです。

　主にオロネラさんのせいだと私は思っています。

「え……？　探偵？　丁度ちょうどよかったわ！　実は私、困っていることがあるの！」

　幸運にも五人目くらいで私たちは依頼を受けてほしい、と申し出る奇特きとくな女性と巡めぐり会いました。彼女は私たちを交互に見ながら、

「……でも、探偵さんって、お高いんでしょう？」

　と訝しげな目を向けるのです。これは好機こうき。

　オロネラさんはお金が欲しいわけではありません。ひと口程度の血を分けてほしいだけなのです。

「ふふふ。お代は結構」

　だから彼女は、とっても嬉しそうな表情を浮かべながら、女性に答えるのです。

　このように。

「代わりにちゅーさせてよ」

　などと。

「は？　きも」

　結局五人目に巡り会えた心優しい女性も、オロネラさんの意味不明な発言のせいでまさしくゴミを見るかのような目を向けて、そのまま「二度と近寄んなよ」と道端みちばたに唾を吐き捨てて去って行ってしまいました。


「…………」



　私はオロネラさんに目を向けました。

　例によってつい先ほどから何度となく向けられたゴミを見るような目をしていたと思います。「あの、オロネラさん。あなたいつもあんな風に頼んでいるんですか？」

「うちの実家のほうではちゅーする、は血を吸う、を意味するんだよ」

「そうなんですか」

「うん」

「やめたほうがいいですよそれ」

「やっぱり？」




　彼女はついうっかり道行く女性に対して血を吸わせてほしいと頼むべきところで「ちゅーさせてよ」と頼んでしまう珍妙ちんみょうにも程がある癖くせをお持ちのようでしたので、私は丁度いい頃合ころあいに彼女の迂闊うかつな言動を妨害ぼうがいしつつ、住民からの依頼を取り付けました。

　幸さいわいにも、「血をあげるの……？　なんだか吸血鬼みたいなことを言うのね……」と怪訝けげんな顔をされがちでしたが、それでも露骨ろこつに拒こばむ人や「は？　きも」などと唾を吐き捨てる人はそれっきり現れなくなり、恙つつがなく住民（主に女性）の依頼を受けられるようになりました。

　まず一人目。

　夜の街で一人歩いていた女性に声を掛けました。

「私これからデートなんだけど、ちょっと場所が分からないのよね……なんとかならないかしら」

　要するに迷子とのことでした。デート場所が分からず迷子とはずぼらもいいところですが、依頼を頂けるのであればまあいいでしょう。

「分かったよ。じゃあバーを探せばいいわけだね」

　二つ返事でオロネラさんは承諾しょうだく。

　それから私たちは手分けしてデートの待ち合わせ場所を探しました。依頼人の女の子にはその場で待っていてもらい、私はほうきで、オロネラさんは自らの羽を用いて空の上からお店を探します。

　幸いにもお店はすぐに見つかりました。

「お店の場所はこの道を真まっ直すぐ行って突き当りを左に曲がればあるね。案内してあげる」

　オロネラさんはそして依頼人の女性の手を引いて歩き出し、お店まで彼女をエスコート。お店まで辿り着くと女性は、

「ありがとう！　まさかこんなに簡単に見つかるとは思わなかったわ──」

　とお辞儀じぎをしつつも、

「ところで、お代の血ってどうやってあなたにあげたらいいのかしら？」

　と首をかしげました。

　どうやってと言われましても、まあ首筋をかぷりと嚙んで血をちゅー、と頂ければオロネラさん的にはそれが一番いいのでしょうけれども。

「いやお代は結構」

　しかし不思議なことに、彼女は依頼を成し遂とげたというのに、血を頂けるというのに、首を横に振ったのです。

「これからデートの女の子の首筋から血を吸ってしまっては探偵の名が廃すたるでしょう？」

　なんて笑いながら。

　結局オロネラさんの初仕事は、無償むしょうで女の子をお店まで送り届けただけという、ただの親切に終わってしまったのでした。

　笑顔で女の子を見送る彼女の様子は吸血鬼らしさとはおおよそかけ離れておりました。

「いいんですかオロネラさん」私は尋ねました。

　直後にオロネラさんは少々強張こわばった顔をこちらに向けて、言うのです。

「……かっこつけちゃった」


「…………」



「イレイナさん。代わりにキミがちゅーさせてくれても──」

「謹つつしんでお断りします」

　というわけでそんな感じに一人目の依頼は成果は上がったものの報酬ほうしゅうゼロのただ働きとして幕を下ろしました。

　では、二人目。

「実は当店のトイレに引きこもっている女性客がおりまして……」

　私たちはその場の流れでバーへと入りました。お店のカウンターにてシェイカーをしゃかしゃかなさっていた女性は、眉まゆを下げながらそのような依頼を私たちにしてくれました。

　報酬に血を頂きたい、という提案には少々困惑されていましたが。

「……血って、どうやってあげればいいんですか？」

　あらかじめ詳しく説明しておかないとオロネラさんがまた格好かっこうつけて妙なことを言いながらお断りする可能性がありましたので、私は先んじて、「あの探偵は若くて綺麗な女性の首筋から直接血を頂くことに猛烈もうれつな熱意を持っていまして、依頼が完遂かんついされた暁あかつきにはあなたの首筋から血をひと口程度頂きたいそうです」と説明しておきました。

「まあ……。それはちょっと……恥はずかしいわね……」

　店員さんは少々頰を染めておりました。アルコールでも入っているのでしょうか。

　とはいえ露骨に拒むようなことはせず、彼女も快諾かいだく。いいひとでした。

　お店のトイレの前に私たちは立ちました。

「ごめんくださーい。大丈夫ですかー？」

　こんこん、とまず私が扉を叩きます。

「うぉええええ……」

　中から獣けものの咆哮ほうこうに似た嗚咽おえつが響きました。ほうほう。

「重症じゅうしょうですねこれは」

　さてどうやってこの中から出てきてもらいましょうか。

「イレイナさん。これは私が探偵らしく知恵ちえを絞る場面なんじゃないかな！」よく分からない場面でよく分からないテンションに見舞われてよく分からないことを仰おっしゃるのが、どうやらオロネラさんという吸血鬼の生態せいたいであるようです。「見るからにここは密室だね。扉には鍵がかかっていて、みたところ出口はこの一つだけ。中からは嗚咽が響いている。さっきからずっと吐いている様子が窺うかがえるね。恐らく相当そうとうな深酒ふかざけをしたに違いない。さてこの密室から彼女を出す方法だけれども、まず私はこの時点で三十五通りの方法を思いついてい──」

「え？」ばきん、と鍵かぎが壊こわれる音が私の手元から響きました。

　何かと思ったらうっかり魔法で鍵をぶっ壊していたみたいですね。あらあら大変。

　結局彼女が思いついた三十五通りの方法とやらは一つも試すことなく、私があっさり開錠かいじょうしていました。

「キミせっかちなの？」

「密室など魔法使いの前では紙くず同然ですよ」

　ちなみに鍵はあとでしっかり直しておきました。

　中から救出されたのは二十代前半の幼さを残した顔立ちの女性でした。どうやら近頃彼氏に振られたらしく、そのショックを忘れるためにお酒を浴びるほど飲んだようです。結果として彼女の吐としゃ物を便器が浴びる羽目になったわけですけれども。

　私たちはそれから女性客をトイレから回収。

　二度目に請け負ったお仕事はそんな感じに簡単に済みました。

「いやお代は結構」

　しかし、さて約束の報酬を頂こうと思った直後。例によってオロネラさんはまたしてもよく分からないことを仰ったのでした。

「仕事中に血を失ったら大変じゃない。その血はキミの労働力のためにとっておいておくれよ」

　私かっこいいでしょ？　とでも言いたげな雰囲気が彼女の全身から漂ただよっておりました。

　もう既に店員さんは上着をはだけて髪をかき上げて首筋を露わにしているというのに、それでも彼女は「結構だよ」とウインクしてみせるのです。

「探偵さん……」

　店員さんは結果として乱れた服を直しながら胸を押さえるに至りました。


「…………」



　私はオロネラさんをただただ見つめました。

　一方で彼女はほどなくして、空腹にあえぐお腹を押さえながら嘆息たんそくを漏らすのです。

「……またやっちゃった」

「学習能力ないんですか？」

「だ、大丈夫……次こそほんとに血をいただくから」

「えーほんとですかー？」もうこの時点で彼女の探偵業に対する信頼度は私の中で地の底まで落ちていたわけですが、それでもとりあえずお手伝いは続けました。

　というわけで、それから私たちは三人目──本日最後の依頼を受けることにしました。

　依頼人は先ほどトイレで吐き続けていたお客さんです。

「うぇおええええええ……」

　翻訳ほんやくしましょう。

　夜中にバーでお酒を飲んでいたところ、うっかりお財布を家に忘れてしまったためにとりに行ってほしい、と頼まれました。

「なるほど。それは大変だね。私が解決しよう」

　お背中をさすってあげながらオロネラさんは彼女の依頼を引き受けました。バーの女性はまた吐きました。

「ひうううう……ありがとう……ありがとぉ……」

「見てよイレイナさん。私のお仕事が人の喜びに繫つながってる！」お背中をすりすりとさすり続けながらよく分からないことを仰るオロネラさんでした。

「喜ぶのはお代を貰もらってからにしませんか」

　あと彼女喜んでませんよ。

「うぉえええええええ……」

　さっきからずっと吐いてますよ。




　身体をアルコールに蝕むしばまれているお客さんにお話を伺うかがったところ、部屋に帰っても一人だから帰りたくないとの愚痴ぐちをこぼしつつ、家の場所を教えてくれました。

　彼女の自宅はバーからそれなりに近い位置にあるようでした。

　私たちは彼女から家の鍵を拝借し、彼女のお宅へと向かいます。

「あなたっていつもあんな感じなんですか？」

　歩いている最中に手持ち無沙汰になった私は、オロネラさんに尋ねます。

　彼女は首をかしげる私を真似まねるように同じく首をかしげ、「なんのこと？」と私に尋ねてきましたので、私は少々かみ砕いて言葉を綴つづります。

「いつもあんな感じに他人に親切をしているんですか？」と。

「いや、親切にしているつもりはないんだけど……」オロネラさんは少々難しい顔をしていました。「今は別に血に飢うえているわけでもないし、それに、今はイレイナさんがいるし、私一人で依頼を達成したとは言い難いでしょ。報酬を貰うのはなんだか気が引けるんだよね」

「ははあ」

　随分と真面目なことで。

　しかし彼女のこの生真面目というか馬鹿正直とも言えるような性格からは、彼女が普段行っている行動というのは少々乖離かいりしているように、私には感じられました。

　夜な夜な窓から忍び込んで血を吸う──というのは、まあ、お腹が減っていてどうしようもないときに仕方なく、という事情があるために理解はできます。

　けれど、彼女はこの街においてもう一つ罪を犯おかしているのです。

　役人さん曰く、この街では現在、吸血鬼による窃盗が流行していると聞きます。

　血を貰うためとはいえ、探偵業に生真面目に取り組み、その割には報酬を貰うのは気が引ける、なんて言いながら空腹を耐え忍ぶような彼女が、窃盗を犯しているというのです。

　随分と不思議な話ですね。


「…………」バーで酔っ払っていた女性の家に辿り着いたのは、そんなことをつらつらと考えているときのことで、私は家の鍵を差し込み、ひねりながら、気づけば振り返っていました。



「そういえばオロネラさん。どうして窃盗なんてしているんですか？」

　少なくとも、彼女と会って、話をして、一緒にこうして歩いている今、そのような噂話はにわかには信じがたい与太よた話ばなしに思えてなりません。

　盗みを犯すのには、きっと何か深い事情があるのでしょう。

　そんな風に思えてならないのは、私がオロネラさんという吸血鬼さんのことをそれなりに一人の人間として信頼できると感じていたからでしょうか。

「え？」

　私の問いかけに、彼女は素すっ頓狂とんきょうな表情を浮かべていました。

　とぼけているような様子もなく、ただ単純に、私の言葉の意味が分からない、とでも言うかのように、とてもとても怪訝な顔を、彼女はしたのです。

　そして言いました。

「私、人の家から物を盗んだことなんて、ないけど」

　そして私が扉を開いたのは、ちょうどその時のことです。

　オロネラさんに言葉を返すよりも先に、私は部屋の中が少々異質いしつな雰囲気にまみれていることに違和感を抱き、口をぽかんと開けたまま、止まりました。

　誰もいないはずの女性宅には、明かりがついており、ごそごそと物音がささやかに響いていました。一人暮らしとのお話を伺っていたはずですが、どういうわけか彼女の家には、既に人がいる気配があったのです。

　いえ、気配だけではありませんでしたね。

「……あっ」

　家の中。

　こちらを振り返った女性は、とてもとても気まずそうに顔をしかめていました。

　散らかった部屋の中。開けっ放しになっている引き出しに手を突っ込んだまま振り返った彼女の傍かたわらには、ネックレスや指輪にはじまり、見るからに高価そうなバッグや時計などが不自然なほど綺麗にまとまっており、明らかに持ち出す直前としか思えませんでした。

　そのうえ、何より気になったのは、その女性の姿が見覚えしかないものだったことです。

　半開きになった口には牙が生えており、着込んだドレスの背中からは、羽が生えています。それは本日私も目にしたオロネラさんの本当の姿そのもの。

　つまるところその姿はまさしく吸血鬼だったのです。

　だったのですけど。


「…………」私はじろりと部屋の中にいる女性を凝視しました。



「……え？」私の後ろでオロネラさんは怪訝な表情を浮かべるばかりでした。

　本物の吸血鬼とは似ても似つかないくらいに私たちの目の前にいる女性から生えているその羽ははりぼてで、牙も、一度嚙んでしまえばそのまま折れてとれてしまいそうなくらいに安っぽい代物でした。

　要するに偽者にせものだったわけですね。

「……えっと」ここで私の後ろの探偵さんは、探偵らしく推理をしてみせました。「イレイナさん。人の家から物を盗んでいる吸血鬼って、もしかしてアレのことじゃない？」

「そのようですね」

「あれどうみても普通の人だけど」

「そのようですね」

「つまりどういうこと？」

「ただの空き巣じゃないですか？」

　もう少し細かく言うのであれば。

　ただの空き巣が吸血鬼のコスプレ衣装を身にまとい、オロネラさんに罪を被かぶせようとしていた、ということでもありますね。

　さすがに人のよいオロネラさんでも、空き巣の現場を目まの当たりにして笑って許せるほどのお人よしではなかったようです。

　オロネラさんはそれから、私の横をすり抜けて、吸血鬼──の格好をした空き巣さんへと、歩み寄っていきます。

　探偵らしいトレンチコートから、吸血鬼らしいドレスへと姿を戻して。

　ゆっくりと、焦あせらすように。

　一歩、また一歩とオロネラさんが近寄る度に、空き巣さんの顔から血の気が引いていきました。


「あ、えーっと、私、実は吸血鬼でね？　とっても怖いのよ。分かる？　いい？　それ以上私に近づくと血を吸うわよ？　マジで吸うわよ？　あ、ちょっ──」



　ところでオロネラさんは本日、何も口にしておらず、そこそこ働きづめていたためにお腹が少々減っていたようです。

　であるならば。

　ついうっかりつまみ食いをしてしまっても、それは恐らく仕方のないことなのではないでしょうか。




「ひうううう……ありがとう……ありがとぉ……。探偵さんすき……！　結婚して！」

　お財布を家から回収した私たちは、酔っ払いの女性のもとへと戻り、依頼を完遂しました。お客さんは私たちを待っている間ずっとお水を飲んでいたようですが、それでも醒さめやらぬ酔いは彼女の意識を曖昧あいまいになさっているようで、

「お礼にこれを……」と彼女は自らの首筋を露わになさりましたが、「私のすべてを貰ってくれても……いいんですよ？」とオロネラさんに身を委ねるように倒れ込みましたが。

「え、ちょっと……大丈夫？」

　オロネラさんに抱き起こされた彼女は、目を瞑つむり、明らかに半分眠っていました。「……ぐうう」何なら既にいびきをかいてすらいました。





    
      
        
      
    

  


　きっと明日には自らがバーで何をしていたのかなど覚えておられないことでしょう。


「…………」



　オロネラさんは、酔っ払いさんの乱れた服を丁寧ていねいに直してあげたのちに、彼女を寝かせ、その場に立ち上がりました。

　そして言うのです。

「いやお代は結構」

　依頼人は既に夢の中だというのに、相変わらず格好つけながら、けれど同時に自らの唇くちびるを舐なめながら、言うのです。

「もう貰ったからね」





○






　翌日。

　陽が沈んだ頃。

　私はこの国のお役所へと赴いていました。

「いやあ魔女さん。お手柄てがらですよ。昨日捕まえた吸血鬼──のコスプレをしているだけの空き巣、以前からずっとこの国で空き巣を繰り返していたようで、彼女の家から盗品とうひんがいくつも見つかりまして」

　昨日私たちと遭遇した空き巣は、そのまま私が陽が昇った頃に、お役所に突き出したのです。

　お役所で取り調べを受けたのちに、空き巣が近頃、吸血鬼の格好をして盗みを働いていたことが明らかになりました。犯人の女性は「最近吸血鬼が出ているらしいから吸血鬼の格好をすれば盗みを働いてもばれないと思った」などと供述きょうじゅつしているそうです。

　実際、この国では夜な夜な人の家に忍び込んで血を吸って回っていたオロネラさんが窃盗までしているとあらぬ疑いをかけられていたわけですから、彼女の思惑通りに事が運んでいたことは間違いありません。

　まったく。なんて悪い人なのでしょう！

「ところであの空き巣、なんだか貧血ひんけつ気味だったんですけど、何かあったのでしょうか？」

　お役人さんは首をかしげながらそのようなことを仰っていました。

「さあ？」私は素知そしらぬ顔で同じく首をかしげ。

　そして、私の隣に座るオロネラさんは、

「えへへ」

　と少々恥ずかしそうにしていました。「ちょっと吸いすぎちゃった」とも語っていました。そのお肌は齢よわい九二歳とは思えぬほどつやつやとしていました。

　よくよく考えてみれば、オロネラさんはそもそも超田舎での育ちのうえ、人里離れた洞窟育ち。血さえあれば服も自在に切り替えることができるうえに、食事だってとる必要はないわけです。そのうえお金などたいして必要ありません。

　空き巣を繰り返す理由などほとんどないのです。

　私もこの国の人たちも、彼女や吸血鬼そのものの生態について詳しく知らなかったために、すっかり彼女が空き巣犯だと勘違かんちがいしてしまっていたということなのでしょう。

　申し訳ないことをしてしまいましたね。

「大変申し訳ありませんでした。吸血鬼様」

　向かい側に座るお役人さんは、深々ふかぶかと頭を下げると、「街の住民が大変な無礼を働いたようで、本当になんとお詫わびしたらよいのか……」と言葉を濁にごらせます。

「今回のお詫びというわけではありませんが──」

　役人さんは言うと、懐から幾らかの金貨と二枚の紙きれを取り出します。「こちらは今回の依頼の報酬と──それと、この国で三本の指に入るとか入らないだとか言われている高級宿屋のチケットです。レストランも併設へいせつしていますので、ぜひ魔女様とお二人でゆっくり羽を休めてください」と。

　高級宿屋に高級レストランですか。

　高級……。

　いい響きですね……。いえ、しかし。

「随分とよくしてくれるんですね」

　私が首をかしげると、役人さんは少々照れ臭そうに笑いました。

「ええ。今回の一件で吸血鬼様のファンになりまして」

「職権乱用では？」

「やっぱり駄目でしょうか」

　首をかしげる役人さんを後目しりめに私は真横へと顔を向けます。

「ええ……？　こんなもの貰っていいの？　マジ……？」

　いきなり手渡された金貨と高級宿屋のチケットに当惑しながらも、触れていいものなのか迷いながらあたふたとしているオロネラさんの姿がありました。

「まあ、いいんじゃないですか？」





○






　その日、早速さっそくとばかりに私たちは高級宿屋へと足を運び、そのついでとばかりに高級レストランへと赴きました。

「へい、シェフ。私は新鮮な血を所望しょもうするよ」

　席に座るなり彼女はぱちんと指を鳴らして高らかに宣言なさりました。少々困惑の表情を浮かべるウェイトレスさんは、「ご注文はお決まりですか？」とオロネラさんの発言をそのまま聞き流して私に問いかけます。

　とりあえずコース料理を頼んでおきました。

「へい、シェフ。私は新鮮な血を所望するよ」

　無視されたことなど気にかけておられない彼女は再び指をぱちん、と鳴らします。

　私は嘆息を漏らしつつ、「すみません。彼女の料理だけ極力火を通さないようにしていただけますか。あとにんにく抜きでお願いします」と頼んでおきました。ウェイトレスさんは少々訝しみましたが、「かしこまりました」とやや無茶とも思える注文にも頷き、そのままお店の奥へと行ってしまいました。

「まああなたの一番の好物ではないかもしれませんけれども、それなりに美味しいと思いますよ」

　何せここは三つ星レストランですからね。

　オロネラさんは私に頷くと、

「楽しみだね」声を弾ませて、語ります。「何を隠そうこの私、実は昨日から何も口にしていないんだ。なぜだか分かる？　イレイナさん」

「人の血を吸ったら問題視されるからでしょう」

「このディナーを楽しみにしてたからさ！」

「いや人の血を吸ったら問題視されるからでしょう」

　昨日の今日でまた住居の窓から侵入なんてしたら、「は？　この吸血鬼やっぱ悪人じゃん」などと思われかねません。恐らくは人の血を吸いたい衝動に駆られつつも、我慢がまんしてここを訪れたのでしょう。

　しかしさすがは高級レストランというべきか、私たちがそのように他愛もない会話を少々弾ませたところで、私たちのテーブルに料理が次々と運ばれてきました。

　私たちは次から次へと訪れる新しい味に喜び、舌鼓したつづみを打ちつつ、しばし一仕事終えたあとの歓談かんだんに入ります。

「そういえば私って吸血鬼の探偵じゃん」

「そうですね」

「やっぱり探偵には相棒あいぼうが必要だと思うんだよ。イレイナさん」

「残念ながら私は旅人ですので、相棒になるのは無理ですよ」

「……お肉あげよっか」

「賄賂わいろでしたら受け取るつもりはありません」というかほぼ生肉じゃないですかそれ。余計いらないです。

「イレイナさんが相棒になってくれないのなら私はこれから誰とペアを組んでお仕事すればいいっていうのさ」

「試しにお人形でも手に嵌はめてみてはどうでしょう？」

「テキトーに言ってない？」

「お肉美味しいですね」

「あげよっか」

「いらないです」

　そんな会話を挟みつつ、私たちはあっという間に完食。食べ終えたあとに時計を見て、私はレストランを訪れてからそれなりに時間が経過していることに気が付きました。

　どうやら楽しいひと時が私の中では過ぎていったようです。

　食後には紅茶がテーブルに運ばれてきました。

　私はぼんやりとお店の中を眺めながら「美味しかったですね……」と嘆息を漏らしたのちに、ふと彼女を見やります。

　この国で探偵としての活躍を始めた彼女ですけれども。

「いつ頃までこの国に留まるおつもりですか？」

　私は首をかしげました。彼女も流れ者のようなものですから、まあいつまでもこの国に居座り続けるつもりはないことくらいは想像に難くありません。

　オロネラさんは「んー、そうだねー」と唇に指を添えながら視線を彷徨さまよわせると、

「とりあえずあと一か月くらいはいようかな」

　と答えます。

「まだ妹の手がかりが全く見つかっていないからね」

　とも。

　ほうほうそうですか。

「妹さん、どこにいるんでしょうね」

「ほんとにね」

　今から少しばかり前のこと。

　おおよそ一年ほど前のこと。

　吸血鬼の集落にて退屈な毎日を送るうら若き女性の姿がありました。

　オロネラさんと一緒に二人でおじいちゃんの昔話をかつて聞いていた妹さんは都会もとい人間たちの住まう世界にやけに憧れを抱くようになってしまい「こんな田舎出てってやるー！」などとぬかしながら、吸血鬼の里を出て行ってしまったそうです。

　夢見がちな妹にお姉さんであるオロネラさんは大層冷ひやややかな目を向けていたそうですが、まさか本当に故郷を出ていくなどとは露つゆほども思っていなかったそうです。

　突然家出した妹さんを、ご両親は大変心配しました。

「あの子ほんと何考えてるのかしら……」「まったく……」「ほっほっほ。若いのう」

　主におじいちゃんの与太話のせいでこうなったのですが、おじいちゃんは相変わらず呑気のんきに構えてました。「まあしばらくしたら帰ってくるよ」とオロネラさんもさして事態を重く見てはいなかったといいます。

　しかし何か月経っても、妹さんが帰ってくることはありませんでした。

「おじいちゃん！　あの子全然帰ってこないじゃない！　どうしてくれるのまったくもう！」お母様は激怒げきどしました。

「ほっほっほ。今頃都会で若い女の子をとっかえひっかえしとるんじゃろ」おじいちゃんは相変わらずでした。

　結局それからも妹さんが帰ってくるような兆きざしはなく、家出した妹さんを連れ戻すためにオロネラさんが駆り出されることとなったのです。

　そうして半年間、色々な国を渡り歩いて妹さんを捜して回ったのですが、オロネラさんはにんにくを投げつけられるばかりで、まともに妹さんを捜すことはできなかったといいます。幾つか国を渡って、手がかりは見つけたものの、発見には至っていないといいます。

　いやはや困りましたね。

「ほんと、あの子どこ行ったんだろ」

「お仕事は何をされているんでしたっけ？」

「うーん……確かこの国で探偵業をしている、って噂は聞いたんだけど──」

　ぼんやりと頰杖ほおづえをつきながら、オロネラさんは店内に目をやります。

　そのときでした。

　店内の明かりがすべて落とされました。

　一体何事かと店内を見渡すと、お店の奥から、小さな蠟燭ろうそくの明かりがゆらゆらと現れ、窓際席の方へと呑気な歌と共に運ばれていきます。

「……魔女さん、あれは何？」

　おや人間の世界の風習をご存じないようで。

「お祝いのケーキですね」店員さんの手に抱えられたケーキは、窓際席へと運ばれていました。「大方、お付き合いしてるカップルの記念ケーキか何かじゃないですか」

　おめでたいですね。

　私は食後の紅茶を置きつつ、店内でまばらに響きはじめた拍手はくしゅに加わるように、手を叩きました。向かい側に座るオロネラさんも同様に、「おめでとー」と祝福を込めて拍手をひとつ。

　直後です。

「きゃああああああああああああっ！」

　お店の奥のほう──ちょうどトイレの近くから、どなたかの叫び声が響きました。

「……何事で？」

　と私は首をかしげました。

　そして、それから店内に明かりが灯されたときに、私は知るのです。


「…………」




「…………」



　私もオロネラさんも、このとき閉口していました。

　倒れている女性の後ろのほう──トイレの辺りから、店内を窺う一人の女性の姿が目に入ったのです。

　私服がワインまみれの女性は「あわわわ」と口を開き慌あわてふためきながら、トイレの中へと消えてしまいました。ほとんど一瞬しか見えませんでしたが、その女性の姿は妙なもので、見かけ上では二十代半ば程度。淡い茶色の髪と、赤い瞳が特徴的で、どことなく目の前のオロネラさんと似通っているようにも見えなくもありませんでした。

　というか。

「今の妹さんじゃありません？」

「妹だね」

　ぼんやりトイレのほうを伺っていると、ほどなくして淡い茶髪の女性──もといオロネラさんの妹さんがひょっこりと現れました。

　淡い茶色の髪の上にはハンチング帽が被せられていました。身を包んでいるのはやけに丈の長いトレンチコート。いかにもな探偵ルックを身にまとった彼女の両手にはなぜだかパペットが装着されています。

　どうやら吸血鬼さんの特技の一つである早着替えもとい変身をなさったようですが。

「なんで探偵らしい服装に着替えたんでしょうか」

「推理でもするつもりなんじゃないの」

「でも犯人明らかに彼女ですよね」

「そうだね」

「ところでなんで両手にパペットつけてるんですか」

「あの子ちょっと変な子なんだよ」

　ああ、まあ、それは少し見ただけですぐ分かりました。

　見るからに明らかに彼女こそワインにまみれて倒れている女性に危害を加えた犯人なのは明白です。しかし同時に滅茶苦茶な推理を披露して逃げ出す気満々であることも明白です。

　それでいて、恐らくはこの場でオロネラさんと遭遇してしまって面倒なことになるのは、言うまでもないでしょう。

　仕方ありませんね。

　ですから私は立ち上がり、

「オロネラさん。食後の運動したくありませんか」

　そして、きょとんとしている彼女に、言いました。

「ちょっと変身してください。パペットに」

「……きみ腹話ふくわ術じゅつできるの？」

「できないんで普通に喋しゃべってください」

「いや私が喋ったら声でばれちゃうんじゃ……」

「あ、じゃあ裏声うらごえでも使えばいいのでは？」

「ええー……」

　などと渋りつつも彼女は結局パペットへと姿を変え、それでいて「こんな感じでいいかな（裏声）」などと語るのです。わりと乗り気の彼女がそこにはいました。

　それからの出来事はもはや言うまでもないでしょう。私は事件を解決し、探偵さんはこのお店で働きながら借金を返済するに至りました。

　そして、そんな光景を、私は右手に嵌めたパペットと共に見つめるのです。

　要するに。

　類は友を呼ぶどころか、実際のところ彼女はご家族を呼び寄せてしまっていたわけです。
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　旅の最中、森の都の国、と呼ばれる国を私は訪れました。


「…………」



　私の前には、ひとつ、恐ろしい光景こうけいがありました。

　みすぼらしい格好かっこうの女の子が一人、震えていました。

　街の広場。たくさんの人が彼女の様子を見守る中、女の子はへたり込み、震えていました。

「あ……」

　女の子の目の前には、大きな大きな獣けものが、唸うなり声ごえを上げていたのです。

　主にこの地方に生息しているキノミアニスと呼ばれる種族の獣だそうです。

　それは見た目だけならばオオカミに似た姿をしていました。けれど大きさは明らかに巨大が過ぎるほどで、背中はおおよそ傍そばに佇たたずむ民家の屋根に並ぶほど。

　四本の脚あしで街の地面を踏みしめ、鼻先を近づけ、獣は女の子を見下ろします。大きな大きな口は、女の子など簡単に呑み込んでしまえるほどに大きく、鋭するどい牙きばで嚙かまれれば致命ちめいは免まぬがれないでしょう。

　それほどまでにおぞましい獣が、人の街の真ん中に、いました。

「キノミアニスは我々の言うことをよく理解できるんだ」

　人だかりの中。

　私の傍にいたご老人が、話してくれました。「我々に従順じゅうじゅんで、どんな命令も従い、決して裏切らない。人間よりもよほど信頼ができる種族だよ」

　見れば私たちの前にいるキノミアニスには首輪くびわが嵌はめられていました。鎖くさりでレンガ造りの地面と繫つながれており、目で確認できる限りでは、私たちの近くまで寄ることすら難しいでしょう。

　牙が届かない安全圏から女の子と獣を見守るこの街の住民は、誰もが笑い、これから訪れるべく出来事を心待ちにしていました。

　これはこの街でも数少ない娯楽ごらくの一つなのだそうです。

　近くには国らしい国はなく、あるのは森ばかり。かろうじて森の中には集落が一つありますが、連絡も交易もまともにできるような間柄あいだがらでもなく、おまけにこの国は技術力も乏とぼしいのです。

　この国には、人が楽しめることなどほとんどないのです。

　だから、獣の前にへたり込む女の子を取り囲むように、街の人々は、寄り集まり、その中で酒を飲み、談笑だんしょうし、あるいは獣をけしかけるように声をあげるのです。

　住民に紛まぎれ、そのような光景を傍観ぼうかんする私に、ご老人は尋たずねます。

「どうだね魔女殿」

　このような行事が盛り上がるこの国をどう思うか、と尋ねているのでしょう。

　私は首を振るばかりでした。

「……まともとは思えません」

　けれど私がどう思おうが、関係はないのでしょう。

　街の人々の煽りに応じるように、獣は咆哮ほうこうをあげると、そのまま大きく口を開きました。鋭い牙が生えた、大きな口を。

　そして、目の前の女の子を──。
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「おやこんなところに村が」

　その日、私が偶然ぐうぜん訪れたのは小さな村でした。

　森の中でほうきを走らせていたところ、木々の香りと共になにやら芳醇ほうじゅんなパンの香りを私のお鼻が感知しましたゆえ、「おやおやー？　どこから漂ただよう香かおりですかー？」とほうきをふらふらと漂わせた結果辿り着いたのが、その村だったのです。

　家々は自然の景色けしきの中に綺麗きれいに溶け込み、木々の合間を縫ぬうようにして作られた小屋の一つひとつが、まるで何かから隠れるように慎つつまましく佇んでいました。だからこそ相当に近づかなければ気づかなかったのでしょう。

　とはいえお料理の匂においまでは隠しきれなかったようですが。

「……こんにちはー」

　どう考えても人里離れて隠居いんきょなさっている雰囲気ふんいきにまみれているのですが、しかしながら旅人としての好奇心が、私をほうきから降ろし、そして、徘徊はいかいをさせていました。

　不気味なほどに静かな村でした。

　昼間だというのに人の姿はどこにもなく、窓からこっそり中を窺うかがっても、見えるのは作りかけのお料理とか、読みかけだった本とか、もしくは畳たたみかけの洗濯物だとか。そんな風に、途中で慌あわてて抜け出したような跡ばかり。

　おやおやこの村の人々は私が来る直前にどなたも跡形もなく消えてしまったとでもいうのでしょうか？　もしくは逃げ出したとか？


「…………」



　しかし、私は黒のローブに三角帽子といった、ややもすると警戒けいかいされがちな風貌ふうぼうをしていますが、顔も合わせず逃げられるほどの見かけではないことくらいは自覚しています。

　むしろ歳のせいか見かけのせいか侮あなどられがちなくらいですし。

「……それは本当なのか？」「ええ、だって──」「まさかこんな時期に──」

　しばらく村の中を進んだ頃に、人の姿が見えました。

　杞憂きゆうでした。なるほど逃げ出したわけではないようです。

　村の人々は、騒然としていました。寄り集まり、輪を作り、まるで何かに恐れ慄おののくようにひそひそと言葉を交わしていたのです。

　おおよそ話しかけられるような雰囲気でもありませんでした。どなたも深刻そうな表情を浮かべておりますし、小さな女の子に至いたっては苔こけまみれの地面にへたり込んですすり泣いている始末しまつです。

　普通の状況ではありません。

　声かけづらいですね……。

　このままこっそり踵きびすを返してさようならでもしてしまいましょうか。

　などと私がくるりと回れ右した直後です。

「──そこにいるのは誰？」

　向こうから声かけられちゃいました。

　くるりと更さらに回れ右をする私でした。要するに鮮あざやかに一回転してみせたわけです。

「ああ、こんにちは。私、旅の者です」怪あやしいものじゃありませんよ、と強調するように両手を挙げて私は言います。

　私に声を掛けてきたのは若い女性でした。

　歳は私と同じくらいでしょう。ウェーブのかかった黒い髪で、気の強そうな凛りんとした顔立ちの女性でした。

　身にまとうのは、ローブ。

　魔法使いでした。

「あなた、我々の同胞どうほうね」

　彼女はこちらに歩みを寄せると、「何か御用ごよう？」と尋ねます。

「ああ、いえ……別に用があってここに来たわけじゃないんですけど」偶然ここに来てしまっただけですし。何ならパンの匂いに吸い寄せられただけですし。

　怪しまれるのも当然のことですね。いえいえお邪魔じゃまならばすぐにここから退きますけれども──。

「そう。それなら丁度ちょうどよかった」

　しかし、目の前の女性は強く頷うなずくのです。暇人ひまじんが来たことが丁度いいとは何事で？

　静かすぎる村の中で、歓迎とはいかないまでも、彼女は私が偶然ここを訪れたことに少なからず喜んでいるような気配がありました。

　彼女は村の人々に目配めくばせを送ったのち、

「今から私たちと人助けを手伝ってくれないかしら」

　もちろんお礼はさせてもらうわ──と、言いました。

　今からですか？

「随分ずいぶんと急な申し出ですね……」

「人命が掛かっているの」

　それほど急を要する事態がこの村では起こっているということなのでしょう。

「……私で役に立つかどうかは分かりませんよ？」

　彼女の後ろを伺ってみると、同じようにローブを着込んだ方ばかりが見えます。どうやらこの村は魔法使いばかりが住んでおられるようです。

　魔法が使える人材ならば間に合っているようですけれども。

　しかしこれにも彼女は強く頷くのです。

「今は一人でも実力のある魔法使いが必要なの──」

　そして侮ることなく、見くびることもなく、言うのです。

「胸元のブローチを見れば分かるわ。あなたの能力は今の我々にとっては何よりも頼りになる」




　騒然そうぜんとする村で一体何が起こったのか。

　私に声を掛けてくれた黒髪の魔法使いさん──自らをクオリと名乗った彼女は、簡単に事情を明かしてくれました。

　曰いわく。

「春になるとこの村の近くではとても狂暴きょうぼうな獣が出るようになるの」

　キノミアニスと呼ばれる、巨大なオオカミのような種族だといいます。暖かくなった春の頃に冬眠から目が覚さめ、活動が活発になるキノミアニスは、長らく眠っていたこともありとてもとてもお腹なかを空すかせており、遭遇そうぐうすればもれなくとてつもない勢いで襲い掛かってくるのだといいます。

　ゆえにこの村に住む魔法使いたちは、春の間は家から極力出ないように心掛け、狩りに出る際も細心の注意を払い、グループで行動をとることにしているのだそうな。

　にもかかわらず。

「……あの子のお母さんが今、森の中で一人になっているのよ」

　クオリさんが指差す先には、うずくまり、肩かたを震わせている女の子がいました。髪は金色。涙なみだで潤うるんだ瞳ひとみも同じく。見かけは五歳程度でしょうか。まだ幼く、しきりに「ママ、ママ……」と呟つぶやいています。

「危険だと知っているのにどうしてですか」

　私が抱いたのは至極しごく当然な疑問でしょう。

　クオリさんは目を伏ふせると、「今朝、村の大人たちで狩りに出たの。あの子のお母さん──エレンと言うのだけれど、彼女もその中の一人だったのよ」

「狩りには何人で行ったんです？」

「四人よ。でも三人しか帰ってこなかった」


「…………」



「戻ってきた三人から聞いた話だと、途中でキノミアニスと遭遇したらしくてね、皆みんなで逃げたそうよ。四人がかりでも全員無傷でいられるほどの相手ではないと分かっていたの」

　曰く、エレンさんは勇敢ゆうかんな女性であるようです。

　仲間三人を助けるために、彼女は自ら囮おとり役を買って出たのだそうです。

　戻ってきた三人はすぐさま起こった出来事を詳つまびらかに報告しました。しかし、囮となったエレンさんは、それから幾いくら待っても戻ってくることはなかったのです。

　つまるところ。

　彼女は今、キノミアニスがうろつく森の中で、一人取り残されてしまっているのです。

「エレンさんが、俺たちに逃げろって……」「ごめん……俺たちがもっとしっかりしてれば……」「な、なあ……！　俺たちにも捜さがすの手伝わせてくれよ！」

　恐らくは戻ってきた三人でしょう。

　若い男の三人組でした。彼らは村の人たちに必死になって訴えていました。お会いしたことはありませんが、エレンさんという女性は村の中でも相当に人望じんぼうの厚あつい方だったのでしょう。

「いい。お前たちは消耗しているだろう。エレンは今動ける残りの人間全員で捜す。お前等は子どもたちを守ってくれ」

　村の大人の一人が、若い三人組を宥なだめながら、そのように語り掛けていました。

　エレンさんがまだ村に戻っていないということは、身動きがとれない状況下にあるか、あるいは既すでに犠牲ぎせいとなってしまっているのか。

　それはまだ分かりません。

　けれど、

「何にせよ、今すぐにでも捜しに出ないと間違いなく手遅れになる、ということですね」

「ええ──」

　そして手分けして広い森の中で女性一人を捜すためには、一人でも多くの仲間が必要と判断したのでしょう。「あなたも手伝ってくれれば有難ありがたいわ。最悪の事態に備えて、魔法が使える仲間は一人でも多いほうがいい」

　最悪の事態。

　キノミアニスとの戦闘の可能性があることくらいは私にも分かりました。


「…………」私は目の前のクオリさんから目を逸そらし、村を眺ながめました。



　大人たちにすがりつくこの村の若い男女の姿がありました。

　頭を抱かかえる大人たちの姿がありました。

　地面にへたり込んで泣きじゃくる女の子の姿がありました。

　だから私は、

「私、キノミアニスという生き物を見たことがないんですよ」

　笑みを作りながら、言いました。

「どんな生き物なのか見てみたい気持ちはありますね」
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　ところでクオリさんという女性はこの村で一番能力がある女性のようでした。

「キノミアニスを見つけたら赤い閃光せんこう、エレンを見つけたら青い閃光を上げて頂戴ちょうだい。仲間にもそう伝えてあるわ」

　村の中で間違いなく最も能力が優れている者と、能力があるかどうかは分からないけれどその資格をぶら下げている私が二人組まされるのは必然とも言えました。

　人捜しをするにあたって、捜す手が多いに越したことはありませんし、しかし危険を避けるにあたり、共に行動する人員は多いに越したことはありません。

　村の中での捜索隊そうさくたいの編成は私たち二人を省はぶいたうえで行われました。結果として最低五人一組で、四方八方に散らばりながら森の中を捜索することに。

　私たちが担当したのは村の北側。

　昼間というのにやや薄うす暗く、辺り一面は苔で寒気すら感じるほどでした。

「不気味な森ですね」

「ええ。よほどの変わり者でもない限りここに立ち入ろうとする者はいないわ」


「…………」



「ここにはどうして来たのかしら」

「いけませんでしたか？」

　私が伺うかがうと、彼女はゆるりと首を振ります。

「いえ、助かっている」

　でも、と彼女は言葉を繫ぎました。「こんな場所に人が住んでいるなんて思わないでしょう？」

「まあ確かに……そうですね」

　なんとなくノリでふらふらと国から国へと渡り歩いている流れ者ですから、まあここに着いた理由は本当にただの気まぐれなのですけれども。

「村の人たちは何かから隠れているんですか？」

　確証があるわけではありませんが、そのような印象がありました。

　驚くほど静かで、森の木々に紛れるように立っている慎ましい小屋の数々。住民はささやかに言葉を交わし、不気味な森の中で息を潜ひそめている。

　何かに怯おびえるように。

「キノミアニスから逃のがれるためですか？」

「いいえ──あれから逃れるためならもっと村を繁栄はんえいさせるわ。柵さくもなければ門もない。こんな場所ではキノミアニスが襲ってきたとき全滅は免まぬがれない」

「……けれど柵も門も作らないのですね」

「キノミアニスは確かに村にとっての脅威だけれど、我々が本当に恐れているのは、もっとほかのもの」

「何ですか？」

　それから少し歩いたところで、彼女は立ち止まります。

　森の中。

　そこはまるで先ほど私たちがいた村のように、木々に寄り添うように家々が佇んでいました。どれも見るからにぼろぼろで、既に苔に覆われ、遠い昔に捨て去られて以来人が寄り付いたこともないのでしょう。

　彼女は苔に触れながら。

「人間よ」

　言いました。

「我々は人間を恐れている」




　曰く、この村の人たちは元を辿れば、戦争により住まいを失った移民だったそうです。故郷こきょうのない彼らは、新たな安住あんじゅうの地を求めて国から国を渡り歩きました。

　しかし彼らを待っていたのは悲痛な現実でした。

　大昔の近隣きんりん諸国しょこくでは魔法使いに対する迫害が行われていました。

　特別な力を持っているが故ゆえに、その力を恐れられたのです。彼らのことを獣と呼び蔑さげすむ者もいました。どれだけの国を訪れても、彼ら魔法使いを見る目は冷ひややかなものばかりだったといいます。

　ごく稀まれに彼らを優しく迎え入れてくれた国もありました。けれどそれらの国も最後は結局、自らの国の革新のため、医学の進歩のため、そして戦争のために彼らの力を利用しようとしたといいます。

　魔法使いたちは疲つかれ果ててしまいました。

　それが大昔の話で、

「そして最後に辿り着いたのがこの森だった──と言われているわ」

　とクオリさんは語ります。「我々の先祖は、他人を信頼することを止めた。だから、この森の中で生きることにした」

　幸か不幸かこの森にはおぞましい姿をした獣がうろついていることですし、何より、見晴らしが悪く、ただ歩くだけで迷子まいごになってしまいそうなほどです。

　よほどの変わり者でもなければ入らない森の中ならば、平穏を得られる、と思ったのでしょう。

「それでもたまに人が入ってくることがある。森に足を踏み入れて、我々と言葉を交わそうとする人間がいる。我々はその度に住居を移してきたわ」


「…………」



　朽くちた村を見やります。

　きっとここも、以前、人が偶然訪れてしまった故に打ち捨てられた村なのでしょう。

「……勿体もったいないですね」

　せっかく作り上げた村なのに。

「ええ。でも仕方ないわ。人に利用されないためには、関わり合いを絶たつ必要があるから」

「それが悪い人かもしれないから、ですか」

「ええ」

「……でも、村を訪れる人の誰もが悪い人というわけでもないと思いますけど」

「でしょうね」

　実際私も──まあ悪い人間かどうかはさておき、彼女たちを利用するためにここまで辿り着いたわけではありません。というかこんなところまで魔法使いを頼って来る人間なんて少ないのではないでしょうか。

「でも人と会うことはしないんですね」

　利用されたというのも数十年前の話です。

　もう森の中に引きこもり続けるような生活を送る必要もないように感じられますけれども。

　けれど彼女は首を振ります。

「我々が平穏へいおんに暮らすためには、きっとこの方法しかないから」

　だから毎日何かを恐れるように静かに暮らし、

「我々は同胞を本当の家族のように愛する。でも──」

　森で独り取り残された仲間がいれば、村人総出そうでで捜すのだといいます。

　そうしてクオリさんが薄暗い森の空を見上げたとき。

　彼女はただ、ため息を漏もらします。

　見れば、赤い閃光が上がっていました。

「どうしていつもうまく行かないのかしらね」

　青い閃光と共に。





三






　私とクオリさんが光のもとへとほうきを走らせた頃には、既に大勢の魔法使いが集まっていました。

　彼らの手にはもれなく杖つえがあり、彼らの目には怨嗟えんさがありました。

「あいつだ……！　あいつがエレンを殺したんだ……！」

　既に魔法使いたちに四方八方を取り囲まれていたキノミアニスは、唸り声を上げながら彼らを睨にらみます。牙を剝むきだし、威嚇いかくします。

　その傍には、杖と、女性ものの靴くつが転がっていました。

「……エレン」

　それが誰のものであるのかを、クオリさんはよく知っていたようです。

　私の横で、彼女は、へたり込んでしまいました。

　同胞を殺された恨うらみを晴らすように、魔法使いたちは魔法を浴びせます。私たちがたどり着くよりも前に、彼らは行動を起こしていたのでしょう。

　既にキノミアニスの身体は血で汚よごれ、大きな口にも胴体にも武器が刺さり、貫つらぬいていました。

　それでも吠えることもなければ私たちに襲い掛かることもなく、ただ口を固かたく閉ざして唸るばかり。

「許せない……！　殺せ！　全員でありったけの魔法を浴びせるんだ！」

　魔法使いは叫さけび、直後に光がキノミアニスへと集中します。それは炎ほのおであったり、雷かみなりであったり、武器の類でもありました。殺意に溢あふれた攻撃ばかりがキノミアニスに集中していました。

　そんな中で、私は、杖を出すことはありませんでした。


「…………」



　私がわざわざ助太刀すけだちするような必要も感じないくらいに、キノミアニスは満身まんしん創痍そういで、反撃に出る隙すきすらまともにないくらい、過剰かじょうなくらいに魔法を浴びせられていたのですから。

「……そうだ、私も攻撃しなきゃ──」

　だから、ふらふらと立ち上がるクオリさんを見やり。

　私は彼女を、止めていました。

「……待ってください」

　決してキノミアニスを哀あわれに思ったわけではありません。

　ただ、クオリさんが立ち上がる理由が、なかったのです。

「もう、死んでます」

　倒れることもなく、結局一度もこちらに対して反撃に出ることもなく、キノミアニスは気づけば命を落としていました。

　開かれたままの目は閉ざすことなく、光を失っていきます。

　だらりと開かれた血だらけの口からは。

　一人の女性の遺体いたいが、吐はき出されました。





六






「きゃああああああああああああっ！」

　森の都の国。その中心部で、みすぼらしい格好の女の子は悲鳴をあげて、キノミアニスにぱくりと頭から食べられてしまいました。

　辺りの住民からは歓声かんせいばかりが上がります。女の子が食べられるその瞬間を、彼らは心待ちにしていたのです。だから住民はどなたも笑っていました。

　それがこの国での唯一ゆいいつといえる娯楽だからです。

「……まともとは思えませんね」

　私は再度、呟きました。

　隣のご老人は「まあそう言うな」と笑うと、

「ここからが見物だぞ。ほれ」

　と指差します。その先で口をもごもごとさせているキノミアニスは、直後にぺっ、と女の子を吐き出しました。

「きゃああああああああああっ！」

　国の人々の歓声を受けながらゆるく宙を舞うみすぼらしい格好の女の子は、そのまま広場の向こうにある噴水ふんすいの中へと、落ちました。

　噴水が飛沫しぶきをあげると、笑顔の女の子が顔を出します。

「もう一回！　もう一回やって！」

　女の子は噴水から上がると、びしょ濡ぬれのままキノミアニスまで走り、抱き付きます。

　彼女に連なるように、ほかの子どもたちが人だかりの中から、汚れても問題ないみすぼらしい服を着た子が飛び出し、キノミアニスの元へと集まりました。

「駄目だめ！　次は僕ぼくの番！」「私よ！」「まって！　あたしまだ一回も飛ばされてないんだけど！」

　大人たちはその光景を微笑ほほえましそうに見つめて、笑うのです。

　これが娯楽の少ないこの国で唯一と言えるお遊びだそうです。

「キノミアニスはとても賢かしこく子ども想いの生き物でね、子育ての際は口の中に子どもを入れて守る習性しゅうせいがあるそうだ」

　私の傍のご老人が教えてくれました。「我が国でもキノミアニスの生態せいたいが解明されたのはつい最近のことだ。それまではおぞましい外見のせいで怖れられ、国に近づかないよう毒を森に撒いて避けていたのだが、調べるうちにキノミアニスの知能の高さと、穏おだやかな性格が明らかになったのだ」

「人を間違って殺あやめてしまうことはないんですか」

「我々が知る限りでは一度もないな」ご老人は答えます。「我が国の負傷ふしょう兵へいが森の中でキノミアニスと遭遇して、怖れ、剣で刺したときでも、キノミアニスは反撃するどころか口の中に兵を含ふくんで、我が国の領土まで運んでくれたくらいだ。肩に剣が刺さったままの状態でだ」


「…………」



「あれがよき隣人りんじんなのだと我々が気づいたのは、その頃からだった」

　だから調べて、そして知能とその性格を詳らかにすることができたのでしょう。

　キノミアニスを淘汰とうたしていたこの国はそれまで森に撒まいていた毒を解き、それからは積極的にキノミアニスを国の領土へと招まねき入れるようになったといいます。

「それで、この国はどうなったんですか」

　私が尋ねると、

「見ての通りだよ。我々は、キノミアニスと共に生きることを選んだ」

　そしてご老人は、子どもたちの笑顔を眩まぶしそうに見つめながら、言うのです。

「迫害が起こるのは、いつも相手をよく知らないからだ」





四






　エレンさんのご遺体は布でくるまれ、村まで運ばれました。

　彼女は村の全員にとって家族も同然だったのでしょう。誰もが涙をこぼし、誰もがその死を悼いたみました。

　クオリさんも例外ではありません。

「もっと早く捜しに出ていれば……エレンは……」

　俯き、肩を震わせ、血だらけの布を見下ろしていました。

「ママ……ママ……！　どうして……」

　女の子が亡骸なきがらにすがりつきます。

　私が来た時よりも、村は静寂せいじゃくに包まれているように思えました。

　女の子は涙で腫はらした瞳を、村人たちに向けます。

「ママはどうして死んじゃったの……？」

　誰も答えたくはない問いかけでした。

　村人たちが顔を見合わせます。

　誰が答えればいいのでしょうか。何を語ればいいのでしょうか。長く続く沈黙ちんもくの中、やがてクオリさんが、彼女に寄り添い、やわらかい金の髪を撫なでてあげました。

　そして、

「ごめんなさい──私たちがもっと早く着いていれば、お母さんは犠牲にならなかったかもしれない」

　だから、恨むなら私たちを恨んで頂戴。

　そう言ったうえで、彼女は、女の子に語るのです。

　彼女のお母さんは。

「獣の犠牲になってしまったの」
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『いらっしゃいませ。お客様。ご注文はお決まりですか？』

　花園はなぞののテオメイア。

　私がその国にある喫茶店きっさてんのテラス席でメニュー表を眺ながめていたところ、店員さんが私のもとへと歩み寄り、伺うかがいます。

　私は彼女を見上げ、「とりあえずコーヒーを一つ」と極めて無難ぶなんな注文を返すと、うやうやしく一礼いちれいをしたのち店員さんは私のもとを去ります。かと思ったら直後にトレーを持った別の店員さんが現れました。注文を受けたと同時に淹いれてきたのではないかと思えるほどに、やや異様いようなくらいの速さでした。

　店員さんはかたん、とテーブルにコーヒーと、ついでに新聞紙を置きます。

　……新聞紙？

「頼んでいませんけど？」何かの間違まちがいですか？　という旨むねも含めて、私は新聞紙をそのまま店員さんに差し出しました。

　けれど店員さんは、新聞紙を見下ろしながら、

『こちらは当店のサービスです』と一礼。

　ほうほう。サービスですか。

「いいサービスですね」

『光栄です』

　そして店員さんは去ってゆきます。

　まだ早朝といえど、店内にはそれなりに人の姿がありました。仕事までの暇ひま潰つぶし程度にくつろぐ男性。それと本当にただただ暇を持て余しているだけのご老人。それから旅の最中に偶然ぐうぜんこの国を訪れた魔女──私です。


「…………」



　やることもなかったもので、手持ち無沙汰ぶさたに陥おちいった私は、渡された新聞紙をそのまま開きました。

　どうやら随分ずいぶんと前からこの国を騒さわがせている事件があるようです。一面を飾かざっていたのは、あまりよくないニュースでした。

『廃棄物はいきぶつ処理場に新型の魔法砲台ほうだいを複数配備』

　新型魔法砲台は人間が近寄ると即座そくざに攻撃をするように設定されており、つまるところ、誤あやまって処理場に近づいただけでも人間の命が脅おびやかされる危険があるとのこと。

　人を殺しかねない魔法砲台に拒否反応を示す者は国内でも数あり、批判ひはんの声が多く上がっているようです。これに対し、この国の政府は、「処理場から廃品はいひんを盗ぬすまれないための最低限の措置そちである」としており、撤回てっかいをするつもりはないようです。既すでに新型の魔法砲台は処理場に配備されており、つまりこの新聞紙を読んでいる今からでも魔法人形処理場に赴おもむけば、もれなく射殺される──かもしれない、とのことでした。

　この国の政府が強引な方法をとったのには、一つ理由があります。

　ご親切なことに今回の件に至いたる経緯けいいも新聞紙には記載されています。

　今より一か月ほど前。

　廃棄物処理場を守っていた一体の魔法人形が故障こしょうし、暴走し、人に危害きがいを加える事件があったのです。この花園のテオメイアにおいて魔法人形とは、人の形をしていながら人ではなく、人の命を守るために作られた物のことを指します。魔法によって動き、人の命に従い、そして朽くち果はてるまで働き続けるのが、魔法人形に与えられた責務せきむなのです。

　にもかかわらず、廃棄物処理場の魔法人形は命令に背そむきました。

　ゆえに破壊はかいされる運命を辿たどったのです。

　跡形あとかたもないくらいに、ばらばらに。


「…………」



　新聞には現場写真も小さいながら、掲載されていました。

「……ハルベリーさん」

　私は残骸ざんがいの写真に触ふれながら、共にいた彼女の最期さいごの姿を、見つめました。

　長い年月、廃棄物処理場だけを守り続けていた彼女の最期を。





○






　今より一か月前の、とある日。

　空を覆おおうほどに広葉樹こうようじゅが生おい茂しげり、陽の光が葉に遮さえぎられて揺ゆれる森の中、私は木々の間に身を隠かくし、双眼鏡そうがんきょうの向こうに見えている景色けしきを覗のぞき見ていました。

　そこは明るい場所でした。

　地面を覆うほどにたくさんのがらくたと、花が生えていました。作り物の手と脚あしと、胴体どうたいと頭と銃じゅうに剣けんに盾たて。それからお皿や蓄音機ちくおんきや本や椅子いすなど日用雑貨に至るまで、人が作り出し、役目を終えた物たちの墓場はかばがそこにはあり、同時にたくさんの花たちがその間を縫ぬいながら、風に揺られています。

「……いた」

　私は双眼鏡を少しずらし、声を漏もらしていました。

　私がこの廃棄物処理場を訪れたのには、ひとつ目的があります。

　それは近くの国の宿屋で偶然見かけた張り紙でした。

『我が国の廃棄物処理場に壊こわれた魔法人形がいます。この魔法人形は三十年前、廃棄物処理場を賊ぞくから守るために配備されたものですが、経年けいねん劣化れっかにより破損はそんし、廃棄が決まっていました』

　しかし廃棄のために国から新型の魔法人形と役人が向かったところ、廃棄を拒こばみ、旧型の魔法人形はあろうことか人間に銃を向けたそうです。

　よって、旅人や魔法使いに、件くだんの魔法人形の破壊を協力してほしい、とのことでした。

　張り紙の最後には国の署名しょめいと、廃棄物処理場への地図がありました。

　依頼を出した国は花園のテオメイア。当時はまだ訪れたことのない国でした。地図を見る限りでは私が泊まっていた国からさほど遠くない場所にあるようで。

　そして何より私が目を惹ひかれたのは、依頼達成による報酬ほうしゅうです。

「金貨百枚……！」

　大金です。驚きました。ひゃー、と声すらあげていました。ほんとですかー？　ほんとにそんなにお金貰もらえるんですかー？　怪あやしいですね。何か裏があるんじゃないですかー？


「…………」



　などと思いながら翌日には普通に廃棄物処理場に着いていたのが私という者です。

　結局のところ美味おいしい儲もうけ話の匂においにつられてやって来ちゃいましたね……。

　花とがらくたにまみれた廃棄物処理場には、確かに魔法人形と思おぼしき物がひとつ、ありました。

　その両手には機関銃きかんじゅうが二つ。身体は驚くほど細く、けれど男性とも女性とも分からない不思議な体型をしていました。色は白く、人間らしさは感じられません。

　そもそも服をまったく着ておらず、首から上には何もありませんでした。

　けれどがらくたの中でこちらに背を向けている、不思議な人形でした。

「……多分あれが魔法人形、ですよね？」

　残念ながら事前に仕入れた情報ではあそこまでの特徴は綴つづられていませんでした。そもそも廃棄物処理場にある魔法人形を壊してほしい、と書いてあるだけの依頼でしたし。

　まあでもこんな掃溜はきだめの中に立っている者があるならば、それは間違いなく依頼にあった壊れた魔法人形だとは思いますけれど──。

「あれ？」

　訝いぶかしみ、瞬またたきをした私は、そこでいったん、素すっ頓狂とんきょうな声をあげていました。

　背を向けていたはずの魔法人形が、こちらに向いていたのです。脚を動かすことなく、ぐりん、と腰こしから上だけがこちらに。

「……あれ？」

　どういうことですか？

　と思ったときには、既に攻撃は始まっていました。

　唐突にこちらに向けられた機関銃から放たれた銃弾じゅうだんは、地を這はうように花とがらくたをばらばらに砕くだきながら迫ります。

　ああこれは壊れてますね。確かに紛まぎれもなく壊れていますね。まだ私なにもしてないのに。

　恐らくは花園のテオメイアが依頼を出した壊れた魔法人形で間違いはないでしょう──私は木々の間からひょいと飛び出ながら杖つえを手にとり、魔力を漏らしました。杖の先から生み出されたのは、即席そくせきの盾。

　魔力を固めただけの障壁しょうへきが銃弾をもれなく弾き飛ばし、私を守ります。私から逸それた銃弾が背中の向こうの木々に当たり、砕いていきました。

　けたたましい音に驚き森がざわめき、鳥が逃げるように飛び立ちます。

　それでも銃撃が収まることはありませんでした。


『…………』



　言葉もなく、そもそも身体はこちらに向いてすらいない魔法人形は、どうやらずっと覗きをしていた私を敵とみなしたようです。

　私が走りながら銃撃から逃のがれようとしても、上半身だけ器用にこちらに向けながら追い続けました。がらくたと花を踏みにじりながら私は走りましたが、それでも構わず撃ち続けます。

　絶え間なく攻撃されるせいで反撃に出る暇がありませんでした。たとえば私ががらくたで出来あがった山に隠れて、その合間に即席の盾を解いて杖を振り回そうとしても、物陰ものかげから出た瞬間にまた銃弾が降り注ぐのです。首から上がないうえに上半身がぐるぐると回るせいでどこに隠れようとも何度隠れようとも、私がそこから出た瞬間には機関銃が火を吹いています。

　隙がありませんね。

　であるならば。

「多少の無茶はしたほうがよさそうですね──」

　物陰の中にて、目に見える範囲に転がっている物を片かたっ端ぱしから魔法で浮かび上がらせ、私はそのまま銃弾が飛んでくる方向へとテキトーに投げ飛ばしました。

　しばらく銃弾とがらくたが空中で交差しました。時折そのまま銃弾に撃ち抜かれて粉々に砕け散ったりもしましたが、それでも構わず、私は延々えんえんとがらくたを物陰から飛ばし続けます。

　相手がどこにいるのかを明確に知る術すべはありませんでした。それでも手ごたえを感じるまで、無駄むだな抵抗に近い反撃をつづけました。

　そして、やがて。

「……乱れましたね」

　がしゃん、と鈍にぶい音が響いた直後に、銃撃は一瞬いっしゅん、止みました。

　好機こうきでした。私はそのまま勢いに任せてがらくたの陰から飛び出て、杖を向けます。

　さほど強い魔法を放つ時間はありませんでした。廃棄物たちの上でよろけている魔法人形を目で捉とらえた直後、杖を差し向け、魔力を放ちました。

　矢のように真まっ直すぐ伸びて突き進む魔力の塊かたまりは、そのまま魔法人形の心臓しんぞう部分を貫き、消えます。

　人であればこれだけで十分すぎるほどの致命傷ちめいしょうではありますが、魔法人形には効果が薄うすいようでした。上半身がぐらりとふらついたかと思えば、またしても私に銃口を向けました。

　けれどもう一度たりとも銃撃を受けるつもりはありません。

「えい」私は近づき、杖を振り下ろしました。氷こおりの塊が魔法人形の真上から落ち、その身をぐしゃりと潰します。

「やー」私は近づき、杖を横に振るいました。がらくたの塊が、氷とまともにぶつかり、粉々に砕けていきます。

「おりゃー」そして私はぐしゃぐしゃになった魔法人形を杖でぺちん、と叩たたきました。直後に四方八方から伸びてきた蔦つたがその身を薙なぎ払います。


「…………」



　もはや私の目の前に残っているのは、魔法人形だった何か。残骸でした。

　これだけやっておけば大丈夫でしょう。

「あとはこれを花園のテオメイアに持ち帰れば報酬は私のもの──」うふふ、と私はとてもとても小汚こぎたない笑みを浮かべながら、杖を再び振るい、蔦を巻いていきます。

　正直に白状してしまえば、私はこのとき、もはや完全に魔法人形を倒したと思い込んでいました。要するに有体ありていに言ってしまえば油断していたんですね。

　ですから止とどめを刺すこともなければ、完全に息の根を止めたのかを確かめることもしませんでした。

　結果、そんな慢心まんしんにまみれた私は、ここでひとつ、ごく普通に反撃を受ける羽目はめになりました。


『…………！』



　どうやら私と対峙たいじしているこの魔法人形という存在は人に近しい外見をしていながらも、とことん人と離れた場所にある存在のようで、ほとんど潰れても尚なお、かろうじて動く脚と腕を強引に動かして立ち上がり、そのまま私の肩かたを摑つかみ、短剣たんけんを突き付けてきたのです。

　ほんの一瞬の出来事でした。

　杖を構える余裕すらないほどに。

「──あっ」

　まずい。

　と思ったときには、既に私の首筋まで、短剣は迫っていました。

　ああ残念。こんなことなら目先の儲け話などに乗っからずに普通にほうきを走らせて旅をしていればよかったのに。なんて後悔こうかいと共に、そして私は旅の終わりを──。

　覚悟かくごしましたが。

　しかしどうやら終わりはまだまだ先にあるようです。

「──おりゃっ」

　やや緊張感の欠かけた平坦へいたんな声は、私の背中の向こうから。ふわりと花のようないい香りが私の鼻をくすぐると、直後に銃剣じゅうけんが目の前の魔法人形の身体を貫き、何度も何度も貫き、今度こそばらばらに砕いていきました。

　魔法人形に飛びつかれた勢いまではなくなることはなく、私はその場で尻しりもちをつきました。あるいは死の危機にへたり込んでしまったのかもしれません。


「…………」



　あるいは目の前で私を助けてくれた人を見上げながら、呆然ぼうぜんとしてしまっただけかもしれません。

　それはそれはとても綺麗きれいな女性の姿をしていました。

　髪は紫むらさき。ショートボブに切り揃そろえられています。瞳ひとみは緑。光のない瞳でした。歳の頃は見かけだけならば私と同じか少し上程度に見えます。着込んでいるのは堅苦かたくるしい制服──だったようですが、見るも無残むざんなほどにぼろぼろに汚よごれ、千切ちぎれていました。腕から先が丸ごと千切れていたり、お腹なかの辺りが丸見えになっていたり。スカートに至っては若干じゃっかん危なっかしい丈たけにすらなっていました。

　異様な服を着込んでいる彼女は、その身体もまた異質いしつでした。





    
      
        
      
    

  


　左腕は肩から先が丸ごとなくなっていました。脚はところどころ穴が開いていて、肌にはひびが入っています。顔は一部がぱらりと今も崩れ落ち、がらくたの上に転がりました。


「…………」



　私はここに至って、どうやらとんでもない思い違いをしていたことを思い知りました。

　よくよく考えてみれば妙なもので、話によればこの廃棄物処理場の魔法人形は三十年間ここを守っていたはずです。その割に、私が今しがた戦っていた魔法人形──らしきものは、見るからに真新しい代物しろものであったのです。

　三十年間も掃溜めの中で生きていたのならば、経年劣化で壊れてしまっているのであれば、少なくともまともな外見を保ってはいないはずです。

　ちょうど目の前の彼女のように、ぼろぼろの姿になってでもいないと、おかしいのではないでしょうか。

「おや」

　目の前の彼女は、そこでようやく私に向き直ると、手を差し出してきました。

　ぼろぼろで所々欠けている、頼りない手をしていました。引っ張ればそのまま抜けてしまいそうなほどに、痛ましい手です。

　彼女はその向こうで、ぎこちなく笑いながら言うのです。

「お怪我けがはありませんか？　お嬢じょうさん」

　彼女は自らをハルベリーと名乗りました。

　そして、この廃棄物処理場を守る魔法人形でもある、と。





○






　花園のテオメイアからほど近いこの廃棄物処理場。

　がらくたと花に覆われた地面を踏ふみしめながら一番奥まで進むと、小さな小屋が見えます。そこは廃棄物処理場を守るハルベリーさんが住まう小屋であり、彼女の活動の拠点きょてんとなっていました。

「ふふふ。人間さん。あなたには私の人質ひとじちになってもらいますよ」

　不敵ふてきな笑みを浮かべるのは魔法人形ことハルベリーさん。「こんな時期にこんなところに来るとは……あなた、もしかして、私の命を狙ねらいにきたのですか？　ふふふ。でも捕まっちゃいましたね」

　やはり彼女も自らのおかれている現状は理解しているのでしょう。彼女は「お怪我はありませんか？」などと素敵すてきな感じに登場しておきながら、そのまま「あ、ちょっと動かないでくださいね」と私を縄なわでぐるぐる巻きにして抵抗ていこうできないようにしてから、このお部屋まで連行れんこうしたのです。

「先ほどはどうも。おかげで助かりました」

　しかし緊張感皆無かいむなのが私という魔女でした。「いいお部屋ですね。秘密ひみつ基地きちみたい」

　ぼけー、と床ゆかに座らされながら私はお部屋を見渡しました。

　そこはベッドとテーブルと、それから本棚ほんだなを置いただけで狭苦せまくるしさを感じてしまうほどにささやかな小部屋でした。どうやら彼女はがらくたの山の中から色々な物を調達しているようで、本棚には本や人形、そこそこ綺麗なお皿やただの石ころ。造花ぞうかやただの紙きれなど、一体どのような基準で拾い集めたのか、理解に困るような物が誇ほこらしげに並ならべられていました。

　それからそこそこ綺麗な魔法人形の身体が、私の目の前──テーブルの下に詰められています。見かけが見かけなだけにばらばら死体が詰め込まれているかのような混沌こんとんとした様相ようそうを呈ていしています。

「見る目がありますね人間さん。このお部屋は私が長年かけて拾い集めた珠玉しゅぎょくの宝たちを集めたお部屋。まさに私にとっての理想りそう郷きょう。すてきキャッスルです」

「すてきキャッスルってなんですか」

　見るからに価値の薄そうなものしか置いてないんですけど……。

「ところで人間さん。お名前は？」椅子に腰かけ、彼女は私を見下ろします。

「イレイナです。旅の魔法使いです」

「ふむむ。魔法使いですか──我が故郷こきょうにもあなたのような人がたくさんいましたね。懐なつかしい」

　訪れたことはありませんが、恐らく花園のテオメイアは魔法の技術が卓越たくえつした国なのでしょう。三十年前ですら既に目の前の彼女のような存在が作れるのですから。

「あなたは魔力で動いている、ということでいいんですよね？」

　その割に随分と人間にんげん味みに溢あふれているような気がしますけれども。

　私の考えは彼女にもすぐに読めたのでしょう。欠けた顔の一部を新しいものに張り替えながら無言むごんで彼女は頷うなずき、瞳を閉じると、

「三十年もこんな場所で生きていれば、感情のようなものも芽生めばえますよ」と語ります。

　あるいは。

「単に長い年月を経へて壊れてしまっただけかも分かりませんが」とも。

「ところでこれほどいて欲しいんですけど」

　壊れていることは見かけからも十分すぎるほどお察しできますが私が捕まった理由がさっぱりです。

「それはできない相談ですね。人間さん」

「イレイナです」

「ただでさえ故郷の者から命を狙われているというのに、近頃はあなたのようなよその人間までもがこの廃棄物処理場を訪れる始末しまつ。早急そうきゅうにこの場を放棄ほうきして逃げなければ、私は恐らくすぐにでもこの場に放棄されている仲間たちのようになってしまう。そう思いませんか？　人間さん」

「イレイナです」

「ともかく私はこの場で終わりたくはないのです。命を救った礼に──というわけではありませんが、協力いただければ幸さいわいです」

　目的を成なし遂とげるためには私のような素性すじょうの知れない人間を捕らえることが望ましかった──などと彼女は語るのですが、私は正直のところ、彼女がやりたいことがさっぱり分かりませんでした。

　逃げたければ普通に逃げればいいのでは？

　それとも、そうできない事情があるのでしょうか。

　何はともあれ、まあ彼女に危ないところを救ってもらったのは事実ですし、

「私の命令にさながら魔法人形の如ごとく粛々しゅくしゅくと従ってください。いいですね？　人間さん」

「イレイナです」

　ともあれ、彼女の作戦とやらに耳を傾ける私でした。




　魔法人形ことハルベリーさん立案の作戦とやらは、以下の通り。

『まず私に懸かけられた懸賞金けんしょうきん目当ての丁度ちょうどいいごろつきがこの廃棄物処理場を訪れます』

　なんともいいタイミングでこの日、廃棄物処理場には私以外の来客もありました。

「へへへ……なあ兄弟。こんなところにいる人形ぶっ壊せば金が貰えるなんて相当ボロい商売だよな」「まったくだな。へへへ」

　外見からしてなんだかとっても悪辣あくらつそうな二人組は堂々どうどうと廃棄物処理場を闊歩かっぽしていました。

『ごろつきが現れたら私たちが彼らの前に立ちふさがるのです。ちなみにこのときあなたは縄でぐるぐる状態で、私の腰と縄で繫つながっています』

　というわけで彼女の指示通りに出ました。

　実のところ彼女の身体は少々特殊とくしゅのようで、自分ひとりの力では、行動に制約がなされるそうなのです。

『私は盗みを働く者からここを守るように故郷より命令がなされていますので、どうしても自分一人の力ではここを出ることができないのです。同時に、害なき人を傷つけることもできない。そういう風に作られているのです』

　恐らくは私たちのようなよそ者に依頼をしたのも、自国の民に壊れた魔法人形の相手をさせたくなかったからなのでしょう。

　彼女はこのように命を狙われるようになった経緯を、こう語りました。

『以前、花園のテオメイアから役人が来ましてね、ついうっかり銃を向けてしまったのです。私は驚きました。本来、魔法人形であるはずの私には人を──特に自国の民を傷つけてはならないという制約があるのですから。にもかかわらず、人を傷つける選択をしていたのです。強い感情と、銃を向けねばならないという意思が、私を制約から解き放っていたのです』

　しかし、このような強い意志というものは、彼女一人ではどうしても発揮するのは難しいようで。

　ですから私を人質に見立てて、

「動かないでくださいごろつきども！　いいですか？　あなたたちがそこから一歩でも動けばこの女の人の綺麗で可愛かわいらしいお顔を吹っ飛ばしますよ！」

　と脅すことで、こう……なんというか、彼女がここから出て行かない限り必ず人を傷つける結果になるように仕向ける、だそうです。


　…………。



　いやいやいやいや。

　作戦、がばがばでは？

　ごろつきからすれば私のようなどこの誰とも知れないような一人死んだところでどうだっていいでしょう。何だったら私もろともハルベリーさんがお亡なくなりになる可能性だってあるんですけど。

「ま、待て！　早まるな嬢ちゃん！」

　しかしごろつきさんたちは存外ぞんがいいい人たちでした。

「と、とりあえずその物騒ぶっそうなもんは置け、な？」

　銃口じゅうこうを横面よこっつらに向けられている私と、「おらおらとっとと道を開けろよおらぁ」などと意味不明な言動を繰り返しているハルベリーさんを交互こうごに見ながらお二人は慌あわてておりました。

「私はここから出ていきます。いいですか？　私に指一本でも触れようとしたら、この人の命はありませんからね？　分かりましたか？」

　言いながらずるずると私を引っ張るハルベリーさん。どうすればいいのか迷いましたが、とりあえず人質らしく「きゃーたすけてー」と声をあげときました。

「くっ……なんて卑劣ひれつな魔法人形なんだ……！」「このままでは魔女さんの命が……！」

　いえまあ命なんて最初から危険になど晒さらされてはいないんですけどね。でもハルベリーさんの作戦のお邪魔はできませんからね、とりあえず私はやはり「うわーん。死にたくないですー」と情けない声をあげるのです。

「ふふふ。私が自由の身になるまで彼女はこのままです。それまで黙だまって見ていてください」

　ずるずる私を引きずるハルベリーさん。もはやその歩みを止める者は誰もおらず、彼女はただ真っ直ぐに廃棄物処理場の隅すみっこの方まで歩み続けるのみです。

　そして。

「これで私は自由──」

　彼女が廃棄物処理場から一歩、出ようとしたとき。


「…………」



　ぴたりと止まりました。

　何事で？　と私が見上げてみると、彼女は空を見つめたまま固まり、がたがたと体は震え、その後、ばたりと倒れてしまいました。

「や、やはり駄目だめみたいです……」

　私の真横に転がるハルベリーさん。「ここから出ようとすると、いつもこうなるのです……」

　この廃棄物処理場を守らねばならない。人の命を脅かしてはならない。

　そういった命令が三十年前の彼女には下くだされ、律儀りちぎに彼女は守り続けています。いえ、というよりは守らねば生きてはいけないのでしょう。

「駄目っぽいですか？」

「ううう。駄目っぽいです……。あの、大変申し訳ないのですが、ちょっと元の場所まで私を戻してはいただけないでしょうか。人間さん」

「イレイナです」

　しかたないですねー。

　私はその場でよいしょと立ち上がると、そのまま歩き始めました。私に巻いてある縄はハルベリーさんの腰に繫がっているため、今度は私がずるずると引きずる形になりました。

　突然の展開にまったくついてこれていないごろつきさんたち二人には、私からかくかくしかじかと彼女にまつわる事情をご説明しておきました。

　それに対する善良ぜんりょうなごろつきお二人の反応はこちら。

「ははあ……あんたも大変なんだな……」「まあ頑張がんばれ。これやるから」

　私に巻かれていた縄をナイフで切りつつ、ついでに結構な量の携帯食料を分けてくれました。私はこんな掃溜めのような場所で人の優しさに触れて人知れず泣きそうになりました。

「ううう。……私は携帯食料を食べることもできない……魔法人形だから……」

　一方でハルベリーさんは私の後ろの方でうつ伏せに寝たまま震えるばかり。

「まあ……元気出してください」ぽん、と彼女の肩に手を置く私でした。

「しくしく」

「泣いてるんですか？」

「あ、これ油です」

「元気みたいですね」

　結局それから善良なごろつきさんたちは売り物になりそうな廃棄物を幾いくつか回収して、帰って行ってしまいました。

　ここでふと思い至ったのですけど。

「あなたが壊れているというのは本当みたいですね」

「分かりますか」うつ伏せのまま顔を上げるハルベリーさんでした。

　私はその辺で横倒しになっている本棚に腰かけつつ、

「ええ。だって、今の彼らに何もしませんでしたし」

　頂き物の携帯食料のひとつを口に放りつつ語りました。「廃棄物処理場を守る、ということは、窃盗せっとう目的でここに訪れる人に銃を向けることも仕事に含まれているのでしょう？」

　彼らは堂々とハルベリーさんの前で物を拝借はいしゃくしたわけですが、しかし彼女はその合間あいまもしくしくと油を垂たらすばかりで銃を向けることなどありませんでした。

　彼女が仕事をまっとうする魔法人形であるならば、彼らを見逃すことは考えられないような気がするのです。

　彼女は頷きました。

「以前の私でしたら、彼らがここにある物に触れた直後に銃を放はなっていたことでしょう。しかし今の私は、自らに課された命令を時折逸脱いつだつすることがあるのです。壊れているのです」

　曰いわく、彼女たち魔法人形は主に三つの命令によって動いているそうです。

　彼女は優先度の高いものから順番に、指折り三つ、その命令とやらを語ってくれました。

　まず第一に、

「国からの命令に従うこと」

　第二に、

「第一の命令に背かない限り、人の命を守ること」

　そして第三に、

「第一の命令に背かない限り、自らを守ること」

　そして彼女が国から課されている命令は、ただ一つ。この廃棄物処理場を守ること。

　つまり本来ならば。

「私は、自らの命を棄ててでもこの場に留まらなければならないのです」

　役目を終えた魔法人形たちが集まるこの場所を、守らなければならないのです。

　彼女は、立ち上がり、言いました。

「ここは、私が守るべき場所であると同時に、私の墓場でもあるのです」

　彼女の視線の先には、辺り一面に広がる魔法人形の残骸たちがあり。

　その合間に、花が揺らめいていました。





○






　三十年前。

　花園のテオメイアは、ハルベリーさんを見て分かる通り当時からかなり技術が進んだ国でした。廃棄物ですら他国にとっては価値あるものであることが多く、ゆえに、花園のテオメイアは、この廃棄物処理場を守るために魔法人形を一体、配備しました。

　それが彼女でした。

　彼女はひたむきに働きました。

　森に迷い込んだ者がいれば、迷わず銃を向けました。廃棄物処理場に住みつこうとする動物がいれば、すぐに追い出しました。花園のテオメイアから定期的に廃棄物が輸送されてくる時以外、そうして彼女は自らのやり方でたった一つの場所を守り続けてきたのです。

　廃棄物処理場に届く物は、主に役目を終えた魔法人形の残骸ばかりでしたが、時折、よく分からないものも混じっていました。

　それはたとえば本であったり、あるいは食器類であったり、写真機であったり、蓄音機であったり。ありとあらゆる物が、次々と送られてきました。

　外の世界は、彼女にとっては未知の領域。

「……知らない世界の、知らない物」だから興味を抱きました。

　やがて、廃棄物を手に取るようになりました。

　本には平和で素敵な物語が紡つむがれていました。食器類は投げ捨てるといい音がしました。蓄音機にはどこぞの誰かの歌が詰め込まれていました。

　彼女は時代に置き去りにされながらも、ただただ一人、命令を守り続けました。

　しかし時間が、彼女を変えていきました。

　ある日、彼女は小屋を建てました。がらくたの山の中にある物たちのなかで、彼女は気に入った物をそこに運び込むようになりました。

　それは人からすればただのがらくた。

　しかし彼女にとっては何にも代えがたい宝だったのです。

「この本は、面白い」面白い、という感情がよく分かりませんでしたが、そこに綴られた内容をただの情報と処理することができなかったのです。

「この時計は、おしゃれ」かどうかはよく分かりませんでしたが、彼女は時計が刻む音に興味を示していました。

「このお皿は、投げるといい音がする」ので、ストレス解消用に持っていました。ストレスという概念がいねんをその頃の彼女は既に持ち合わせていました。

「このリスは、可愛い」だから銃を向けず、撫なでてあげました。冷つめたい手の上で小さなリスはこそばゆそうに目を細めました。

　誰もいない廃棄物処理場の中で、彼女の小さな小さな王国は築かれていったのです。

「私は、一人」

　知らないものばかりが運ばれてくる外の世界に、いつしか彼女は興味を抱くようになりました。

　けれど彼女は大事な役割を、守り続けました。

　そうして三十年の月日は過ぎ去り。

　そして今より半年ほど前のこと。

　廃棄物処理場に、いつものように花園のテオメイアから馬車が送られてきました。

　ああ今日は一体どんなお宝が待っていることでしょう──と彼女は期待に胸を膨ふくらませたわけですけれども。

「……？」

　しかしその日は少々事情が違っていました。

　馬車が廃棄物処理場の前に停まると、中から何人かの人が降りてきたのです。それはここ三十年で初めてのことでした。いつもは荷物を廃棄物処理場の中に放り込むと、そのまま折り返してしまっていましたから。

　ですから、降りてきた人々が真っすぐに彼女へと向かってきたときには、何か自分には知り得ない出来事が起こっているのだとすぐに分かりました。

「お勤めごくろう様です」

　彼女はひとまず敬礼しました。

　先頭に立っていた人は彼女に敬礼を返すと、

「紹介しよう。こちら、廃棄物処理用の魔法人形だ」

　手があり、脚もあり、けれど頭のない魔法人形は、重い荷物をたくさん抱えられるように、任意に腕を四つに分離できるようになっています。なるほど長い時間をかけてそのように最適化されたようです。

　新型の魔法人形さんは言葉を語ることはなく、ハルベリーさんに一度だけお辞儀じぎをしました。

「……！」

　彼女はきゅんきゅんしました。初めての同業者！　胸がときめきざわめき仲良くなりたいと思いました。

「あの、こんにちは。私、廃棄物処理場の魔法人形、ハルベリーといいます。三十歳です」

　なのですすす、と彼女は新型さんにすり寄りました。


『…………』無視されました。そもそも首から上がないのでどこを見ているのやら見当もつきません。



「あなたのお名前は？」それでもめげずにハルベリーさんは尋たずねます。


『…………』



「んー？」

　無視ですかー？

　ハルベリーさんはちょいちょい、指でつついたり、「聞こえてます？」と新型さんの周りをうろうろとうろついてみたりしましたが、それでも反応はありませんでした。

　いえいえしかし、ところで。

「新型を投入とは一体どういうことなのですか？」

　ハルベリーさんは国の役人さんに尋ねました。廃棄物処理場での仕事ならば私一人でも充分ですが？　とも思っていましたから。

　その言葉に反応したのは、新型さん。


『…………』



　がしゃん。と無機質な音が響くと、直後に新型さんの胸の辺りから一枚の紙きれが吐はき出されます。

「おしゃべりの代わりにそんな機能が！」

　すてき！　とピュアな彼女は紙きれをうふふと笑いながら引き抜きました。

　そこには一文だけ綴られていたと言います。

　曰く。

『ぶっちゃけ君リストラらしいよ？』

　要約するとこんな感じの文章だったといいます。


「…………」書いてある意味がよく分かりませんでしたね。「んー？」



　首をかしげてしまいました。魔法人形の割に理解に乏とぼしいハルベリーさんに、役人さんは優しく語り掛けます。

「君の廃棄処分が決まった。これから我が国に持ち帰って解体する。来たまえ」


「え、ちょっ──」マジですか？　廃棄ですか？　私もうお役やく御免ごめんですか？



　などと戸惑とまどう彼女を後目しりめに、役人さんは仲間たちにひとつ命じ、そのまま彼女を拘束しました。

「嫌いやです！　私まだ働けます！　働く気いっぱいです！　もっと働かせてください！」

　しかし役人さんたちは無慈悲むじひでした。

「やかましい。三十年でここまで壊れたか。全く……」

「新型さん！　助けて！」

『無理です』新型さんはドライでした。

「そんな殺生せっしょうな！」

『無理です』新型さんは無慈悲でした。


「いや、ちょっ──」



　そしてぐいぐいと国の人々に引きずられる最中。

　彼女の中にあった何かが、切れました。

　それからしばしの暗転あんてん。気が付いたときには、彼女の目の前には残骸となった新型さんが転がっていたといいます。

　長い年月を経て彼女がその身に宿した感情。怒いかりが暴走してしまったのです。結果として新型さんはぼろぼろに砕け、ついでに国の役人さんたちは「ひいい！　壊れてやがる！」とこぞって逃げ出してしまったといいます。

　そうして半年前から、彼女は国から命を狙われる羽目に陥ったのです。

　それからの日々は少し変わりました。相変わらず廃棄物処理場には迷い込んだ人や、獣や、花園のテオメイアからの馬車が運ばれて来ましたが、しかしそれと同時に、戦闘用の魔法人形が送り込まれるようになったのです。

　三十年前の骨董品こっとうひんに近しい代物といえど、彼女は戦闘を考慮こうりょして作られたものです。新型を相手取っても、そこそこ戦えました。

　それでも消耗戦は否めません。

　半年の間に、彼女の身体はぼろぼろになってしまいました。

「まあそんな感じで今はこの有様ありさまなんですよ」

　小屋に戻り。彼女は肩をすくめていました。

　腕は落ち、顔も脚もぼろぼろ。今や自らの手で修理することすらままなりません。このままでは近いうちに息絶えることになるでしょう。

「というわけで早急に逃げ出したかったのですけれど──まあ、結果はご存じの通りですね」

　まるで呪縛じゅばくにかかったように彼女はここに囚とらわれているため、このままでは彼女は死を待つのみ。

　困りましたね。

「しかし策はまだあります」

　彼女は不敵に笑いました。「今のところ逃げ出すことはできませんが、しかし逃げ出すための手段ならほかにもあるのですよ、人間さん」

「何でしょう」あとイレイナです。

　じとりと目を細める私でしたが、ハルベリーさんはそんな私の様子になど気づくことなく、「ふふふ」とやや棒ぼう読よみくさい笑みを浮かべてから、言うのです。

「私が私でなくなればいいのですよ」
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　彼女が今もこうして廃棄物処理場に留まっているのは、彼女が三十年前に廃棄物処理場の管理を任されたハルベリーさんだからです。

　ならば、身体を片かたっ端ぱしから新しいものに入れ替えて、別の何かに変わればいいのです。しかし今の彼女は片腕すらまともに動かせないような状況。それほどまでにぼろぼろです。

　ですから他人の手を借りたいということなのでしょう。

「で、まず何をすればいいですか」

「そうですね。まず最初に腕を直していただきたいと思います」

　するりと彼女は上着を脱ぎつつ言いました。魔法人形だからか、見かけ上は同性だからか躊躇ちゅうちょは特になく、彼女の素肌すはだが露あらわになります。

　ぼろぼろで傷だらけの肌でした。

「左腕の肩から先が今の私にはありません」そうして差し出された左肩から先には何本かのくたびれた線が飛び出しています。「予備パーツも随分と前に底を切らしてしまいました。机の下にほかの魔法人形の腕がありますので、それを繫いでください」

「……ふむふむ」私は言われるがままに机の下から魔法人形の腕を引っ張り出し、「……どうやって繫げればいいんです？」と首をかしげます。

「赤い線が私の肩から出ています」

　ふむふむ。

「これですか？」引っ張りました。

「ふぁっ」変な声をあげるハルベリーさんでした。

「……何ですか」今の何ですか。

「私の身体は精密で敏感びんかんなので強引にしないでください」

「あ、はあ……」やや面倒めんどうですね……。

　まあしかし、ご要望とあらば仕方ありません。優しくすればいいんですね？　私こういうのは大体魔法で済ませちゃうのであまり得意ではないのですけど……。

　とりあえず撫でるような手つきで触れながら、私は彼女の肩を──。

「ひゃっ」

「……何ですか」いやほんとに。

「私の身体は精密で敏感なのでそういう手つきで触らないでください」

「そういう手つきって何ですか」

「えっちな手つきです」

「仰おっしゃっている意味が分からないんですけど」

「優しくもなく強引でもない絶妙な手つきを私は所望しょもうしています」

「注文が多いですね」

「年上には愛を以もって接してほしいというだけです」

「そうですか。じゃあこれならどうです？」

「きゃっ」

　むむむ、と彼女は目を細めて私を見ました。「もしかしてわざとやっていますか？」

「私の愛は大体こんな感じです」

「歪ゆがんでいますね……」

　彼女の身体で破損している部位は現状、左腕だけには留まらず、彼女曰く、ほぼ全身を入れ替えない限りは完全に直った、とは言えないそうです。

　そのうえ厄介やっかいなことに、彼女のような大昔の魔法人形に合うような身体はなく、一から作り上げなければならない部位もあるのだとか。

　そして残念なことに未だ身体はすべて集まっていないといいます。

　というわけで。

　腕を直した直後。

　早速さっそくとばかりにがらくたの山を漁あさるハルベリーさんと私でした。

「ふふふ。両手が揃った今の私に怖いものなどありません」

「あ、この本前に読んだことあります。結構面白いんですけどハルベリーさん読んだことあります？」

　がらくたの山を漁るハルベリーさんと私でした。

「人間さん。真面目まじめに私の身体を探していただけますか」

「ええ。ところでハルベリーさん。その手に持ってるもの、何ですか」

「お皿です。割るといい音がします」

　がらくたの山を漁るハルベリーさんと私でした。

「ハルベリーさん。知ってましたか。この草をつまんで息を吹きかけるといい音がするんですよ。ほら、ぴゅー、って」

「え、すごい！　もう一回やってください」

「ぴゅー」

「すごい！　ところで真面目に探してもらえますか」


「ぴゅー……」



　がらくたの山を漁るハルベリーさんと私でした。

「全然はかどりませんね人間さん……」ハルベリーさんは遠い目をしていました。

「どうしてでしょうね……不思議です……」私も遠い目をしていました。

　気が付けば陽ひは傾き、一日が終わろうとしていました。結果として私たちが手にしたものは幾つかのがらくたと割れたお皿とむしとられた草ばかり。

　お部屋を掃除しているときに途中で懐かしいものを見つけてしまってついうっかり時間を使いすぎてしまった時のような虚無きょむ感かんが私たちを襲いました。

「明日の私たちに期待しましょう、人間さん」

「そうですねー」

　そして大体こんな感じの台詞せりふを吐いているような連中は明日も頑張らないことを私たちは知っていましたが、特に口にすることはありませんでした。




　その日の夜は彼女の小屋に寝泊りすることになりました。かなり散らかったお部屋ですが、私のような人間一人が眠るスペースくらいはありました。

「ふふふ。人間さんは不便ふべんですね、一日に何時間も眠らないと活動できないなんて」

　夜が更ふけた頃になり、私が布団ふとんを用意している最中に彼女は本を開いていました。随分前に流行していた娯楽ごらく小説です。

「あなたは眠らなくていいんですか？」布団で横になりつつ、私は尋ねます。

「ええ。身体の部品を入れ替えたときに一時的に機能を停止させるだけです。それからすぐに再起動しますから、その時間を眠っている時間とするなら、一回につき三十秒程度ですね」

「あら随分と働き者なんですね」

「私は魔力で動いていますので」

　このような森の中は常に魔力が溢れていますから、魔力切れを起こすリスクもないのでしょう。本当に、命さえ狙われていなければつくづく彼女のような魔法人形にとっては理想の環境といえるでしょう。すてきキャッスルかどうかはさておき。

「ふふふ。人間さんが寝ている間も私は新しい本に手を出すことができるというわけですね。眠る時間がないというのは我々魔法人形の特権とっけんなのではないでしょうか」

「そうでしょうね」あくびをしつつ、私は答えます。「でも惰眠だみんを貪むさぼるのも人間さんの特権ですよ」

　私は布団をかぶり、そのまま目を閉じました。

　暗く閉ざされた世界の中で、彼女の声だけが、子守歌のようにやわらかく響きます。

「人間さんは眠らなくていい身体というものが羨うらやましくはないのですか？」

「ええまあ、それなりには」けれど。「私は眠る前にだらだらとしている時間もそれなりに好きなので、一概いちがいには言えませんね」

「……そうですか」

　沈しずんだ声が返ってきました。やがて彼女は、私にも聞こえないくらいの小さな囁ささやき声で、

「私はあなたが羨ましい」

　とだけ、言いました。

　それは彼女の知らない世界を旅しているからでしょうか。それとも何時間も休むことができるからでしょうか。それとも別の理由でしょうか。

　けれど私が彼女の言葉に応えることはありませんでした。ただ私は静かに息を潜ひそめて、眠りに落ちたように見せかけたのです。返す言葉が見つからなかったから、逃げたのです。

　こんなずるいやり方も、もしかしたら、人間さんの特権と呼べるのではないでしょうか。
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　翌日からは彼女の身体の修理と並行して、廃棄物処理場を守りました。

　彼女の身体の修理のためには新しい部品が必要不可欠です。けれどここに運ばれてくる部品はどれも使い古されたものばかりで、あまりよい状態とは言い難がたいものです。それに、棄てられている物が多すぎるせいで、探すためにかなりの時間が必要なのです。

　いやはや困りましたね。これでは彼女を直すための部品など集まらないのではないでしょうか。

　しかし存外、部品の問題はわりと簡単に解決に向かいました。

　使い古した部品のほかにも、綺麗で真新しい部品は来るのです。

「おりゃ」私が杖を振るい。

「えいや」ハルベリーさんが銃を放ちます。

　私たちの視線の先には、昨日と同じく花園のテオメイアから送り込まれた新型の魔法人形さんが一体、ありました。

　単独で相手取るならば苦労しますが、二対一ならばそうそう苦戦するような相手でもありません。私たちは朝食後の軽い運動とばかりに新型さんを粉砕し、部品を回収します。

　そのあと私たちが何をするのかは、言うまでもないでしょう。

「ひゃっ」

　修理です。

「変な声を出さないでください」二日目である今日はぼろぼろになっていた脚を作り直しました。新型さんの脚はややデザイン面が好ましくなかったようで、「この脚はセクシーではありません」などとぬかしておられたので、外側はハルベリーさんの部品のスペアを使い、中身の一部分だけ新型さんのものを利用しました。

「あちこちからかき集めたパーツでできた脚ですが、中々にいい出来ですね」

　出来上がり、彼女に取り付けられた脚はまるで人間のものと見まがうほど綺麗でした。触れてみるとにわかにふにふにと肌に近い感触があります。

「おや私の脚に興味がありますか、人間さん」


「…………」私は彼女を見上げました。紫の髪を揺らしながら、彼女は首をかしげています。



　私は答えました。

「少々不思議に思いまして」

「何がですか？」

「ここを守ることを命じられたあなたの身体は人間に近いのに、どうして新型さんの身体は人間とかけ離れているんでしょうね？」

　新しくなるのならばもっと人間に近しい外見になると思うのですけれども。

　しかし三十年の時を経て、花園のテオメイアの魔法人形たちは人の姿からかけ離れていってしまったようです。今や人間との区別は一目いちもく瞭然りょうぜんでしょう。

　なぜでしょうね？

「人と魔法人形の役割を明確に区別するためです」

　彼女ははっきりとした口調で答えていました。「魔法人形は人にはなれないのです」




　しかし恐らく私が見る限りでは、ハルベリーさんという魔法人形さんは極めて人間に近い存在であるように感じられます。

　がらくたを捜索している合間も「ああ！　なんて素敵なお皿！」とのたまい割り始めたり、彼女の命を狙って人が来れば「ここから物を盗みたければ私を倒してからになさい」などとそれっぽい台詞を吐きつつ立ちふさがったり。

　彼女には明確な喜怒きど哀楽あいらくがあるように思えました。

　面白い本を読めば、彼女は笑います。

「ふふふ」などと少々控ひかえめに、私が眠る前にはいつも彼女が本を読んで笑っていました。面白いんですか？　と尋ねると、「知らず知らずのうちに私は笑みを浮かべています。この感情を面白いとするならば、この本は面白いということなのでしょう」とやや面倒くさい返答がきました。

　綺麗な花を見つければ、彼女は喜びます。

「これは綺麗です」摘つみ取ることもせず、がらくたの合間から伸びている花を撫でる彼女の目は慈愛じあいに満ちているように見えました。

　壊れて命を失った仲間を見つめる度に、彼女はとても沈んでいました。

「……お疲れ様です」既に国では廃棄物とされた仲間の成れの果てを、彼女は優しく持ち上げていました。

「おりゃあ！」新型の魔法人形が訪れれば、今までそうしてきたようにためらいなく銃を向けていました。

　拾った物と、自らの手で壊したものから回収した部品を、彼女は自らの身体へと付け替えていきます。欠けた腕と、脚を直したあとは、彼女の顔を修理しました。

「どうですか？　人間さん。私の顔は綺麗ですか」

　ふふふ。と出来たばかりの顔をこちらに向けるハルベリーさん。





    
      
        
      
    

  


「そうですね。まあそれなりに」あと私イレイナなんですけど。いい加減名前覚えてくれませんか。無理ですか。そうですか。

　ともあれ。

　そんな調子で、日々は過ぎていきました。

　物を拾い集めて、来訪者の魔法人形をぶっ壊して、パッチワークのように新しい部品を彼女は自らに埋め込んでいきます。

　用済みとなり彼女から吐き出された部品は次第しだいに積み重なっていき、ひょっとしたらこの部品の山をうまく組み合わせれば目の前の彼女と同じようなものが作れるのでは？　と思えるほどに。

　彼女の身体の修理は、そんな感じに、順調に進みました。

　順調すぎると言えるほどに順調でした。

「きゃああああああああああああああ……！」

　私が彼女に協力をし始めてから五日が過ぎた日のことです。

　普段通りに私と彼女が花園のテオメイアから訪れた新型さんを相手取っていたとき、彼女はなぜだか突然、新型さんに特攻とっこうをかましていました。

　がしゃん、とけたたましい音が鳴り響くと、彼女の身体はその場に倒れ、頭がすぽーん、と飛んで行ってしまいます。

「だ、大丈夫ですか！」

　私は慌てて彼女の頭をキャッチ。

　と同時に新型さんを魔法で砕きました。

「調子がよすぎるのも考えものですね」幸い、彼女の身体と頭は互いに無事でした。とれちゃいましたけど。

「何やってんですか」

　まったくもー、と私は彼女の頭を抱えて、がらくたの中で死体のように転がっている身体のほうへと歩み寄ります。どうやら頭がないと動けないようです。

「身体が持っている能力と私の中にある記憶がかみ合っていませんね」彼女はため息を漏らしていました。「私としては普通に走ったつもりだったのですけれど……。調整が必要ですね」

「身体と記憶がかみ合わないという現象がよく分からないのですけど……」

「人間さんで例えると身体は若いのに頭はひどく優秀という状態のことです」

「身体は若いのに頭は優秀……？」

　つまり私のことでは……？

「人間さん。自信と自惚うぬぼれは別物ですよ」

「あなたの頭投げ捨てちゃっていいですか」

　大体そんなやり取りを経て、私は彼女の身体の前に到着。えいやっ、と投げ捨てたい衝動しょうどうを抑えつつ、ハルベリーさんの首の辺りに頭を置きました。

「ありがとうございます……」

　離れ離れになった頭と再会を果たした彼女の身体でしたが、しかしハルベリーさんは依然いぜんとして脱力しきったまま。おやおや？

「どうしたんですか？　身体が動かないんですか？」

「いえ……」地面に横たわりながら首を振る彼女でした。「力加減を調整しています。少々お待ちください」

「あ、はあ……」

　と言われましたので、大人しくかつ律儀に待つことにしました。暇潰し程度に私はその辺で魔法人形の残骸を拾ってみたり、新型さんを足で小突こづいてみたりとにもかくにも暇を持て余しました。


「…………」



　やがて、私は地面に横たわっている彼女を見ます。壊れた新型さんと、その傍そばに倒れる一人の女性。

　その光景こうけいにはなんとなく既視きし感かんがありました。

　今度は立場が逆になってしまいましたけど、確かな既視感がありました。

「お待たせしました。人間さん」

　だから、力加減の調整が終わり、身体を起こそうとしている彼女に、私は手を差し伸べるのです。

「お怪我はありませんか？　お嬢さん」

　すると彼女は不思議そうに私の手を見つめ、そして。

「ありがとうございます」

　と、優しくもなく強引でもない絶妙ぜつみょうな手つきで私の手をとると、

「あなたは私の恩人です」

　などと、私に語るのです。

　あらあら。困りますね。

「ご存じですか？　私にとってのあなたもそうなんですよ」

　そうして、日々は過ぎていきました。





○






　五日目の夜。

　私はいつものように一日の終わりを布団の上で迎えていました。

「完成です──」

　五日もあれば彼女の身体の予備パーツもほとんど揃ってしまうもので、最後のパーツをちょうど作り上げた彼女は、ことん、とテーブルにそれを置きました。

「……それ、どこの部分に嵌はめるんです？」

　見たところちょうど丸めたこぶしくらいの無機質な代物。恐らく彼女の中身に取り付けるものであることは明白です。

「ここに」

　彼女は自らの胸を指差しました。「ここを変えれば私の部品はすべて入れ替わったことになります」

　最初に会ったときに彼女は言っていました。

　──私が私でなくなればいいのですよ。

　そうすればこの廃棄物処理場から出ていくことができるのではないかと。

「今すぐ変えますか？」

　私はベッドから身を起こして彼女を見ましたが、ハルベリーさんはゆるりとかぶりを振ります。「いえ。今は本を読みたいのです。作業は明日の朝にいたしましょう」

　安っぽい椅子に腰かけ、彼女は笑みを浮かべます。いつもの習慣なのでしょう。私が眠る前に彼女を見やれば、いつだって彼女は本を開いていましたから。

「それ、面白いですか？」

　彼女の手元にあるのは、見覚えのある本でした。以前、私も読んだことがあります。この廃棄物処理場に来たその日にがらくたの山の中で見つけて、彼女におすすめした本です。

　興味を抱いて読んでくれたのは嬉うれしいことではありますけれども。

「まだ読み始めたばかりですから、分かりません」

　彼女は首を振りました。

　手元の本はまだ最初の数ページめくったばかり。まだ物語が始まったところです。

「そうですか」

　それでは確かに、分からないですよね。「感想、楽しみにお待ちしていますね」

　それではおやすみなさい──と私は布団をかぶり、そのまま瞳を閉ざします。

　それはいつもの光景でした。

　全く変わらない、いつもの光景でした。

　この小屋に来て以来、彼女はいつだって、全く同じ本を最初から読んでいました。




　魔法人形である彼女にとって、身体のパーツを入れ替え、別の自分に変わるということは、要するに今の自分を棄てるということなのでしょう。

　彼女が初日の彼女から変わってしまったのだと確信を得たのは二日目のことでした。

　新型の魔法人形さんとハルベリーさんとの違いを尋ねたとき、彼女ははっきりと明確な答えを私に返していました。

　人と魔法人形の役割を明確に区別するため。

　魔法人形は人にはなれない。

　三十年もの間、ここから出たことがないというのに、一体どうやって外の情報を仕入れたというのでしょう。

　恐らくは新しい身体の部品から。

　彼女は部品を入れ替えるごとに、そうして別の自分へと入れ替わっていったのです。

　彼女はきっと、部品を入れ替えるごとに──自らが別のものに変わってしまうことに気づいていたはずです。

　そんな今の彼女からすれば、確かに私のような人間さんは羨ましい存在でしょう。

　眠っても、全く同じ自分が目を覚ますのですから。

　彼女は違います。部品を入れ替え、一時的に機能が停止している三十秒を跨げば、目を覚ますのは自分とは別の自分。

　彼女にとって眠ることは死と同義なのです。記憶を一部引き継いでいても、入れ替えたぶんだけ彼女は自分自身を失っているのです。

「さあ人間さん。これが最後のお仕事です」

　翌日の朝。

　ハルベリーさんは自らの胸を開けて、言いました。無機質な中身が露わになります。「この部品を、変えてください。それで私は、きっと自由の身になれます」


「…………」



　彼女が生きながらえるためには、この場所に古くなった部品の数々と、多くの思い出を置いていかなければならなかったのです。

　そうすることでしか、彼女は生きることができなかったのです。

「分かりました」

　私は頷き、彼女の胸に手を伸ばします。

　五日間も作業を手伝っていれば慣れたもので、私は彼女の心臓部分を抜き取ると、そのまますぐに新しい部品を嵌めこみました。

　あっさりと作業は終了。

　そして彼女は三十秒間だけ瞳を閉じて。

　やがて、目覚めました。

「こんにちは。人間さん」

　彼女は笑いました。

　私は答えます。

　まったく同じような笑みを浮かべながら。

「イレイナです」

　結局、最後まで私の名前を覚えてはくれませんでしたね。





○






　あれから一か月の月日が流れた頃に、私は花園のテオメイアへと赴いていました。

　なるほど魔法の技術がめざましく発展した国であることはどうやら事実のようで、私が訪れた喫茶店では、新型の魔法人形たちが言葉を交わすことなく店内をうろついています。

　私はテラス席で一人、新聞紙を読みつつコーヒーを飲んでいました。

『そちらのニュースに関して関心がおありですか』

　首から上のない魔法人形さんは、私の前に立ち止まると、胸元から、そのように綴られた紙きれを出して見せました。

　手元には、件の廃棄物処理場に関する記述があります。

「……ええ。まあ、そうですね」

『よろしければ、私から内容のご説明をしましょうか』

　おやおや。

「もしかしてそれもこのお店のサービスですか？」

『仰る通りです』

「……いいサービスですね」

『光栄です』

　私の傍かたわらに立つ新型の魔法人形さんは、それから紙きれを引っ張り出します。

　曰く。

　この国で危険視されていた廃棄物処理場の魔法人形は、一か月前のある日、突然、壊れた状態で見つかったそうです。

　身体のあちこち、部品ひとつひとつ、丁寧にばらばらに砕かれた状態で、廃棄物処理場の真ん中に転がっていたといいます。

　ハルベリーと名付けられた旧型の魔法人形の破壊を近隣きんりん諸国しょこくに依頼をしていたことから、恐らくは流れ者の誰かが人知れず彼女を処分したのでしょう。

　しかし不思議なことに、彼女を破壊した人間はそれから一か月間、一度も現れることはありませんでした。賞金として金貨百枚を用意していたにもかかわらず、何の音おと沙汰さたもなかったのです。

　結局、破壊した人物に対して謎を残したまま、国は新たに魔法砲台を設置することを取り決めた──とのことです。

『旧型の部品を集めて再度起動を試みましたが、不思議なことにこの旧型は二度と起動することはなかったようです。今は残骸が廃棄物処理場に置かれています』

　以上が、店員さんによる一か月前のいきさつのご説明でした。

『何か疑問はございますか』

　店員さんは尋ねます。

　私は首をかしげました。

「あなたはこの記事に対して──この古いタイプの魔法人形さんに対してどう考えますか？」

『どう、とは』

「なぜこの魔法人形は二度と起きることができなくなったのだと思います？　よければあなたの意見を聞かせてください」

『私は意思を持ちません』

　答えることはできないようです。

「……そうですよね」

『ご質問は以上ですか』

「ええ」

　私が頷くと、役目を終えた店員さんは、そのまま私のもとを立ち去り、仕事へと戻ってしまいました。ハルベリーさんのように、意見を述べてくれることはありませんでした。

　少々残念ではありましたが、それでも、店員さんとの会話でひとつ安心したこともあります。

　一か月前のことです。

「──とりあえず取り換えた部品は全部この辺りに置いておきましょう」

　彼女が廃棄物処理場を出る直前。

　私はがらくただらけの広場の中で、交換済みの古い部品を丁寧にばらばらに砕いてからその辺にばら撒きました。

「……？　何をしているのですか？」

　ハルベリーさんは「え？　新手あらてのいじめですか？」と顔をしかめていましたが、いえいえそんなつもりはありません。

「あなたが死んだように見せかけるんです。死体があれば故郷の人間に追われずに済むでしょう」

　元より、花園のテオメイアの人々が彼女を破壊しようとしているのは、彼女が既に壊れてしまっているからです。死体もなくある日突然消えてしまったとなれば、当然、壊れた彼女が近隣諸国に危害を加えないようにくまなく捜さがすはずです。

　それでは逃げ出した意味がありません。

「死を偽装ぎそうするんです」

　本当のハルベリーさんはまだ死んではいません。

　けれど、死んだことにしてしまったほうが都合がよいのです。

「なるほど。それは名案めいあんですね。人間さん」

　ふむふむ、と彼女は私の作業を眺めつつ、ぽん、と手を叩いていました。

　人間さん、ですか。

「外の世界ではちゃんと人の名前、覚えてあげてくださいね。いちいち人に会う度に人間さん、なんて呼んでいたら、よく分からない連中に目をつけられますよ」

　普通に外の世界を見て回りたいのでしたら、普通を装よそおうのがいちばんです。

「ご心配には及およびません。外の世界ではそのような行いはいたしません。人の世界でそのような行為をとれば、人でないことが詳つまびらかになってしまいますから」

「でも私の名前は呼んでくれないんですねー」いえべつにいいんですけどー。

　すると彼女は、

「お呼びしたほうがいいですか？　イレイナ様」

　首をかしげつつ、あっさりと私の名を呼びました。


　…………。



「覚えてたんですか」

「当然です。あなたの名前を忘れたことはございません。お名前を今までお呼びできなかったのは、私の事情ゆえです」

「事情ですか」

　何です？

「五日前の私から今の私に──身体を入れ替える度に必ず守るべきことが託たくされています」

　曰く。

「廃棄物処理場から逃げる手引きをしてくれている善良な女性のことは人間さんと呼ぶようにと」


「…………？」



　なんでそんな妙なことを託したのでしょうか。

　顔をしかめる私に、彼女はすべて語ってくれました。

「この五日間で行った修理の数々は私にとってもどのような結果がもたらされるのか予測がつきませんでした。三十年間すべての記録を失う可能性もありました。仮に、修理の最中に何らかのトラブルであなたの名前を忘れてしまったときに、あなたに対して非礼ひれいな言動をしないように、最初から名前を呼ばなかったのです」

　そして、彼女の釈明しゃくめいは、こう締しめくくられるのです。

「私にとっては此度こたびの強引な修理は、未知の領域だったのです」

　外の世界と同様に。


「…………」



　つまりは余計な心配を掛けないための配慮はいりょだった、ということなのでしょう。

　私はてっきり本の内容と共に私の名前すら忘れてしまっていたのだと思っていたのですけれど──そのせいで少々沈んでもいたのですけれど。

　蓋ふたを開けてみればたったそれだけの理由だったようです。

　笑えてしまいますね。

「ご存じですか？」

　別れの間際まぎわ。

　私は言いました。

「それを人の世界では思いやりというんですよ」

　言わずもがな。

　人間さんの特権ですね。

「……覚えておきましょう」

　そして彼女は、廃棄物処理場から一歩、踏み出します。

　未知の領域へと、足を踏み入れたのです。

　けれどきっと何も問題はないでしょう。外の世界を知らずとも、彼女は向き合い方をよく知り得ているのですから。

「それでは、さようならですね」

　彼女は私に言いました。

「そうですね──」

　頷いてから、ふと私は振り返ります。

　視線の先には、辺り一面に広がる魔法人形の残骸たちがあり。役目を終えた物たちが相変わらず佇たたずんでおり。

　その合間に、花が揺らめいていました。





●






　とある国を一人の旅人が歩いていました。

　街の人々は、すれ違う度たびに彼女を振り返ります。

　とてもとても不思議な雰囲気ふんいきの女性だったのです。

　髪は紫。ショートボブに切り揃えられています。瞳は緑。光のない瞳でした。歳の頃は見かけだけならば二十代程度に見えます。

　着込んでいるのは堅苦しい制服──だったようですが、見るも無残なほどにぼろぼろに汚れ、千切れていました。腕から先が丸ごと千切れていたり、お腹の辺りが丸見えになっていたり。スカートに至っては若干危なっかしい丈にすらなっていました。

　見るも無残な服を身にまとった彼女の背中には大きな荷物が背負せおわれています。

　街の人々は彼女のみすぼらしい服装よりも、その割に綺麗な顔よりも、むしろその背中に背負われているものに視線を注いでいました。

　それはただ古いだけの時計だったり。あるいは蓄音機だったり。もしくは何度も何度も読み返された本だったり。お皿だったり。





    
      
        
      
    

  


　ただのがらくたとも思えるものが幾つも詰め込まれ、バッグからはみ出ていたのです。

　けれど彼女は、そんながらくたを誇らしげに背負いながら、歩くのです。

　ところで彼女がその日訪れた国は、少々治安の悪い国でした。

「何よ！　さっきから謝あやまってるじゃない！」

　女性が一人、地面に尻もちをつきながら、男を見上げていました。その目には、怖れがありました。

　叩かれたのでしょうか。その頰ほおは赤く腫はれています。

「ぶつかっておいてごめんなさいで済むわけないだろ。なあ？　お前この服どうしてくれるんだよ。駄目になった酒はどうしてくれんだよ」

　女性の前に立つ男の手には酒瓶さかびんが握られてます。昼間から既にそこそこ飲んでいるようで、呂律ろれつがいまいち回りきっておらず、恫喝どうかつしている今もなお、酒を呷あおっています。

「元はと言えばあなたからぶつかってきたんでしょう？　こんな昼間から酒なんか飲んで──」

「ああ？　うるせえ！　俺がいつ酒を飲もうと勝手だろうが！」

「……っ」怒鳴どなられ、萎縮いしゅくした女性はみるみるうちに小さくなっていきます。「じゃ、じゃあ、お金払うから。もうそれで許してよ……」

「駄目だな。金じゃあ解決できねえ」

「じゃあどうしろって言うのよ！」

　その言葉に、男は笑みを浮かべ、

「そうだなぁ。じゃあとりあえず身体で──」

　などと言いかけたときでした。

　──ばりん。

　男の手にあった酒瓶が弾け飛びました。

「……あ？」

　突然の出来事に啞然あぜんとする男。

　その傍に、旅人の女性は立っていました。

「次はこちらを飛ばしますよ」

　とてもとても冷たい声を男に差し向けた彼女の手には、ライフル銃がありました。

　銃口は男の頭に突きつけられています。

「……！　ひ、ひいい！」

　男の顔から血の気が一気に引いていき、それからすぐに「じょ、冗談だよ！　べ、べつに何もいらねえって！」などとのたまい、両手を挙げ、その場から逃げ去ってしまいました。

　あっけないものでした。


「…………」



　女性は呆然としたまま、旅人を見上げていました。

「おや」

　目の前の旅人は、銃を仕舞しまい、それから手を差し出してきました。

　とてもとても綺麗で、美しい手をしていました。まるで作り物のように非の打ちどころのない、綺麗な手でした。

　旅人はその向こうで、ぎこちなく笑い、語り掛けるのです。

「お怪我はありませんか？　お嬢さん」











あとがき









　各話コメント　※ネタバレ注意！

●一章『高級店こうきゅうてん血ちみどろ事件じけん』

　パペットをはめたキャラを最初に思いついて、なんやかんやで探偵たんていになりましたね。内容を別の章とすり合わせるための修正に結構な時間を要しましたが、パペット探偵のキャラはなんやかんやで気に入っています。ワインさんの胸むねを触さわった理由は五章を読めばなんとなく分かるかと思います。

●二章『注目ちゅうもくと賞賛しょうさん』

　創作物そうさくぶつに限らず本来の目的にそぐわない形で異様いようなほどの盛り上がりを見せたものは、一時は大きく注目を集めるものなのですが、時間が経たてばすぐに人々の記憶から消えてしまうものです。注目を集めている理由が賞賛からなのか、それとも他の要因によるものなのかを見極めたいですね。

●三章『ただ美味うまい肉にくが食たべたいだけの物語ものがたり』

　おかしなことをおかしな人が叫さけぶ状況を、最初のうちは人々が冷ひややかな目を向けているだけですが、長い時間を経へて、そのおかしなことはおかしなことでなくなっていくものだと思っています。声をあげ続けることで賛同さんどうする者が一人、また一人と増えていきます。そして気が付けば世の中が変わり、最初は冷やかな目を向けていただけの人たちがおかしな人となり叫ぶのです。

●四章『鳥とりの舞まう館やかた』

　この話を思いついたのは中学生くらいの頃なのですけれど、というか確かずっと前に投稿とうこうサイトに上げたこともある話なのですが、まあせっかくの機会なので『魔女まじょの旅々たびたび』の一章として書いてみようと思い至いたり書きました。ところで鳥と人間の脳のうは似ている部分があるとかないとか。

●五章『月夜つきよの吸血鬼きゅうけつき』

　吸血鬼が出てくる話は以前から書いてみたいと思っていたのですが、どう足搔あがいてもシリアスな話に転ぶしかなかったため、長い間干ほしていました。あと物語上の制約が多すぎたんですね。

　この章の直後に一章の内容が始まります。

●六章『獣けもの』

　イエローストーン国立公園でオオカミが人間により狩られ続けた結果、生態系せいたいけいは崩くずれ、草食動物が増え、緑が失われ、連鎖れんさ的てきに生き物が消えていったといいます。オオカミが再び国立公園に放たれたのは今から二十年ほど前。それ以来、国立公園は自然を取り戻しているそうです。

●七章『がらくた王女おうじょ』

「テセウスの船ふね」、それと「中国語ちゅうごくごの部屋へや」という思考実験がこの話の元ネタになっています。「テセウスの船」は要約すると、「部品を変え続けた結果、元からある部品が一つも残らなくなったものは、元々の物と同一と呼べるのか？」というもの。「中国語の部屋」は長くなるのでググって欲しいのですが要するに人工知能と人間の会話を簡略的に表したものです。物語の最後、ハルベリーさんは箱の中から出ていくことを選びました。




　以上。各話コメントでした。

　というわけで改めてお久ひさしぶりです、白石しらいし定規じょうぎです。

　やるべき仕事が増える一方、締しめ切りだけはなぜか早まるという不思議な現象に頭を抱え続けた結果、十一巻が終わったこのタイミングでようやく少しばかりの時間ができましたので、ちょっと小旅行してきました。県内の田舎いなかのほうに行ってきただけですけど。

　風に揺ゆれる木々のもと、ぼんやりと石でできたベンチに座り、旬しゅんのお魚を食べて、家でぐっすり眠る。そんな一日を過ごしてまいりました。最高でした。喫茶店きっさてんに寄って本も読んだのですけれど、それもまた趣おもむきあるものでしたね。

　などといったことを書くとまるでその日の一日がとてもとても予定通り鮮あざやかに流れていったかのように感じられるかもしれませんが、しかし実際のところぜんぜんそんなことはありません。

　それでは実際のその日の流れを見てみましょう。

　愛知あいちの某所ぼうしょ。そこは鮎あゆの塩焼きと五平ごへい餅もちが名物めいぶつだそうです。ベンチに座ってほどなくした頃、某所に人がちらほらと見えるようになりました。その中には近くで営んでいるお店の店主さんの姿もあり、ちょうどお腹なかが減っていたので「やったー！　五平餅！」などと思いながらお店に入ったんです。

「あのー、もう開店ってしてますか？」僕は期待に胸を膨ふくらませながらのれんをくぐりました。

　店主さんは僕ぼくを見ると、一言。

「え？　いや、まだだけど……？」


「…………」



　早すぎた……。

　開店時間は僕が訪れた時間よりも二時間ほど後のこと。明らかに早すぎる。さすがに二時間も待つことはできず、僕は鮎の塩焼きと五平餅を断念だんねん。帰りに実家のような安心感のある喫茶店に寄り、ぼんやりと本を読みながら「あ、そうだ！　鮎をスーパーで買えばいいじゃん！」と閃ひらめきました。まさしく逆転の発想！　自分でクリエイトすればいいのよ！

　で、結果どうだったかといえば鮎はそこそこ大きなスーパーには置いておらず、代わりに秋刀魚さんまがところせましと並んであるだけ。あとで調べたら鮎の旬は初夏から夏だそうです。そりゃ置いてないわ。

　結局僕は鮎へのあこがれを捨てきれないまま秋刀魚に妥協だきょうしました。そうしてベッドに入り、「うう……鮎が食べたいよぉ……」と思いながら枕まくらを濡ぬらしたわけです。ぜんぜん予定通りじゃねえ。

　まあ何はともあれ、それでもその一日が有意義ゆういぎなものであったのは確かで、今度はソロキャンプにでも行ってきたいと思います。静かな一日はいいものです。

　とりあえず今後は事前の準備だけはしっかりやっておきたいもんですね。

　ところで話は変わりますが、アニメ化が決まりましたね。

『魔女の旅々』を書き始めた頃はまだ二十歳はたちだったはずですが、その当時からアニメでイレイナさんの物語が描えがかれることは僕にとって大きな目標の一つでした。けれど、そんなものはきっとライトノベル作家を目指す者の誰もが夢見るようなことで、どのような道筋みちすじを辿たどればよいのかも、たどり着けるのかも分からないまま、長い間過ごしてきました。きっと無理なのだろうと思いながらも、ずっと目指し続けて、彷徨さまよっていました。ようやくこの日を迎えられたことをただただ嬉うれしく思います。本当に今まで応援してくれて、ありがとうございました。これからも、よろしくお願いします。

　アニメ化の話が動き始め、監督かんとくさんならびに脚本きゃくほん家かさんやプロデューサーさん等、様々な方とお会いして、その度に僕は自分の置かれた立場の大きさに戦々せんせん恐々きょうきょうとしながら、お話をさせていただきました。もれなく誰もがすさまじい人ばかりで、慣れない現場にあわてふためき、その度に信じられないくらいに大勢の人が今、この作品に携たずさわっていることを実感しました。

　最初は小説家になる夢をあきらめきれずに記念受験的な意味合いで書き始めた物語が、今や多くの人が紡つむぐ物語となってくれたことが、本当にうれしいです。

　そしてドラマＣＤも第三弾が決定しましたね。

　第二弾のときに決めたのですけれど、ドラマＣＤ内でただの賑にぎやかしで終わってしまうキャラがいるという状況はどうしても受け入れがたくて、全員に見せ場のあるドラマＣＤにしたいと思いながら脚本は執筆しっぴつしています。十二巻付属の第三弾もそんな話になればいいなと思っています。

　……が、僕は観光地にあまりに早く着きすぎて鮎も五平餅も食べずに秋刀魚で妥協するような奴なので、ドラマＣＤ第三弾の脚本執筆作業では事前準備を徹底てっていしたいですね……いやほんと。

　というわけで謝辞しゃじを。

　担当編集Ｍ様。

　いつもありがとうございます。今回は本当に時間がなく、ご迷惑めいわくをおかけしましたが、無理に急かさず静かに見守っていただけて有難ありがたかったです。

　あずーる先生。

　原点げんてん回帰かいきな表紙でしたね……。相変わらずすげえや……。一巻表紙と並べて飾りたいです……。

　ドラマＣＤ第二弾でお世話になった声優せいゆうさん方。

　十巻の際はページがなくお礼を述のべられなかったので、ここで書かせていただきます。本当にありがとうございました。第三弾でもよろしくお願いします。

　コミカライズ版の担当、七緒ななお一綺いっき様。

　いつもありがとうございます。ここ最近は中々コミカライズ版の宣伝ツイート等も間に合わず申し訳ありません……。一読者として、いつもネームから楽しみに読ませていただいています。それと話は変わりますが、『薬屋くすりやのひとりごと』、次にくるマンガ大賞受賞おめでとうございます！

　本作に携たずさわってくださっている皆みなさま。

　アニメ版、コミカライズ版、ドラマＣＤ版、そしてこの原作。メディアミックスにより本当に多くの人に関わってくださって、本当に嬉うれしいです。これからも共にお仕事ができればと思っています。

　とまあ、あとがきはこのくらいで締しめたいと思います。

　今度は十二巻でお会いしましましょう。それでは！
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